
〈
論

説
〉ア

テ
ナ
イ

・
ポ

リ

ス

の
祝
祭

O

白

石

正

樹

目

次

は
じ
め
に

一_一

五 四 ニ ー_

ア
テ
ナ
イ
の
春
の
祝
祭

ア
テ
ナ
イ
の
夏
の
祝
祭

(年
末
)

ア
テ
ナ
イ
の
夏

の
祝
祭

(年
始
)

ア
テ
ナ
イ
の
秋

の
祝
祭

ア
テ
ナ
イ
の
冬

の
祝
祭

(
以
上
本
号

)

お
わ
り
に

69
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は
じ
め
に

ス
ト

ラ
ボ

ン
は

『
ギ

リ

シ
ア

.
ロ
ー

マ
世

界

地
誌
』

の

「
ア
テ

ナ
イ
」

の
節

に
次

の
よ
う

に
記

し
た

。
ー

「
当

の

ア

テ
ナ
イ

市
域

は

平
原

の
な
か
に
あ
る
岩
山
と
そ
れ
を
ぐ
る
り
と
取
り
巻
く
居
住
地
か
ら
成
り
、
岩
山
の
上
は
ア
テ
ー
ナ
ー
の
神
域
で

『
都
城
鎮
護

の
ア
テ
ー

ナ
ー
』

の
神
殿
は
古
く
、
殿
内

に
消
え
ず

の
ラ
ン
プ
が
あ

る
。
ま
た
、
パ

ル
テ
ノ
ン
神
殿
は
イ

ク
テ
ィ
ノ
ス
の
建
築
、
殿
内

に
ペ
イ
デ

ィ

ア

ス
作

の
象
牙

(
.
黄
金
)
造
り
の
ア
テ
…
ナ
ー
像
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
市
を
賛
め
た
た
え
そ

の
名
声
を
宣
伝
す
る
材
料
と
な

っ
た

大
量

の
記
念
物

の
な
か

へ
入

っ
て
み
る
と
、
本
書
で
わ
た
し
が
前
も

っ
て
立

て
た
方
針
か
ら
そ
の
記
述
が
逸
脱
し

て
し
ま
う

の
で
は
な

い

か
と
思

い
、
書
き
過
ぎ
を
恐
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、

ヘ
ゲ

シ
ア
ス
が
述
べ
た
文
句
が
わ
た
し
の
後
を

つ
い
て
来
る
か
ら
で
、

そ
れ

に
よ
る
と

『
わ
た
し
は

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
と
そ
こ
に
あ
る
三
又
矛
が
印
し
た
と
て

つ
も
な
く
大
き
な
跡
を
見
、

エ
レ
ウ
シ
ス
を
見
、
入

信
者
と
し
て
そ
の
神
事
に
与

っ
た
。
あ
れ
が

レ
オ

コ
リ
オ

ン
で
こ
れ
が

テ
セ
イ
オ

ン
。

ひ
と

つ
づ

つ
説
明
は
で
き
な

い
。

ア

ッ
テ
ィ
カ
地

方
は
神

々
が
御
自
分

の
た
め
手

に
お
入
れ
な
さ

っ
た

〈
神
苑
〉

で
あ
り
、
父
祖

に
あ
た
る
英
雄
た
ち
の
持
ち
物
だ
か
転
』
。
」

こ
の
文
章
は

ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
宗
教
的
記
念
物

の
豊
富
な
様
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。

ア
テ
ナ
イ

の
祝
祭

に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
も

ま
た
そ
の
多
様
さ
に
同
様

の
印
象
を
受
け
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

ア
テ
ナ
イ

・
ポ
リ

ス

(都
市
国
家
)
の

一
年
間
は
、
民
会
、
評
議
会
、
法

廷
な
ど
公
的
政
治
生
活

の
合
間
を
ぬ

っ
て
、
神

々
に
捧
げ
ら
れ
た
実
に
沢
山
の
祝
祭

の
連
続
で
あ
る
か
ら
。

と
こ
ろ
で
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
社
会

に
お
け
る
初
期

の
暦

の
発
明
と
使
用
は
、
ポ
リ

ス
内
で
の
宗
教
祭
祀

の
儀
式
を
体
系
化
し
、
規
則
的

な
ら
し
め
る
た
め

の
企

て
で
あ

っ
た
と

い
う
。
ポ
リ

ス
に
よ

っ
て
著
し
く
異
な
る
暦
は
こ
う
し

て
宗
教
的
制
度

で
あ

っ
た
し
、
そ
の
ポ
リ

ス
に
お
い
て
特
定
の
宗
教
祭
祀
と
供
犠
が
、
毎
年
特
定

の
月

の
特
定

の
日
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
公
言
し
た
。

そ
の
た
め
暦
は
規
範

的
、
規
定
的
で
あ

っ
た
し
、

そ
れ
ゆ
え
ま
た
、

ひ
と
が
そ
れ
に
よ

っ
て
集
会

や
取
引

の
よ
う
な
世
俗
的
活
動
を
予
定
し
た
り
、
記
録
し
た
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り
し
え
る
便
利
な
枠
組
み
を
提
供
し
た
。
古
代

の
ギ
リ

シ
ア
人
は
、
か
れ
ら

の
暦
を
神
聖
な
目
的
に
も
、
ま
た
世
俗
的
活
動
に
も
用
い
た

の
で
あ
小都
。
ア
テ
ナ
イ

・
ポ
リ

ス
の
暦
も
お
そ
ら
く
宗
教
的
制
度

と
し

て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
市
民

の
公
的
生
活
を
律
す
る

ハ
ヨ
　

日
付

の
規
則

と

し

て
は

ア

ル

コ
ー

ン
と
評
議
会

の
調

整

に
委

ね
ら

れ

る
制
度

と

な

っ
た
。

ア

ッ
テ

ィ
カ

暦

は
十

二
月

か
ら

な

る
が

、
各

月

の
名

称

の
由
来

と
、

そ

の
元

の
意

味

は
次

の
よ

う
で
あ

る
。

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ

ー

ン

の
月

(
・国
§

8

蔑

ミ

曾

・
山
①
。
鉾

o
日
げ
鋤
δ
昌
)
。

ー

ア
ポ

ロ
ー

ン

の
祭

祀

に
由

来

し

、

「
百

頭

の
牡

牛

」

の
意

で
あ

る
。

メ

タ
ゲ

イ

ト

ニ
オ
ー

ン

の
月

(冨
舞
ミ

9
N
ミ
曾

.
窓

Φ
$
σq
Φ
騨
巳
8

)。

ア
ポ

ロ
ー

ン

の
祭

祀

に
由

来

し

、
「
隣

人

を
変

え

る
」

の

意

で
あ

る
。

ボ

エ
ー

ド

ロ
ミ

オ

ー

ン

の
月

(
国
§

書

。
ミ

◎
ド

b口
o
①
紆

0
8
一8

)
。

i

ア
ポ

ロ
ー

ン

の
祭

祀

に

由

来

し

、

「
早

駈

け

加

勢

」

の
立目
心
で

あ

る

。

　
る

　

ピ

ュ
ア

ノ
ブ

シ
オ

ー

ン

の
月

(印
箋

ヒ
息

へ
§

.
等

彗

o
b
聾
8

)
。

ー

ア

ポ

ロ
ー

ン

の
祭

祀

に

由

来

し

、

コ
豆
を

煮

る

」

の
意

で

あ

る

。

マ
イ

マ
ク

テ

ー

リ

オ

ー

ン

の
月

(竃

ミ

鳶
嚢

還

ミ

§

・
]≦
巴
旨
㊤
蓉

興
一8

)
。

ー

ゼ

ウ

ス

の
祭

祀

に

由

来

し
、

「
荒

れ

狂

う

」

の
立目心
で

あ

る

。

ポ

セ

イ

デ

オ

ー

ン

の
月

(園
§

①
&
毬

ド

℃
o
の
Φ
宣
①
8

)
。

ー

ポ

セ

イ

ド

ー

ン

の
祭

祀

に

由

来

し

、

そ

の
神

名

を

と

っ
た

も

の

で

あ

る
。

ガ

メ

ー

リ

オ

ー

ン

の
月

(
円
暑

気

§

ド

0
9
日
㊦
}δ
昌
)
。

1

(
ゼ

ウ

ス
と

)

へ
ー

ラ

ー

の
祭

祀

に

由

来

し

、

「
結

婚

」

の
意

で

あ

る
。

ア

ン

テ

ス

テ

ー

リ

オ

ー

ン

の
月

(
、を

評

ミ

暮

へ
含

●
ぎ

爵

①
。・
け
Φ
H
δ
昌
)
。

ー

デ

ィ

オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス

の
祭

祀

に

由

来

し

、

「
花

の
祭

」

の

意

で
あ

る
。

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ

ー

ン

の
月

(
、国
討

§

曾

き
◎
ド

曽

碧

冨

げ
o
一δ
昌
)。
ー

ア

ル

テ
ミ

ス
の
祭

祀

に
由
来

し
、

「
鹿

の
狩
人

」

の
意

で
あ

る
。
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ム
ー

ニ

ュ
キ

オ
!

ン
の
月

(ζ
ミ

ミ

誉
◎
ド

ζ
o
g
昌

〇
三
〇
昌
)。
ー

ア
ル

テ
ミ

ス
の
祭

祀

に
由
来

し
、

そ

の
祭
祀
名

ま
た

は
地
名

を
と

っ

た

も

の
で
あ

る
。

タ

ル
ゲ

ー
リ

オ

ー

ン

の
月

(㊤
黛
ミ

ミ

§

ド

弓
ゲ
鷲
σq
Φ
ぎ

昌
)。

ア
ポ

ロ
ー

ン

の
祭

祀

に
由
来

し

、

そ

の

「
初
穂

奉

納
」

の
名

称

を

と

っ
た
も

の
で
あ

る

。

ス
キ

ロ

フ

ォ
リ

オ

ー

ン

の
月

(
】
ミ

も
。
曾

b
§

ド

G。
臨

8

℃
げ
o
円
δ
昌
)
。

ー

ア

テ

ー

ナ

ー

ま

た

は

デ

ー

メ

ー

テ

ー

ル

の
祭

祀

と

さ

れ

る

「
ス
キ

ラ
祭

」

に
由
来

し
、

そ

の
名

称
を

と

っ
た

も

の
で
あ

る
。

こ
う

し

て
、

ア

ッ
テ

ィ
カ
暦

で
は
月
名

の
半
分

以
上

が
姉

弟
神

で
あ

る

ア
ポ

ロ
ー

ン
か

ア

ル
テ
ミ

ス
に
関
連
す

る
名
称

を
帯

び

て
匹
類
・

す

な

わ

ち
、
十

二
月

の
う

ち

の
第

一
月
、
第

二
月
、
第

三
月
、
第

四
月
、

そ
し

て
第

九
月

、
第

十

月
、

第
十

一
月

の
名

称
が

・

ア
ポ

ロ
ー

ン
か

ア

ル

テ
ミ

ス
の
祭
祀

に
因
ん

で

つ
け

ら
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ

の
二
柱

の
神

は

と
も

に
小

ア
ジ

ア
起

源

の
神

と
見

な
さ

れ

て
お
り
、

そ

の
多
く

の
祭

祀

は

エ
ー
ゲ

海

の
左

右
両
岸

の
イ
オ

ニ
ア
人

に
共

通

の
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、

ア

ッ
テ

ィ
カ
暦

で
は
ゼ

ウ

ス
、
ポ

セ
イ
ド

ー

ン
、

へ
!

ラ
ー

に
因

む

月
名
が

そ
れ

ぞ
れ

一
つ
づ

つ
あ

る
け

れ
ど

も
、

冬

の
季
節

に
限

ら
れ

て
い

る
。

デ

ル

フ

ォ
イ

の
伝
説

で
は
・

ア
ポ

ロ
ー

ン
は
冬

の
間
は

極
北

の
果

(
ヒ

ュ
ペ

ル
ポ

レ
イ
オ

ス
人

の
国

)

へ
去
り
、

代

わ

っ
て
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
が

デ

ル

フ

ォ
イ

に
や

っ
て

く

る
と

さ
れ

る
が

、

ア

テ
ナ
イ

の
暦

で
も

類

似

の
傾
向

は
う

か
が
え

る

と

い
え
よ
う

。
な

お
、

ア

ッ
テ

ィ
カ
暦

は
そ

の
第

一
月
を

真
夏

に

定

め

て
い
る
。

そ

の
た
め
現

在

の
わ
れ

わ
れ

の
カ

レ

ン
ダ

ー

と
、
ち

ょ
う

ど
半
年

(
"
六
ヵ
月

)
ほ
ど
ず

れ

て
い
る
と
考

え

る
と
分

か
り

や
す

い
。

そ
れ

を

四
季

に
分

け

る
な

ら
ば

、
第

一
月

、

第

二
月
は

夏
、

第

三
月

、
第

四
月

は
秋

ー

た

だ

し
、

ひ
と

に
よ

っ
て
は
秋

を

認

め
ず
、

こ
の
時
期
も
夏

に
数
え
る

ー

、
第

五
月
～
第

七
月
は
冬
、
第
八
月
～
第
十
月
は
春
、

そ
し
て
第
十

一
月
と
第
十

二
月
は
再
び
夏

　　

　

で

あ
る
。

次

に
、

ア

テ
ナ
イ

人

に
と

っ
て
は
、

他

の
ギ
リ

シ
ア
人

と

同
様

に
、
年

よ
り

も
む

し
ろ

月
が

意
義

深

い
宗

教
的

単
位

で
あ

っ
(起
。

だ

か

ら
、
新

年

の
祝

い

(
元

旦
)

は
な

い
が
、

新

月

の
祝

い

(
ヌ
ー

メ

ー

ニ
ア
)

は
見

ら
れ

る
。

そ
し

て
各

月

の
日
付

の
記
述

は
、

「
新

月

の
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日
」

門

一
日

に
始
ま

り
、

月

の
満

ち
欠

け

に
よ

っ
て
上
旬

、
中
旬

、

下
旬

を

区
別

し
、

月
末

は

「
古
く

て
新

し

い
日
」

11
三
十

日

で
終

わ

　　

　
る
。

ま
た

、

ア

テ
ナ

イ
人

の
月

例

の
祭

日
と

し

て
、

次

の
よ
う

な
も

の
が
確

認

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら

の
祭

日

は

い
ず

れ

も

月

の
上
旬

、

　
　

　

「
満

ち
る
月

」
を

占

め

て
い
る
。

一
日
。

ー

ヌ

ー

メ

ー

ニ
ア

(
Z
O
ロ
白
Φ
巳
9
)

す

な

わ

ち

「
新

月

の

日

」

で

、

最

も

尊

い

日

と

さ

江

都

・

二

日
。

ア
ガ

ト

ス

・
ダ

イ

モ
ー

ン
の
日
。
善

の
ダ

イ

モ
ー

ン

(ミ

亀

λ

匙

ざ

§

)

は
、
地

下
神

の
形
姿

(
宝
角

を
も

っ
た

シ
レ

ノ

ス
)

で
表

わ
さ
れ

る
。

　
　
　

三

日

。
ー

ア

テ
ー

ナ

ー

の
誕

生

日
。

四

日
。

へ
ー

ラ

ク

レ
ー

ス
、

ヘ
ル

メ

ー

ス
、

ア
プ

ロ
デ

ィ
…

テ

ー

、

お

よ
び

エ

ロ
ー

ス
に

捧

げ

ら

れ

た

日

。

六

日
。
ー

ア

ル

テ
ミ

ス
の
誕

生

日
。

七

日
。

ア
ポ

ロ
ー

ン

の
誕

生

日

。

八

日
。
ー

ポ

セ
イ
ド

ー

ン
お

よ
び

テ
ー

セ
ウ

ス
の
聖

な

る

日
。

さ

て
、

ア

テ
ナ
イ

・
ポ

リ

ス
の
年

間

の
祝

祭

は
、
ポ

リ

ス
共

同
体

の
公
的
行
事

で
あ

り
、

国
家
祭

祀

の
意
義
を

も

っ
て

い
る
。

し
た
が

っ

て
、

そ

の
執
行

は
資

金
調

達

か
ら
祭

礼

の
組

織

・
演

出

に

い
た

る
ま

で
ポ
リ

ス
の
管

理
す

る

と

こ
ろ
で
あ

っ
た

。

こ

の
点

、

ア
リ

ス
ト

テ

レ

ス
は

『
政
治
学
』
第

六
巻
第

八
章

の
統
治
部
門

の
説
明

に
次

の
よ
う

に
述
べ

て
い
る
。
ー

「
し
か
し
管
理

の
他

の
部
門
と
し
て
神

々

に
関

す

る
そ

れ
が

あ

る
、

例
え

ば
神

官

(
ぺ
①
鳶

溜
)

や
神
殿

に
関
係

の
あ

る

こ
と

の
管

理
者

た

ち

で
、
後

者

は
現
存

の
建
物

を
保
持

し

た
り

、

倒
れ

そ
う

な
建

物
を

修
築

し

た

り
、

そ

の
他
、
神

々
を

礼
拝

す

る
た

め

に
用

い
ら
れ

る

こ
と

に
な

っ
て
い
る
も

の

の
面

倒
を

見
た

り
す

る
。

こ

の
係

り

は

…
…
神

職

か
ら

独
立

し

て

い
る
、
例
え

ば

司
祭

役

、
神

殿
警

備

役
、
神

財
会

計
役

(～竜

暑

ミ

ε

A

訣
紀

ぐ
§

息

渇
§

λ

訣
ミ

ミ
ミ

《

)
な
ど

が

そ
れ

で
あ

る
。

こ

の
係

り

に

つ
い
で
、

凡

て

の
公
共

の
供

犠

(N
且

9

ミ

λ

:
・N
λ

訣
ミ

ぐ
且

建

q
λ

)

の
た

め

に
任

命

さ
れ

た
係

り
が

あ

る
、
た

だ

し

こ

の
公
共

の
供
犠

と

い
う

の
は
法

律
が

神

官
た

ち

に
委
ね

な

い
も

の
で
あ

る
が

、

公
共

の
祭
壇
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で
営
ま

れ

る
も

の
で

あ

る
た

め

に
尊

重

さ
れ

て

い
る
も

の
の
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
人
た

ち
を
或

る

人

々
は

ア

ル

コ
ー

ン
と
呼

び
、

或

　
ね

　

る
人

々
は
バ

シ
レ
ウ

ス
と

呼
び

、

或

る
人

々
は
プ

リ

ュ
タ

ニ
ス
と

呼
ん

で
い
る

。
」

こ
こ

で
は
ポ

リ

ス
共

同
体

の
祭

祀

の
た

め

に
、
宗

教

的

職
能

で
あ

る
神

官

の
役

割

と
並

ん
で
、

か

つ
そ
れ

と
区

別

さ
れ

て
世
俗

的
役

人

の
果

た
す

宗
教
的

役

割

(
11
公

共

の
供
犠

)
が

は

っ
き

り

指
摘

さ
れ

て
い
る
。

そ
し

て
、

ア
テ
ナ

イ
で

は
、

ポ

リ

ス
の
諸

々
の
祝
祭

を
管

轄
す

る
任
務

は

主
に

三
人

の
ア

ル

コ
ー

ン

i

筆

頭

ア

　
ヨ

ル

コ
ー

ン
、

バ

シ
レ
ウ

ス
、
ポ

レ

マ
ル

コ
ス

に
与

え

ら
れ

て
い
た
。

ま

た
そ

の
他

に
、

大
パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ア
祭

の
た

め

に
四
年

任

期

の
十

人

の
ア

ツ

ロ
テ
タ
イ

(
競
技
委

員

)
、

四
年

目
ご

と

の
祭

祀

の
た

め

に
十
人

の
ヒ

エ
ロ
ポ

イ
オ

イ

(年
ご

と

の
犠

牲
委

員

)、

そ

し

　む

て
臨

時

の
災

厄

の
た

め

に
十
人

の
ヒ

エ
ロ
ポ

イ

オ
イ

(贈
罪

の
犠

牲

委
員

)
が
選

出

さ
れ

た
。

そ

の
う

ち
、

ア
ル

コ
ー

ン

(
政
務
長
官

)

の
宗
教
的
任

務

と
考

え
ら

れ
る
も

の
は
、

1
、
悲

劇
競
演

の
た

め
に
合

唱
隊
奉

仕
者

(
コ
レ
ー

ゴ

イ

)
と
し

て
、
全

ア

テ
ナ
イ

人

の
中

か
ら

最
も
富

ん

だ
人

三
名

を

任
ず

る

こ
と
。

2
、
都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

と

タ

ル
ゲ

!
リ

ア
祭

の
た

め

に
、
部

族

の
出

し
た

合

唱
隊
奉

仕
者

を
受

け
取

る

こ
と
。

3

、
デ

ロ
ス
の
祭

り

に
送

る
合

唱
隊

奉

仕
者

や
使

節
長

を
任
命

す

る

こ

と
。

4
、

祭

列

(
ポ

ン
ペ

ー
)

癒

し

の
神

ア

ス
ク
レ

ー
ピ

オ

ス
の
た

め

の
祭

列

、
都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
祭

列
、

タ
ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

の
祭

列
、

ゼ

ウ

ス

・
ソ
ー

テ
…
ル

の
た

め

の
祭

列

f

を
監

督
す

る

こ
と
で
あ

る
。

ま

た
5
、

彼

は
都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭
お

よ

　
お
　

び

タ

ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

の
競

技

を
も

司

る
。

ま

た

、

バ

シ

レ
ウ

ス

(
王

)

の
宗

教
的

任
務

と
考

え

ら

れ

る
も

の
は

、

1
、

監
督

役

た

ち

(
エ
ピ

メ

レ
ー

タ

イ
)

と

と
も

に
、

秘

儀

(
ミ

ュ
ス
テ
ー
リ

ア
)
を

監
督

す

る

こ
と
。

そ

の
監

督
役

た

ち

は
民
会
が

挙

手

に
よ
り
選

出

し
、

二
人

は
全

ア

テ
ナ
イ
人

か
ら
、

一
人

は

　
　
　

エ
ウ

モ
ル
ピ
ダ

イ
氏

族

か
ら
、

他

の

一
人

は

ケ
ー
リ

ュ
ケ

ス
氏
族

か
ら
選

出

さ
れ

る
。

2
、

レ
ー

ナ
イ

オ

ン
の
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

(
"

レ
ー

ナ
イ

ァ
祭

)
を

監
督

す

る

こ
と
。

3
、
松

明
競

技

(
ラ

ン
パ

ド

ー

ン

・
ア
ゴ

ー

ナ

ス
)
全
部

を
司

る

こ
と
。

そ
れ

は
パ

ン
ア

テ
ー
ナ

イ

ァ
祭

、

へ
ー
パ

イ

ス
テ
イ

ァ
祭

、
プ

ロ
メ
ー

テ
イ

ァ
祭
、

パ

ー

ン
の
祭

そ

の
他

に
催

さ
れ

た
。

そ

の
う
え

4
、

「
バ

シ
レ
ウ

ス
は
ま

た

ハ
ゼ

父

祖
伝
来

の
供

犠

(N
鼠

目
ミ

ミ
。
《

ミ

ミ

鼠

)

の
す

べ

て
を
管

掌
す

る

と

い

っ
て
よ

い
」

と
さ

れ

る
。
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さ
ら

に
、

ポ

レ

マ
ル

コ
ス

(
軍
事

長
官

)

の
宗
教

的

任
務

と
考

え
ら

れ

る
も

の
は
、

1
、

ア

ル
テ
ミ

ス

・
ア
グ

ロ
テ
ラ

(
n
狩

場

に
座

す

)
と

(
ア

レ
!

ス
姿

の
)

エ
ニ

ュ
ア
リ

オ

ス
と

に
対

す

る
供

犠

(
テ

ユ
シ
ア

)
を

捧

げ

る

こ
と
。

2
、

戦

没

者

の
た

め

の
葬

送

競

技

(
ア
ゴ

ー

ナ

・
ト

ン

・
エ
ピ

タ

フ

ィ
オ

ン
)
を

掌

る

こ

と
。

ま

た

3
、

ハ
ル
モ
デ

ィ
オ

ス
と

ア
リ

ス
ト
ゲ

イ

ト

ン
に
対

す

る
追

悼

奉

納

　
お

　

(
エ
ナ
ギ

ス

マ
)
を

行
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
よ

う
な

こ
と
を
前

提

と
し

て
、

わ
れ

わ
れ

は
本

稿

に
お

い

て
ア

テ
ナ
イ

・
ポ
リ

ス

の
祭
祀

の
多

様
性

を

、
そ

の
年
間

行
事

(
例
年

の
祝

祭

)
に
沿

っ
て
把
握

し

て

い
き

た

い
。

た
だ

し
、

そ

の
際

ア

ッ
テ

ィ
カ
暦

の
第

一
月

か
ら
第

十

二
月
ま

で
月
毎

に

順
に
記
述

す

る

の

で
な
く
、

そ

の
上
位

の
区

分

と
し

て
仮

に
四

季

の

ワ
ク
組
を
導

入
す

る

こ
と
に

し
た

い
。

季

節

の
ワ
ク
組

の
設
定

は

、
当
時

の

ア
テ
ナ

イ

人

の
祭

の
多
く

に
反
映
さ
れ
て
い
た

に
違

い
な
い
季
節
感

-

大
麦
、
葡
萄
、
オ
リ
ー
ヴ

の
農
耕
サ
イ
ク
ル
、
航
海

の
開
始
、
冬

の
到
来

な
ど

ー

を
捉
え
や
す
く
す

る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
ア
テ
ナ
イ

の
多
様
な
祝
祭
を
、
季
節
毎
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
を
も

っ
て

考
察
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
古
代

の
ポ
リ

ス
の
祝
祭
で
は
あ

る
が
、
春
に
行
な
わ
れ
る
祭
、
夏
に
催
さ
れ
る
祭

(た
だ
し
、

夏

の
問

に
新
年
を
迎
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
さ
ら

に
、
年
末
と
年
始

に
分
け
た

)、
秋
祭
り
、
そ
し

て
冬

の
祭
り
と
い
う
記
述

の

順
序

は
、
比
較
的
自
然
な
流
れ
を
な
す

と
思
わ
れ
る
。

ハ
お
　

こ

の
点

、

有
名

な

ハ
ギ

オ

ス

・
エ
レ
ウ

テ
リ
オ

ス
の

「
カ

レ

ン
ダ

ー

・
フ
リ

ー
ズ

」

が
参

考

に
な

る
。

こ

の

フ
リ

ー
ズ

の
左
端

は
春

の

祭

り
を
表

わ

す

図
柄

か
ら

始
ま

っ
て

い
る
。

た
だ

し
、

一
番
左

端

に
あ

っ
た

と
想
定

さ

れ
る

ア

ン
テ

ス
テ
ー
リ

オ
ー

ン
の
月

の
図
柄

は
切

り
取

ら
れ

て
お

り
、
確

認

で
き

る

の
は

そ

の
翌
月

エ
ラ

フ

ェ
!

ボ
リ

オ

ー

ン

の
月

の
都
市

デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
図
柄

喜

劇
役

者

と

雄

山
羊

で
あ

る
。

つ
づ

い

て
、
夏

の
祭

り

(デ

ィ
ポ

リ

エ
イ

ア
祭

の
讐

刃

の
斧

と
牡
牛

、
パ

ン
ア

テ
ー
ナ

イ

ア
祭

の
船

ク

ロ
ス

で
消

さ
れ

て
い

る
が

ー

の
図
柄

な

ど

)、
秋

の
祭

り

(
フ
リ

ー
ズ

の
中
央

近
く

に
、
大

秘

儀
祭

を

表

わ
す

若

き

エ
フ

ェ
ー
ボ

イ

の
護

送

隊

、

ま
た

ピ

ュ
ア

ノ
ブ

シ
ア
祭

の

エ
イ

レ

シ
オ
ー
ネ

ー

の
枝

の
図
柄

が

見
え

る

)
、
冬

の
祭

り

(ポ

ン
パ

イ

ァ
祭

の
時

期

の
耕

作

と
種

ま

き

、

田
舎

デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
演
劇

的

ア
ゴ

ー

ン
の
図
柄

な

ど

)
と
続

き
、

右
端

は

ガ

メ
ー
リ

オ
ー

ン
の
月

の
図
柄

(
レ
ー

ナ
イ

ア
祭
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注(1
)

き

鳴
O
鴨§

篭
ミ

ミ

要

ミ
ぴ
P

曳

"
ど

一
①
.

い
o
①
互

○。

〈
o
一9

署

"
讐

』

①
(Y
図
①
G。
.

飯

尾

都

人

訳

『
ギ

リ

シ

ア

・
ロ
ー

マ
世

界

地

誌

1
』
、

龍
渓
書
舎
、

一
九
九
四
年
、
C
三
九
六
頁
。
な
お
引
用

に
際
し

て
は
、
本
稿

の
他

の
部
分

の
記
述

と

の
統

一
を

図
る
た
め
に
、
神

名
に
長

音
符

を

加

え
た
。
以
下
、
他

の
邦

訳
か
ら

の
引

用
も
同
様

で
あ
る
。

(
2
>

q
8

0
・
屋

琶

。。。
p

寒

帖
恥
9
塁
ミ

亀
ミ

§̂

、
鍵

鳴§

こ

こ

ミ

毎
ミ
§

§

寄

ミ
℃
窪

§

ひ
・
・

q
葺

Φ
邑

身

牢

Φ
の
9

§

q
ミ

.
『

(
3
)

挿

入
日

(ご
8
8
巴
餌
鼠
9

)
に
よ
る
調
整
は
そ

の
典
型
的
例

で
あ

る
。
】≦
貯
巴
。。
o
P

o
b
・
簿

こ

b
℃
●
。。
ム

・

な
お

ア

テ
ナ
イ
人
は
、
通
常

の

カ
レ
ン
ダ

ー

ー1
祭

礼
暦

(h
㊦
ω
訟
く
9。
一
巻

舘

)

の
他

に
、

評
議
会

(o
o
零
…
鉾

器
舘

)
を
使

用
し
た
。
前
者
は
陰

暦
で
、

一
二
ヵ
月
、
三
五

四
日

を
も

っ
て
通
常

の

一
年
と
す
る
。
閏
年
が
あ

り
、

そ
の
計
算

は
複
雑

で
あ
る
。
後

者
は
行
政
上

の
暦
で
、

一
年

を
各
プ

リ

ュ
タ
ネ

イ
ア
に
よ

っ
て

十
等
分
す
る
。
村
川
堅
太
郎
訳

『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』
、
岩
波
書

店
、

一
九
八
〇
年
、

二
二
七
ー

二
二
八
頁
訳
註
参
照
。

(
4
)

ピ

ュ
ア
ネ
。フ
シ
オ
ー

ン
の
月

(目
c
§

o
書
§

・
℃
k
⇔
⇔
魯
巴
o
昌
)
と
も

い
う
。

(
5

)

臣

冨

ω
ぎ

。
p

菱

§

、砺
ミ

嚢

§

、

ぎ

≧

§

ミ

醤

ミ

o
§

ミ

§

§

弓
冨

謹

く
①
円
。・
ξ

。
h
≦

ω§

。・
ぎ

穿

の
。・
し

⑩
。・
G・
"
b
●
仁
・

(
6
)

農
耕
と
の
関
係
で
は
、
第

一
月
～
第
三
月
は
乾
期
で
暑
い
夏
、
そ
れ
に
続
く
第
四
月
は
播
種
期
で
あ
る
。
第
五
月
～
第
九
月
は
雨
期
で
牧
草
や

麦
が
育

つ
。
こ
の
五
カ
月
間
は
農
繁
期
で
あ

る
。
そ
の
後
の
第
十
月
～
第
十
二
月
は
農
閉
期
で
あ
る
が
、
そ
の
後
半
は
麦

の
収
穫
期
に
あ
た
る
。

こ
の
点
、
例
え
ば
、
岩
片
磯
雄

『
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
農
業
と
経
済
』
大
明
堂
、

一
九
八
八
年
、
八
〇
頁
参
照
。

(
7

)

国
・
≦

・
勺
奨

ρ

菱

§

騎

。
こ

ミ

毎
§

ミ
§

、
o
§

Φ
に

d
巳
く
①
邑

身

勺
円①
ωω
》
§

8

b
』

⑩
・

(
8
)

ギ
リ

シ
ア
人

の
日
付

の
記
述

は
次

の
よ
う

で
あ

る
。

一
日

ヒ
ミ

§

ミ
食

(
「
新
月

の
日
」

の
意

)
、

二
日

も
き

誌

ミ

ご

嫡
§

②

ε

(
ご

翼

息

と

電
11

「
上
昇
す

る
、
始
ま
り

の
」

の
意

)
、
三

日

是

即

娼

ご

ミ

息

と

q
、
四

日

鳶

是

λ

ご

N
ミ
掠

℃
ミ

、

五
日

誌

盲

還

ご

鎚

、鳳
ξ

q
、
六
日

野

還

ミ

鑓

息

ξ

q
、
七
日

伽
息

曾

唱

ご

建

息

ξ
q
、

八

日

ミ

9

轄

ご

鍵

鳶

ミ
c
、
九

日

②
響

も

ご

建

息

ヒ
き

、

+

日

窃
§

還

ご

§

§

ミ

、

+

百

伽
§

ミ

§

、
+

二
日

嘲
亀

§

こ

、
士

二
日

ミ

還

伽
蔦

軌
伽
ミ

(。
蔦

噺
ぎ

11

「
+

日
後

の
」

の
意

)
、
十
四

日

臣

竃

λ

伽
鳥

漂

建

、
十

五

日

泳

な
蔚

娼

伽
熱

漂
甦

、

十
六

日

籍

還

伽
蔦

諏
ミ

、

十
七

日

題

き
§

伽
蔦

漂

ミ

、
十

八
日

ミ

き

娼

伽
蕊

諏

建

、
十
九

日

曾
昏
還

伽
蕊

漂

零

、

二
十

日

焦
へ
。
q
還

(
ま
た
は

評

蘇

還

こ

ミ

曾
霞
と
記
述

さ
れ

る
)
、

二

一
日

曾

鑑

還

ξ

誌

麓

、

二
二
日

②
昏
還

亀

じ
ミ

N
。
(
(患

じ

ミ

8

八
11

「
月

の
欠
け

る
、
終

わ
り
に
向
か
う
」

の
意
。

代
わ
り

に

需

N
.
・
詳
&

且

11

「
二
十

日
後

の
」

も
使
わ
れ
る
)
、

二
三

日

昏
蔦

8

息
ミ

ぎ

竃

。
A
、

二
四
日

題

ま
§

息
ミ

ヒ
ミ

焼
λ

、

二
五
日

罪

還

息
ミ

ヒ
ミ

N
λ

、

二
六
日

註

な
§
還

息
偽
贈

ミ

N
λ

、

二
七

日

需

N
為
λ

息
ミ

ヒ
ミ

さ

(
、

二
八
日

嫡
烹

還

息
ミ

ミ

耳

。
八
、

二
九

日

嘲
9

鳳
為
勲
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息
魅
じ
ミ

N
λ

、

三
十
日

警

郎

銚
紀

誌
霞

(
「
古
く

て
新

し

い
日
」

の
意
。
た
だ
し
、
全

二
九
日
し
か
な

い
月
の
場
合
に
は
、

そ

の
最
終

日
が

映
蕊

融
紀

綜
食
と
記
さ
れ
る

)。

9

.
ζ
貯
巴
ω
o
P

O
b
.
o
ま
こ

も
・
⑩
'

(
9
)

竃

貯
巴
ω
o
P

o
P

簿

こ

b
.
漣

・

(
10
)

こ

の
日
、

月
例

の
供

物

(財

ミ

営

ミ

)

の
国
家
奉

納
が
行
わ
れ

た
。

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
守
護
者

と
さ
れ
た
神

域
内

に
棲
息
す

る
蛇

に
は
、
蜂

蜜
入
り

の
菓

子
を
供

え
た
。
閏
零
o
匹
o
言

9

≦
戸

凸

.

松
平

千
秋

訳

『
歴
史
』
、
筑
摩
書
房
、

一
九

六
七
年
、

三
七
九
頁
。
ま
た
、
私

的
な
宗

教
的

実
践
と

し
て
は
神

々
の
像

に
乳
香
を
供

え
た
。

ζ

涛
巴
の
O
P

8

・
。
一け
こ

冒
・
一
こ。
.

(
11

)

な
お
、

ア

テ
ー

ナ
ー

の
誕

生

日
に

つ
い

て
は
、

パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ァ
祭

と

の
関
係

で

二
八

日

(
"
月

末
よ

り
三

日
目

)
と
す

る
説
も
あ

る

(ω
巨

o
P

o
b
・
o
一け
こ

b
'
α
9

剛
9。
蒔
P

o
P

9
け
こ

℃
●
。。
G。
)
が
、

マ
イ
ヵ
ル

ソ
ン
に
よ
れ
ば

そ
れ

は
誤
り

で
あ

る
。

そ

の
理

由
は
オ
リ

ュ
ン

ボ

ス
神

の
誕
生

日
は
み
な
月

の
上
旬

に
お
か
れ

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

ハ
ル
ポ

ク
ラ

テ
ィ
オ

ン

(
閏
9。
壱
o
町
簿
菖
8

)

に
従

っ
て
、

ア

テ
ー
ナ

ー

の
誕
生

日
は
三

日
と
さ
れ

る

(
ζ
貯
巴
ω
o
P

o
P

。
詳
こ

P

一
①
こ

b
』
。。
)
。

(
12
)

〉
円
冨
8
自
ρ

㌔
ミ
ミ
ら
9

00
内
噂
≦

"
一
G。
b。
撃

・

ピ
o
Φ
げ
℃
薯

・
詔
①
凸

b。
⑩
・

山
本
光
雄
訳

『
政
治
学
』
、
岩
波
書
店

、

一
九

六

一
年

、
三
〇

五
-

一二
〇

⊥ハ
頁
O

(
13

)

九
人

の
ア

ル

コ
ー

ン
の
選
出

は
次

の
よ
う
に
し

て
な
さ
れ

る
。

「
O

…
…

〈
今

で
は
〉

テ
ス
モ
テ
タ
イ

六
人
と
彼

ら

の
た
め

の
書
記

一
人

と
更

に
ア
ル

コ
ー

ン
と
バ

シ
レ
ウ

ス
と
ポ

レ

マ
ル

コ
ス
と
を

順
番

に
各

部
族
か
ら

一
人
ず

つ
抽
籔
す

る
。
⇔

こ
れ
ら

の
人

々
は
書

記
を
除
い

て
ま

ず

五

百
人

の
評
議
会

に
お

い
て
資

格
審
査
を
受

け
、
書
記

は
他

の
役

人
と

同
様
単

に
陪
審
廷

で
審

査
を
受

け
る

…
…
。
口
審
査

の
際

に
は
ま
ず

「汝

の
父
は
誰

で
ど

の
区
に
属
す

る
か
、
ま

た
父

の
父
は
誰

か
、

ま
た
は
母
は
誰

か
、
ま

た
母

の
父
は
ど

こ
の
区
に
属
す
る
か
」

と
問
う
。
次

に

彼
が

ア
ポ

ロ
ー

ン

・
バ

ト

ロ
イ
オ

ス
と
ゼ

ゥ

ス

・
ヘ
ル
ケ
イ
オ

ス
を
持

っ
て
い
る
か
、
ま

た
そ

の
神

域
は
ど

こ
に
あ
る
か
、
ま
た
家
族

の
墓
は
あ

る
か
、
そ
し

て
そ
れ
は
ど
こ
に
あ

る
か
、
ま

た
両
親

に
対

し

て
親

切
で
あ
る
か
、
ま
た
国
家

に
納
め
る
べ
き
も

の
を
納
め

て
い
る
か
、
ま
た
か

つ

て
遠
征

に
参
加

し
た
か
否
か
を
尋

ね
る
。

か
か
る
こ
と
を
尋
ね

た
後

「
以
上
に

つ
い
て
の
証

人
を
呼
べ
」

と
言
う
。
四

…
…
し

か
る

の
ち
評
議
会

に
お

い
て
は
挙

手
採
決

に
か
け
、
陪
審
廷

で
は
投
票

に
か
け
る
。
」
〉
密

8
け
『

山
、§

§

§

、
ミ
篤、無
3

巨
く
.

ピ
o
。
戸

薯

.
嶺
〔T
一
朝
G。
.

邦

訳
、

九

ニ
ー

九

三
頁
。
な

お
、

二
!

チ

ェ
の
次

の
記

述
が
参

考

に
な

る
。

「
世
襲

の
役

人
よ

り
選
挙

に
よ
る
役

人

へ
の
移
行
、

王
制
よ

り
執
政
官

制

(
ア
ル

コ
ー

ン
)

へ
の
移
行
な
ど

の
動
き

と
歩
を

と
も
に
し

て
、
そ
れ
ま
で
世
襲

の
王
位
に
結
び

つ
け
ら
れ

て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
祭
司
職
も
、
特

定

の
役
人

に
結
び

つ
け
ら
れ
る
に
い
た
る
。

こ
れ

ら

の
役

人
は
、

こ
の
神
も
し
く
は
あ

の
神

と
、

一
定

の
神

に
終
始
奉
仕
す

る
者

で
は
な
く
、
時

に
は

こ
の
神
、
時

に
は
あ

の
神

と
、

さ
ま
ざ

ま

の
神

に
、

国
家

を
代
表

し

て
奉
仕
す
る

こ
と
を
も

っ
て
職
務
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

こ

の
こ
と

に
よ

っ
て
、
彼

ら
は
い
わ
ゆ
る
祭

司
た
ち
と
は
は

っ
き
り
区
別
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

レ
ク
ス

・
サ
ク
リ

フ
ィ
ク
ル

ス

〔最
高
献
祭
司
〕

の

職
も
、
あ
ち

こ
ち

の
地

に
あ

っ
て
は
、

た
し
か
に
依
然
王
家

の
子
孫
た
ち

に
よ

っ
て
占
め
ら
れ

て
は

い
る
け
れ
ど
も
、

し
か
し

一
部

の
地

に
あ

っ



78

て
は

、

ア

テ
ナ

イ

に
お

け

る

よ

う

に
、

選

挙

に
よ

っ
て
任

命

さ
れ

て

い
た

。
」

上
妻

精

訳

『
ギ

リ

シ

ア
人

の
祭

祀
』
、

ニ
ー

チ

ェ
全

集

1

、

筑
摩

書

房

、

一
九

九

四
年

、

四
八

七
-

四
八

八

頁

。

(
14

)

郎
ミ
§
ミ
§

ぎ

ミ
鳴
ミ
℃
目

く
噛
く
×
.

い
o
①
ダ

署

●
=
。。
1
に
ρ

暑

」

①
鱒
1
一
①
。。
9

(
15

)

』
ミ
§
ミ
§

、
。
ミ
無
3

『
≦

ボ

G。
l
G・
'

b
O
。
戸

薯

・
嵩

b。
1
届
α
畳

邦

訳

、

九

四
-

九

五

頁

。

(
16

)

O
h
・
勺
・
9

国
ぎ

自
①
9

》

9

ミ
ミ
§
ミ
こ

§

、ミ

》
誤

ミ

ミ

§

》
§

§

蝋§

ぎ

ミ
鳴
貫

9

舘

㊦
巳

9

甲

Φ
。。
ψ
○
義

o
a

堕

一
8

。。
"
署

・

①
G◎
①
よ

こ。
ド

(
17

)

乏

ミ

§

凡§

ミ

ミ
蝕
3

ピ
く
戸

一
.

い
O
o
げ
樽
薯

・
届
①
1
嵩

Φ
.

国
げ
o
α
。
。。
博
G
§
§

§
ミ
塁

、
薯

.
密

G。
よ

ω
⑩
・

バ

シ
レ

ウ

ス

の
宗
教

的

任

務

と

し

て
、

他

に
松

明

競
技

の
ギ

ュ
ム

ナ

シ
ア

ル

コ
イ

の
任

命

、

ア

レ
!

フ
ォ
リ

ア
祭

の
少

女

た

ち

の
任

命

な

ど

が

あ

っ
た

。

ま

た

ア

ン

テ

ス

テ
ー

リ

ァ

祭

の

と
き

、

バ

シ

レ

ウ

ス

の
妻

(
げ
p
oα
一一貯

コ
鋤
)

は

「
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
と

の
交

わ

り

と

結

婚

の
儀

」

の
任

務

を

帯

び

た

。

詠
ミ
鳴
蓉

賊§

ぎ

ミ

戴
斜

日

℃
α
.

冒
o
①
げ
博
薯

.
一
①
1
一
8

邦

訳

、

一
九

頁

。

亀

.
ω
冒

o
戸

O
b
●
鼻

こ

b
●
㊤
①
.

さ

ら

に
バ

シ

レ
ウ

ス

の
宗

教

的

で
も

あ

る

司
法

的

任

務

と

し

て
、

次

の
こ

と
が

あ

る

。

「
漬

神

に
関

す

る

公

訴

は
彼

の
前

に
提

起

さ

れ

、

神

官

職

に

つ
い

て

他
人

と

争

う

者

が

あ

っ
た

場
合

も

同

様

で

あ

る

。

ま

た
氏

族

や
神

官

た

ち

に
対

し

て
神

事

に

つ
い

て

の
す

べ

て

の
争

い
を

裁

定

す

る
。
」

裁

定

す

る

と

は

、

ど

の
氏

族

ま

た

は
神

官

が

一

つ
の
宗

教

行

事

を

行

な

う

べ

き

か

を

決

定

す

る

こ
と

を

い
う

。

エ
ミ
鳴
§

筑§

、
o
ミ

象
ド

い
≦

朗

P

ピ
o
①
戸

薯

・
嶺
c。
山

α
㊤
・

邦

訳

、

九

七

頁
。

(
18

)

前

五

一
四
/

三
年

に
催

主

ピ

ッ
ピ

ア

ス

の
弟

ヒ

ッ
パ

ル

コ
ス
を

暗

殺

し
た

ハ
ル

モ
デ

ィ

オ

ス
と

ア

リ

ス
ト
ゲ

イ

ト

ン
は
、

民

主

制

確

立

後

た

だ

ち

に
立

像

に
刻

ま

れ
た

。

そ

れ

は

ア

ゴ

ラ

の
中

央

に
立

て
ら

れ

、

彼

ら

は
英

雄

日
半

神

と

し

て
毎

年

ポ

レ

マ
ル

コ
ス
に

よ

る
供

犠

奉

納

を

受

け

た

。

幾

ら

か
宗

教

的

オ

!

ラ
を

帯

び

た

そ

の
静

止

像

は
、

称

讃

に
価

す

る
個

人

を

公

的

に
記

念

す

る
最

初

の
モ

ニ

ュ
メ

ン
ト

で
あ

っ
た

。

ペ

ル

シ

ア
戦

争

後

の
前

四

七

七

/

六

年

に

再

建

さ

れ

た

二

人

の
像

は

、

(
管

主

に

対

し

)

武

器

を

振

り

上

げ

る

そ

の
動

作

を

刻

ん

だ

も

の

で

あ

っ
た

。

9

・

モ

ミ

§

凡§

ぎ

ミ
偽
ミ

×
<
日

・

国
げ
o
自
Φ
ρ

○
§

ミ
§

ミ
遷

b
窓

』

b。
甲

b。
。。
ω
●

団
①
δ
◎
0
9

。。
"
<
"
鵠

-
窃
9

≦

堕
一
8

"
一
b。
。。
.

目
ピ

o
旨

宣
o
。。
"

≦

℃
置

ふ

⑩
・

O
げ
二
の
島
雪

ζ

9
①
♪

郎
ミ
§

曾

工

》
ミ
§

職

ミ

ミ
鳴
O
昼

ミ

帆味勧
O
ミ
§

ミ

》
鷺

狛
訂

.
ξ

国
o
げ
①
詳

鋤
巳

霊

鼠

閑
ぎ

げ
①
さ

]≦
9
8

b
o
ま

碧

b口
o
o
訂

℃
一
㊤
⑩
c◎
"
b
・
○。
G。
"
b
O
・
一
〇◎
刈
山

○。
Q。
"
b
b
』

爵

-
卜○
①
ω
・

(
19

)

国
簿
σq
δ
の

臼

㊦
暮

げ
電

δ
。・

o
巴
o
巳

鋤
同-
守
δ
N
①

(
『
詳
こ
Φ

ζ

①
需
o
b
o
訴

9
諺
窪

Φ
塁

)

に

つ

い

て

、

9

.

q
・
U
o
二
σ
昌
Φ
さ

郎
ミ
段
諒
鳴

隷

無
斜

≦

尻
ω
①
霧

魯

o
津
一ざ
げ
o
しロ
ニ
o
ケ
σq
$
巴

。。o
冨

h
∬

お

①
鱒
"
O
.
b。
ら
○。

鴫

.

盟
3
0
P

o
b
●
o
詳
こ

b
O
.
①
ー
ド

ジ

ー

モ

ン

に

よ
れ

ば

、

カ

レ

ン
ダ

ー

・

フ
リ

ー
ズ

は

前

一
世

紀

中
葉

の
も

の
と
推

定

さ

れ

る

。

(
20

)

G。
ぎ

O
P

葦

α
'

ま

た

フ
リ

ー
ズ

中

に

、

ア

ッ
テ

ィ
カ

暦

十

二

月

の
そ

れ

ぞ

れ

に

対

応

す

る

星

座

の

図
柄

が

ち

り

ば

め

ら

れ

て

い
る

。

た

だ

し
、

フ
リ

ー
ズ

の
左

右

の
端

が

切

り

取

ら
れ

て

い
る

た

め
、

十

二

星
座

の
う

ち
、

左

端

と

右

端

に
あ

っ
た

と
想

定

さ

れ

る
魚

座

と

水
瓶

座

の
部

分



が
喪
失

し
て
い
る
ほ
か
、

ム
ー

ニ
ュ
キ
オ
ー

ン
の
月

に
相
当
す

る
牡
牛
座
が

ク

ロ
ス
で
消
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ

わ
れ
は
残
り

の
九

つ
の

星
座

の
象
徴

-

雄
羊
、

双
子
、

蟹
、
獅
子
、

乙
女
、
天
秤
、

サ

ソ
リ
、

ケ
ン
タ
ウ

ロ
ス
の
射
手
、

山
羊

を
、
春
か
ら
冬

へ
の
順
に
各
月

の

祭

の
図
柄

の
傍
ら
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

ア
テ
ナ
イ
の
春
の
祝
祭

アテナイ ・ポ リスの祝祭79

ア

ン

テ

ス

テ
ー

リ

オ

ー

ン

の
月

の
祝

祭

。

=

日
～

=

二
日
、

ア

ン

テ

ス

テ
ー

リ

ァ
祭

(
「
ピ

ト

イ

ギ

ァ
」
、

「
コ

エ
ス
」
、

「
キ

ュ
ト

ロ
イ

」

か

ら

な

る

)
。

二

三

日
、

デ

ィ
ア

シ
ア

祭

。

二
〇

日
～

二
六

日

の
問

の
三

日
間

、

ア
グ

ラ
イ

で

の

秘

儀

祭

。

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ

ー

ン

の
月

の
祝

祭

。

六

日
、

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

ア
祭

。

八

日
、

プ

ロ
ア
ゴ

ー

ン
祭

。

八

日

、

ア

ス

ク

レ
ピ

エ
イ

ア
祭

。

一

〇

日
～

一
六

日
、

都

市

デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ

ア
祭

。

一
七

日
、

パ

ン
デ

ィ
ア
祭

。

ム
ー

ニ

ュ
キ

オ

ー

ン

の
月

の
祝

祭

。

四

日
、

エ
ロ
ー

ス

の
祭

。

六

日
、

デ

ル

フ

ィ

ニ
オ

ン

へ
の
行

列

(
ピ
ケ

テ
ー

リ

ァ
祭

ま

た

は
デ

ル

フ
ィ

ニ

ア
祭

)。

一
六

日

、

ム

ー

ニ

ュ
キ

ア
祭

。

一
九

日
、

オ
リ

ュ
ン
ピ

エ
イ

ア
祭

。

日
付

不

明

、

へ
ー
パ

イ

ス
テ
イ

ァ
祭

。

先
ず

最

初

に
、

早
春

の
花

月

の
祭

で
あ

る

ア

ン
テ

ス
テ
ー
リ

ァ
祭

(」♪
昌
けげ
Φ
ω
け①
同
一9
)

は
、

ア

ン
テ

ス

テ
ー

リ

オ

ー

ン

の
月

の

=

日

～

=

二
日
に
行

わ

れ
る
。

そ

の
祭

の
名

は
本

来
、

花

(無
ミ

λ

)

に
由

来

し
、

草

花

の
最
初

の
新
芽

が

出
始

め

る
季

節

を
象

徴
す

る
。

ア

テ
ナ

イ

で
は

こ

の
祭

の
日

に
、

三
歳

に
な

っ
た
子

供

に
花

の
冠
を

か
ぶ

せ

る
慣

習

が
あ

っ
た
。
実

際
、

こ

の
祭

の

一
側

面

は
、

子
供

の
た

め

の
祭

で
あ

る

こ
と

で
あ

っ
て
、

か

れ

ら
は
贈

物

と

し

て
絵

付

き

の
葡
萄

酒

の
広

口
瓶

(魯

o
⊆
ω
)

の
ミ

ニ
ア
チ

ュ
ア

を
与

え
ら

れ

た
。

ア

ン
テ

ス
テ
ー
リ

ア
祭

と
花

と
子
供

と

の
結
び

つ
き

は
、
祭
神

の
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
が
葡

萄

酒

の
神

で
あ

る

の
み
で
な

く
、

ま
た

誕
生

と
成

長

の
神

で
あ

る

こ
と

に
由
来
す

る
か

も
し

れ
な

い
。

こ

の
祭

の
三

日
間

に

そ
れ

ぞ

れ

「
ピ

ト
イ

ギ

ア
」

(
℃
一けげ
O
一σq
一9
)、

「
コ

エ
ス
」

(○
『
o
①
ω
)
、

「
キ

ュ
ト

ロ
イ
」

(O
ξ

霞
O
一)

と
呼
ば

れ

る
祭

が

あ

る
。

ま
ず

、

祭

の
第

一
日

(
=

日

)
は
ピ

ト
イ
ギ

ア

n

「
瓶
開

き

」

で
、
新

酒

祭

と
考

え

て
よ

い
。

大

き

な
陶

器
製

の
瓶



(豆
夢

o
一)

の
中

で
発

酵

さ

せ
た
新

し

い
甘

口
の
葡

萄

酒

の
見

本
が

取

り
だ

さ
れ

、
リ

ム
ナ
イ

(沼

地

)

に
あ

る
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス

の

神
殿

へ
運

ば
れ

た
。

古

代
ギ

リ

シ
ア
人

に

と

っ
て
葡

萄

酒

は
生

で
飲

む
べ
き

も

の
で
な

か

っ
た

た

め
、

正
し

い
割
合

で
水

と

混
合

さ
れ

た

　
ハ
　

最

初

の
葡

萄
酒

が
神

に
捧
げ

ら

れ
た
。

次

に
、
祭

の
第

二
日

二

二
日

)
は

コ
エ
ス
ー1

「
ジ

ョ

ッ
キ
」

の
祭

日
で
あ

る
。

し

か
し
特

異
な

慣

習

が
あ

っ
て
、

こ

の
日

の
宴

会

で

は
各
自

が

葡
萄

酒

の

コ
ウ

ス

(
竃

qっ
ρ

約

三

・
四
リ

ッ
ト

ル
入
り

の
広

口
瓶

。

複
数

形

は

コ

エ
ス

な

《

)
を
持

参

し

、

自

分

の
酒

を
、

し

か
も
黙

っ
て
飲

む

と

い
う

の
が

ア

テ
ナ

イ

の
伝
統

で
あ

っ
た

と

い
う
。

ま

た
、

私

的
な

宴
会

や

国
家

の
宴
会

に
お

い
て
、
葡

萄
酒
を

早
く
飲

み
干
す
と

い
う

飲
酒

コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ

れ
た
。

お
そ
ら
く

こ

の
祭

の
中

日
に
、
海

か
ら

や

っ

て
き

た
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
を

再
現
す

る
行
列

が
催

さ

れ
た
。

行

列

は
車
輪

に
載

せ
た

船
を

リ

ム

ナ
イ

の
神

殿

へ
運

ぶ
も

の
で
、

船

の
上

の
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
は
仮

面
を

つ
け

た
役
者

に
よ

っ
て
演

じ
ら

れ
た

と
考

え
ら

れ

る
。

そ
れ

に

サ

テ

ユ
ロ
ス
を
表

わ
す
人

々
、

二
重

笛

の
演
奏

者

、

カ

ネ

ー

フ

ォ

ロ
イ

(聖
篭

捧

持

の
女

性

)
、
犠

牲

の
生

賛

、
供

犠

の
用
具

を
運
ぶ

青

年

た

ち
が
参

加

し

た
。

こ

の
日

の
も

う

一
つ
の
祭

式

は
、

バ

シ
リ

ン
ナ

(
バ

シ
レ
ウ

ス
の
妻

)
が

、
プ

リ

ュ
タ
ネ

イ

オ

ン

の
傍

の
ブ

コ
レ
イ

オ

ン

(】W
o
鼻

o
一9
0
昌
)
で
、

デ

ィ

オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
と
結

婚

し
、

こ

の
神

と
結

ば
れ

る

と

い
う
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

は
神
聖

な

る
秘
儀

に
属

す

る
も

の
で
、

詳
細

は
何

ら
記

録

さ
れ

て
い
な

い
が
、

海

か
ら
到

来
し
た
神

が
共

同
体

に
よ

っ
て
受

け
入
れ

ら
れ

た

こ
と

の

一
つ
の
視

覚
的
表

現

と
見
な

さ
れ
る
。

さ

ら
に
、

祭

の
第

三

日

(
=

二
日
)
は

キ

ュ
ト

ロ
イ

ー1

「鍋

」

の
日
で
、

前

日

の
祝
賀

と
は
全

く
違

っ
た
様

相
を

呈

し

て
い
る
。

昼
間

、
あ

ら
ゆ

る

種

類

の
野
菜

の
混
合

が
鍋

で
煮

ら
れ

る
。

し

か
し
、

こ

の
よ

う

に
し

て
準

備

さ
れ

た
食
事

は
、

死
者

の
た

め
に
地

下

の

ヘ
ル
メ

ー

ス
に
捧

げ

る
も

の
で
あ

っ
て
、
誰

も

そ
れ

を
食

べ
な

い
。

こ

の
日
は
死

者

の
霊

が
生
者

の
土
地

に
自

由

に
上

が

っ
て
き

て
放
浪

す
る

、
縁
起

の
悪

い
日
な

の
で
あ

る
。

家
長

は

入

口
に
ヤ

ニ
を
塗

っ
て
、
亡

霊

の
侵

入
を

妨
げ

よ
う

と
す

る
し
、

各
人

は

夜
明

け

か
ら
保

護
的

性
質

を
も

つ

と

考
え

ら
れ

た

ク

ロ
ウ

メ

モ
ド

キ
を
噛

ん

で

い
た

。

そ

し

て
、

こ

の
日
が

終
わ

る

と
き
、

霊

は
安

全

に
追

い
出
さ

れ

る
。
叫
ば

れ

る
決

り

文

句

は
、

こ
う

で
あ

る
。

「
出

て
い
け
、
小

悪
魔

(
ケ

ー

レ

ス
)
。

ア

ン
テ

ス
テ
ー
リ

ア
は
終

わ

っ
た
。
」

次

に
、

デ

ィ
ア

シ
ア
祭

(
∪
冨
ω
寅
)
は

ア

ン
テ

ス
テ
ー

リ

オ
ー

ン

の
月

の

二
三

日
に
、

ア

テ
ナ

イ

の
イ
リ

ソ

ス
川

沿

い

に
あ

る
聖

所
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前

七
世

紀

に

は
ま

だ

ア

テ
ナ
イ

の
郊

外

で

あ

っ
た

「
ア
グ

ラ
イ
」

の
地

ー

で
催

さ

れ

た

。

そ
れ

は

「
ゼ

ウ

ス

・
メ

イ
リ

キ
オ

ス

ハ　

(ζ

①
導
o冨
o
ω
11
寛
恕

の
)

の
縁
起

を
祝

う
最

大

の
祭
」

で
、

ア

ッ
テ

ィ
カ

人

の
共
通

の
国

民
的
祭

典

で
あ

っ
た
。

ト

ゥ
キ

ュ
デ

ィ
デ

ス

は
前

六

三

二
年

に
暦
主

政

治
を

企

て
た

キ

ュ
ロ
ン

(O
覧
8

)

の
ク
ー

・
デ

タ
ー
が

な
ぜ

失
敗

し

た

か
を
述

べ

る
と
き

、

こ

の
デ

ィ
ア

シ

ア
祭

に
ふ

れ

て

い
る
。
す

な

わ
ち
、

失
敗

の
理

由

と
し

て
、
彼

が
デ

ル

フ
ォ
イ

の
神

託

を
仰

い
で
得

た

「
ゼ

ゥ

ス
を
祀

る
最

大

の
祭

の
日

に

ア

テ
ナ

イ
人

の
ア

ク

ロ
ポ
リ

ス
を

占
領
す

べ

し
」

と

い
う
神

意

を
解

し
そ

こ
ね

て
、

ア

ッ
テ

ィ
カ

の
メ

イ
リ

キ
オ

ス
の
祭

日

で
な
く

、

ペ

ロ
ポ

ネ

ソ

ス
の
オ
リ

ュ
ン
ピ

ア
祭

の
日

に
挙

兵

し

て
し
ま

っ
た

こ
と

を
指
摘

し

て

い
る
。
ゼ

ウ

ス

・
メ

イ
リ

キ
オ

ス
は
大

地

の
神

と

し

て
大

蛇

の
姿

で
表

わ

さ
れ
、

そ

の
儀

式

は
鎮

静

・
慰

撫

の
感
情

を
伴

う
厳
粛

な
も

の
で
あ

り
、

犠
牲

獣

は

ホ

ロ

コ
ー

ス
ト
さ
れ

た
。

ト

ゥ

キ

ュ
デ

ィ
デ

ス
に
よ

れ
ば

「
全

市

民

あ
げ

て

の
奉

納
」

(曽

建

&

ミ

驚

ミ

。
ξ

へ
)
が

行

な

わ
れ

た
。

し
か
し

、

動
物

を

犠
牲

と

し

て

　
お

　

捧
げ
る
余
裕

の
な

い

一
般

の
人

々
の
奉
納
は
、
練
り
粉

で
作
ら
れ
た
羊

や
豚

の
形
を
し
た
菓
子
で
よ
か

っ
た
。

こ
の
国
民
的
祭

日
は
、
ア

　
ム

　

リ

ス
ト
パ

ネ

ス

の
喜

劇
作

品

に
描

か
れ

て
い
る

よ

う

に

(
『
雲

』

四
〇

八
、

八

六

四
)
、

家

族

で

一
緒

に
ご

馳
走

を

食

べ

た
り

、

子
供

に

山
車

の
玩
具

(ま

た

は
菓

子

)
を
買

い
与

え

た
り

し

て
朗
ら

か
な

気
分

の
う

ち

に
終
わ

っ
た

と
思

わ

れ
る
。

ま

た

、

ア

グ

ラ

イ

で

の
秘

儀

祭

(
」≦
冨

け
9

①
。。

暮

〉
讐

巴

)
ー

小

秘

儀

祭

(
ピ
①
。。
。。
霞

]≦
団
警
興

δ
ω
)

と

い

う

は

、

ア

ン

テ

ス

テ

ー

リ
オ
ー

ン
の
月
の
お
そ
ら
く
二
〇

日
～

二
六
日

の
間
に
行
わ
れ
た

(
多
分
二
三
日
を
含

む
三
日
間

)。
古
典
期
に
は
、
そ
れ
は

エ
レ
ウ

シ

ス
の
秘
儀
祭

と
従
属
的
関
係

で
結
ば
れ
て
い
た
。
ボ

エ
ー
ド

ロ
ミ
オ
ー

ン
の
月
に

エ
レ
ウ

シ
ス
で
秘
儀
加
入
儀
式
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

は
、
最
初

そ
の
七
ヵ
月
前
に
行
わ
れ
る
ア
テ
ナ
イ

の

「
ア
グ
ラ
イ
で
」
加
入
儀
式
を
経
験
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

ア
グ

ラ

イ
で
の
秘
儀
祭

の
内
容
は
明
ら
か
で
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、

ア
グ
ラ
イ
は

エ
レ
ウ

シ
ス
ほ
ど

の
宗
教
的
畏
敬

に
包
ま
れ

て
い
な
か

っ
た
と
し

て
も
、
原
則
的
に
は
同
じ
秘
密

の
規
則

の
も
と
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
小
秘
儀
祭

は
最
初

へ
ー
ラ
ク
レ
ー

ス
の

た
め
に
制
定
さ
れ
た
。
彼
は

エ
レ
ウ
シ
ス
で
加
入
儀
式
を
受
け
る

こ
と
を
望
ん
だ
が
、
他

国
人
で
あ
る
た
め
に
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ

こ
で
、
彼
は
イ
リ

ソ
ス
川
で
沐
浴
し
、
デ
ー

メ
ー
テ
ー
ル
と
ペ
ル
セ
ポ
ネ
ー
に
伴
わ
れ

て
流
血

の
罪
を
浄
め
る
準
備
的
儀
式

に
し
た
が

っ
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た
。
そ

の
場
面
を
表
し
た
彫
刻
に
お
い
て
は
、
儀
式

の
補
助
役
は
ダ

イ
ド

ゥ

コ
ス

(松
明
持
ち
。
秘
儀
祭
を

つ
か
さ
ど
る
神
官
職

の
第

二

　
ゐ

　

の
地

位

)
が

つ
と

め
、
も

み
殻

を

吹
き
分

け

る
扇

(
一貯
⇔
o
コ
)
が

使

用

さ
れ

て

い
る
と

い
う
。

ま

た
、

エ
ラ

フ

ェ
ー

ボ
リ

ア
祭

(田

碧

冨
げ
o
ぎ

)
が

、

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ
ー

ン

の
月

の
六

日
に
、

ア

ル

テ
ミ

ス

・
エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ

ス

(国
冨
喜

①
げ
o
ぎ

。。
11
鹿

の
射

手

)

の
た

め

に
設

け
ら

れ

て

い
た

。

ア
ル

テ
ミ

ス
を

彼

女

に
捕

ら

わ
れ

た
牡

鹿

と

と
も

に
表

現
す

る

こ
と

は
、
古
代

の
狩

猟

と
結

び

つ
い
た
伝

統

で
あ

っ
た
。

し
か

し
、

ア

テ
ナ

イ
で

は
市
域

や
耕
作

地

の
拡

大

に
よ
り

鹿
が

山
岳

地
帯

へ
追

い
や
ら

れ
、

狩
り

の
対
象

で
な
く

な

っ
た
た

め
、

こ

の
信
仰

は
前

四
世

紀
ま

で
に
は
少

数

者

の
関

心
事

で

し

か
な
く

な

っ
た
。

た
だ

、
パ

　
お
　

ン
生
地

の
こ
ね
粉

、
蜂
蜜

、

胡
麻

か
ら
造
ら

れ

た

「
エ
ラ

フ
ォ
イ
」

(
牡
鹿

)
と
呼
ば

れ

る
菓
子

を
、

女
神

に
捧
げ

る
慣

習
は

あ

っ
た
。

　
　

　

ま
た
、
プ

ロ
ア
ゴ

ー

ン
祭

(℃
8
9
σq
o
口
)
と
呼
ば
れ

る
演

劇
競
技

の
準

備
式

典
が
、

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ
リ

オ

ー

ン

の
月

の
八
日

に
あ

っ
た

。

コ
レ
ー
ゴ

イ

(
合

唱
隊

奉
仕

者

)
は
合

唱
隊

や
俳

優

と

と
も

に
、

(
ペ
リ

ク

レ

ス
の
造

っ
た

)
オ
デ

ィ
オ

ン
の
中

の
演
壇

に
上
が

っ
て
、

公

衆

の
前

に
総
出

を
見

せ
た
。
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
実

際

の
演
劇

の
と
き

合

唱
隊

や
俳

優

は

み
な
仮
面

を

つ
け
、

舞
台
衣

装
を

着

て

い
た

と

異

な
り
、

こ

の
宣

伝

の
セ
レ

モ

ニ
ー

で
は
、

か

れ
ら

は
素
顔

で
普
通

の
着

物

を
き

て
現

わ
れ

た
が

、

そ
れ

は
観
客

の
要

望

に
沿

っ
た
も

の
で
あ

っ
た

と
想
定

さ

れ

る
。

こ
こ

で
、

ア

ス
ク
レ
ピ

エ
イ

ァ
祭

(〉
ωo
δ
冨
①
冨
)
が

奇

妙
な

仕
方

で
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ァ
祭

の
直

前

に
割

り

込

ん

で
く

る
。
癒

し

の
神

ア

ス
ク

レ
ー
ピ

オ

ス

(
〉
。。o
δ
b
冒
ω
)

へ
の
供

犠

は
、

エ
ラ

フ

ェ
ー

ボ

リ

オ
ー

ン

の
月

の
八

日
に
行

な

わ
れ

た

。

こ

の
祭

の
詳

細

は
知

ら

れ

て
い
な

い
が
、
多

分

、

か
な

り

の
供

犠

と
共

同
食
事

を
伴

う
も

の
で
あ

っ
た
。

ア

テ
ナ
イ
人

は
前

四

二
〇

/

一
九

年

に

(
こ
れ
は

ニ
キ

ア

ス
の
平
和

に

よ

っ
て
も
た

ら

さ
れ

た
、

ペ

ロ
ポ

ネ

ソ

ス
戦

争

の
中
断

の
時

期

で
あ

る

)
南
ギ
リ

シ
ア

の

エ
ピ
ダ

ウ

ロ
ス
か
ら

医
神

ア

ス

ク

レ
ー
ピ

オ

ス

の
祭

祀

を
導

入

し
た
。

神

は
ボ

エ
ー
ド

ロ
ミ
オ

ー

ン

の
月

の
大
秘

儀
祭

の
時

に

ア
テ
ナ
イ

の

エ
レ
ウ

シ

ニ
オ

ン

へ
、
彼

の

娘

ヒ

ュ
ギ

エ
イ

ァ

(
閏
気
σq
憲

9
●
健
康

の
女
神

)
や
彼

の
蛇

を

伴

っ
て
や

っ
て
来

た
。

そ
れ

か
ら

、

ア

テ
ナ

イ

人

は

ア

ス
ク

レ
ー

ピ

オ

ス

の
た

め

の
聖

所
を
、

デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
劇

場
上

方

の
、

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
の
よ

り
高

い
斜

面

に
あ

る
絶

壁

の
下

に

(デ

ュ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス
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の
囲

い
地

に
隣

接

し

て
)
創
建

し

た
。

こ
う

し

て
、

ア

ス
ク

レ
ー
ピ

オ

ス
の
た
め

の
二

つ
の
例
年
祭

が
、

ち

ょ
う

ど

六
カ
月

の
間
隔

を

お

い
て
設
定

さ
れ

た

。

一
つ
は
神

の
到

来
を

祝

う

エ
ピ
ダ

ウ
リ

ァ
祭

で

エ
レ
ウ

シ

ス
の
大
秘

儀
祭

期

間

に
挿

入

さ
れ

、
も

う

一
つ
は

ア

ス
ク

レ
ピ

エ
イ

ア
祭

で
都
市

デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

期
間

に
挿

入

さ
れ

た
。

次

に
、

都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

(○
一身

U
δ
昌

ω冨
)
は

ア

テ
ナ
イ

の
最
大

級

の
祭

の

一
つ
で
あ

っ
て
、

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ
ー

ン

　
お
　

の
月

の

一
〇

日

～

一
六

日

の
期

間

で

あ

っ
た

と

推

定

さ

れ

る

。

デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ

ス

・
エ

レ

ウ

テ

レ

ウ

ス

(
白

雲

爵

霞
Φ
話

1ー

エ
レ

ウ

テ

　
　
　

ラ
イ
に
坐
す

)
の
古
い
木
彫
神
像
が

ア
テ
ナ
イ
に
移
転
さ
れ
た
の
は
、
年
代
的
に
確
か
で
な

い
が
、
お
そ
ら
く
前
六
世
紀
後
半
で
あ
ろ
う
。

こ
の
神

の
エ
レ
ウ
テ
ラ
イ
か
ら

の
到
着
は
、

一
つ
の
奇
妙
な
儀
式
に
よ

っ
て
毎
年
、
永
続
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
古

い
木
彫
神
像
が

ア
テ
ナ
イ
の
劇
場
傍

の
神
殿
か
ら
除
去
さ
れ
、
市

の
城
壁

の
外

で
ボ

エ
オ
テ
ィ
ア

へ
の
道
筋

に
あ

る

つ
ま
り
、

エ
レ
ウ

テ
ラ
イ
か
ら

の
転
置
途
上

の
休
憩
地

に
あ
た
る

ー

ア
カ
デ

メ
イ
ア
の
聖
所

の
小
さ
な
神
殿

へ
持

っ
て
行
か
れ
た
。
神
像
は
幾

日
間
か
そ
こ
に
止
め
ら

れ
供
犠

を

受
け

た

。

そ
れ

か
ら
多

分

八

日
か
九

日

の
夕
方
、

そ

れ

は
デ

ィ
オ

ニ
シ
ア
祭

に
用

い
ら
れ

る

の
に
間

に
合

う
時

間

に
、

ア
カ
デ

メ
イ

ア
か

ら
ふ

さ
わ

し

い
護
衛

つ
き

で
劇

場
傍

の
神

殿

へ
と
連

れ
戻

さ
れ
た
。

こ
う
し
た

こ
と
は

い
わ
ば

準
備

的
儀
式

で
あ

っ
た
。

さ

て
、

都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
主
要

行
事

の

一
つ
は
、

一
〇

日

に
行
な

わ
れ

る
行

列

(ポ

ン
ペ

ー
)

で
あ

る
。

そ
れ

は

フ

ァ
ロ
ス
を
伴

う
儀

式

で
あ

る
と

と
も

に
、

供
犠

の
生

瞥

(
牛

)
を
運

ぶ
行

列

で
あ

り
、

よ
り

小
さ

な
規
模

に
お

い
て

で
あ

る
が
、

パ

ン
ア

テ
ー
ナ
イ

ア
祭

の

行

列

に
比
較

さ
れ

う

る
も

の
で
あ

る
。

例

え
ば
、

紫
色

の
衣

装
を

着
た

メ
ト
イ

コ
イ

(居

留
外

国

人

)
が

奉
納

物
を

運
ぶ

「
盆

運
び
」

(ω
評
碧

げ
①喜

o
同
9
)、

様

々
な

服
装

を

し

た

市
民

た

ち
が

革

製

の
葡

萄

酒

の
ボ

ト

ル
を
肩

に
担

ぐ

「
ボ

ト

ル
運
び

」

(
〉
玲
o
讐

o
『o
一)、

一
人

の
選

ば
れ

た

高

貴

な
生

ま
れ

の
少

女
が
葡

萄

の
み

ち
た

金

の
篭

を
運

ぶ

「
カ
ネ

ー

フ

ォ

ロ
ス
」

(
閑
き

Φ喜

0
8
。。
)、

長
く

て
細

い
棒

の
よ
う

な
パ

ン

(
○
げ
①=
巴
)
、

等
。

行
列

は

様

々
な
神

殿

や
休

止
地
点

を

経
由

し

て
進

み
、

そ
う
し

た

場
所

で

は
神

々
を
賛

え

る
舞
踊

が

見

ら
れ

た

。

昼
間

の
行

列

と
供

犠

に
、
夜

の
浮

れ

騒
ぎ

(
囚
ρ
B
O
ω
)
が
続

く

。
牛

肉

の
結

構

な
食

事

と
豊

富

な
葡

萄

酒
を

味

わ

っ
て

か

ら

、
男

た

ち
は
松

明

に

エ
ス

コ
ー

ト
さ
れ
笛

と

ハ
ー
プ

の
音
楽

に
伴
わ

れ

て
町
中

へ
く

り
だ

し
た
。



と

こ
ろ
で
、
す
で
に
前
六
世
紀

の
う
ち
に
都
市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭
と
演
劇
的
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
の
間

に

一
つ
の
関
係
が
発
達
し
は

じ
め
た
。
ギ
リ

シ
ア
の
演
劇

の
起
源
は
曖
昧
で
あ
る
が
、
デ

ィ
オ

ニ
ュ
ー

ソ
ス
の
崇
拝
と
結
び

つ
い
た
合
唱
隊

の
歌
と
舞
踊
か
ら
独
創
的

に
進
歩
を
遂
げ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
悲
劇

の
最
初

の
上
演
は
、
伝
統
的
日
付

に
よ
れ
ば
前
五
三
四
年

に
テ
ス
ピ

ス

(目
冨
。。
窟
。。
)

の

指
導

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
。

テ
ス
ピ

ス
は
合
唱
隊
と
対
話
し
、
ま
た
自
分
が
違

っ
た
性
格

の
役
を
演
じ
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
仮
面
と

衣
装
で
着
飾

っ
た
。

こ
の
個
人
と
し
て
の
俳
優

の
創
作
は
、
し
だ

い
に
同
時

に
舞
台
に
登
場
す
る
二
人
、
ま
た
は
三
人

の
俳
優

へ
と
発
達

し
た
。
ま
た
、
悲
劇
は
三

つ
の
継
続
的
演
劇
に
お
い
て
上
演
さ
れ
、
そ
れ

に

一
つ
の
サ
チ

ュ
ロ
ス
劇
が
伴

っ
た
。
前

五
〇
九
年
以
降

に
は
、

デ

ィ
テ

ユ
ラ
ン
ボ

ス

(最
初

コ
リ

ン
ト
で
発
明
さ
れ
た
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
を
賛
え
る
オ
ー
ド

[叙
情
詩
]
)
が
公
式

に
祭
に
含
ま
れ
た
。

最
後

に
、
前
四
八
六
年
に
は
、
滑
稽
な
合
唱
隊

と
俳
優
を
伴
う
喜
劇
が
、
都
市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
演
劇
的
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
加
え
ら
れ

た
。
都
市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
あ
ら
ゆ
る
組
織

に
責
任
を
負

う
役
人
は
ア
ル

コ
ー
ン
で
、
彼
は
毎
年
三

つ
の
異
な

っ
た
部
族
か
ら
各

一

名
ず

つ
三
人

の
富
裕
な
個
人
を
選
び
、
悲
劇
競
演

の
た
め
の

コ
レ
…
ゴ
イ

(合
唱
隊
奉
仕
者
)
と
し
た
。
彼
は
ま
た
喜

劇

の
た
め
に
は
五

人
、
デ

ィ
テ

ユ
ラ
ン
ボ

ス
の
た
め
に
は
男
声
合

唱
隊

の
た
め
に
三
人
、
少
年

の
合
唱
隊
の
た
め
に
三
人
、

コ
レ
ー
ゴ
イ
を
選
ん
だ
。
ま
た
、

ア
ル

コ
ー

ン
は
詩
人
た
ち

の

一
団
を
選
ん
で
各

コ
レ
ー
ゴ

ス
に
割
当

て
た
。

コ
レ
ー
ゴ

ス
に
と

っ
て
は
、
合
唱
隊

の
メ
ン
バ
ー
を
選
び
訓

練
す

る
こ
と
、
そ
し

て
舞
台
衣
装
を
調
達
す

る
こ
と
が
、
最
も
時
間
と
費
用
の
か
か
る
仕
事
で
あ

っ
た
。
演
劇

ア
ゴ
ー

ン
の
審
判
団
の
選

出

に
は
、
そ

の
評
決

か
ら
情
実

や
賄
賂

の
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め

の
手

の
込
ん
だ

工
夫
が
施
さ
れ

て
い
た
。

候
補
者
名

の
お
か
れ

た
十

の
壺
が
封
印
さ
れ
預
け
ら
れ
て
い
て
、
祭

の
開
始

の
と
き
そ
の
各
壺
か
ら

一
人
つ

つ
、
十
人

の
審
判
員
が
抽
籔
さ
れ

る
。
競
技

の
終

わ
り
に
か
れ
ら
は
評
価
順
に
詩
人
の
名
前
を
書
い
た
も

の
を
壷
に
投
じ
る
。

そ
の
中
か
ら

ア
ル
コ
ー
ン
が
五

つ
の
判
断
を
引
き
出
し
、
そ

　
　
　

の
五

つ
の
多
数
決
が

一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。

　
お

　

な

お
、

パ

ン
デ

ィ
ア
祭

(
勺
9
口
&
鋤
)
と

い
う
ゼ

ウ

ス
の
祭
が

、

エ
ラ

フ

ェ
ー
ボ

リ

オ

ー

ン
の
月

の

一
七

日

に
存
在

し
た
。

こ

の

日
は

都

市
デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ
ア
祭

の
審

理
を
す

る

エ
ク

レ
ー

シ
ア

(民
会

)

の
日

の
前

日
に
あ
た

る
。

実
際

に
は
、

こ

の
祭

は

(
パ

ン
ア

テ
ー

ナ
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イ

ァ
祭

と

の
類
推

に
よ
り

)
ゼ

ゥ

ス
の
祭

な

の
か
、

そ
れ

と
も
英

雄
パ

ン
デ

ィ
オ

ン
の
祭

な

の
か
、
ま

た

い

か
な

る
祭

祀
を
も

っ
て

い
た

ゴ

　
　

　

の
か
、
何

も
知

ら
れ

て

い
な

い
。

こ

の
祭

は
化

石
化

し

て
し
ま

っ
た

ア

ル
カ

イ

ッ
ク
な
過

去

の
残

存

に
す
ぎ

な

い
。

ま

た
、

エ

ロ
ー

ス
の
祭

(団
Φ
ω
江
く
9。
一
〇
h
国
δ
。。
)
は
、

ム
ー

ニ

ュ
キ

オ
ー

ン
の
月

の
四

日

に
行

わ
れ

た
。

四

口
は

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー

に
捧

げ

ら
れ

た
伝

統

的

な
祭

日

で
あ

っ
て
、

エ

ロ
ー

ス

の
祭

と
し

て
も

ふ
さ
わ

し

か

っ
た
。

プ

ロ

ニ
ア
ー

(bd
り
O
昌
①
興
)

の
発

掘

に
よ

っ

て

「庭

園

(
ケ
ー
ポ

イ

)

に
在
す

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー
」

の
聖
所

か

ら
、
前

五
世
紀
中
葉

に
始
ま

る
碑

文
が
発

見
さ
れ

た
。

こ
れ

は

エ
ロ
ー

　
　
　

ス
の
祭

の
存

在

し
た
証

拠

で
あ

る
が

、

し
か

し
、
そ

の
祭
式

に

つ
い

て
は
不

明

で
あ

る
。

　
お

　

ま
た
、
デ

ル

フ

ィ
ニ
オ

ン

へ
の
行
列

(写

0
8
隆

8

8

窪
①
∪
Φ}喜

一巳
8

)
ー

ピ
ケ

テ
ー
リ

ァ
祭

(出
貯
9
①円冨
)
ま

た
は
デ

ル

フ
ィ

ニ
匠
騨

(∪
Φ言
三
巳
9
)
ー

は

、

ム

ー

ニ

ュ
キ

オ
ー

ン

の
月

の
六

日
に
行

わ
れ

た

。

こ

の
祭

は

ア

ル
テ

ミ

ス
の
誕

生

日
に

因
む

も

の
で
、

少

女

た

ち

の
行

列

は
嘆

願

者

の
小
枝

(
の

へ

へ
鳶
①
嫡
も
も
へ黛
)
を
、

イ
リ

ソ

ス
川

の
土

手

に
あ

る
神
殿

デ

ル

フ

ィ

ニ
オ

ン

へ
運

ん
だ

。

こ

の
神
殿

に
は

ア
ポ

ロ
ー

ン
と

ア

ル

テ
ミ

ス

の
二
柱

の
神
が

祀

ら
れ

て
い
た
が

、

と
く

に

ア
ル

テ
ミ

ス

・
ソ
ー

テ
イ

ラ

(
ωo
け
鉱
冨

11
安

泰

加
護

の
)

へ
の
嘆

願

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

嘆

願
者

の
小
枝

と

は
、

ア
テ
ナ

イ

の
聖

な

る

オ
リ

ー
ヴ

の
枝

に
白

い
羊

毛

を
ま

い
た
も

の
で
、
プ

ル

タ

ー

ク

の

「
テ
ー

セ
ウ

ス
伝
」

(
一
八
、

一
)

に
言
及

さ

れ

て

い
る
。

し

か

し
、

そ

の
最
初

の
儀

式
は

テ
ー

セ
ウ

ス
と

ど

ん
な
関

係

も

な

く

、

た
ん

に
共

同
体

の
た
め

の

一
般
的

嘆

願
で
あ

っ
た

。

そ
れ

は
婦
人

た

ち

に
よ

っ
て
指

揮
さ

れ

た
少

女

た

ち

の
行

列

な

の
で
、

多
分
、

　
が

　

女

性

た

ち

の
保

護
女

神

と
し

て

の
ア

ル
テ
ミ

ス

へ
の
訴

え

で
あ

っ
た
。

ま

た

、

ム

ー

ニ

ュ
キ

ア
祭

(ζ

0
9
昌
図
Oげ
一9
)
が

ム

ー

ニ

ュ
キ

オ

ー

ン

の
月

の

一
六

日

に
行
わ

れ

た
。

こ

の
祭

は

月

の
名

前

と

な

っ
て

お
り

、
月

全
体

が

ア
ル

テ
ミ

ス

・
ム
ー

ニ

ュ
キ

ア

(
1ー

ム
ー

ニ

ュ
キ

ア
に
坐
す

)
と
関
連

し

て
い
る
。

こ

の
満
月

の
日

(
一
六
日

)

の
祭

式

は
最
初

、

オ
リ

ュ
ン
ボ

ス
神

で

ア
ポ

ロ
ー

ン
の
姉

と

し

て

の
ア

ル

テ
ミ

ス
の
た
め

と

い
う

よ
り
も

、

月

の
女
神

ヘ
カ

テ
ー

(閏
①
閃
讐
Φ
)

の
た

め

の
も

の
で
あ

っ
た

と
考
え

ら
托

羅
・

ア
ル

テ
ミ

ス
は

ヘ
カ

テ
ー
と
同

視
さ
れ

る
か
、
あ

る

い
は

そ
れ

に
代

わ

っ
て
月

の
女
神

と
な

っ

た

の
で
あ

る
。

こ

の
日
、

ア

ン

フ
ィ
ポ

ン
テ

ス

(9
日
づ
三
喜

o
暮

Φω
11
周
囲

を

照
ら
す

)
と
よ
ば

れ

る
円

形

の
特

別

の
菓

子

が
公
的

な
行

列



ss

で
運
ば

れ

た
。

ま

た
、
女

神

に
対
す

る
私

的
な
奉

納

と

し

て
も

、

小

さ
な
数

本

の

ロ
ウ

ソ
ク
を

円
形

に
刺

し
た

ケ

ー
キ
が

用

い
ら
れ

た

と

い
う
。

ま
た
、

ア

ル
テ
ミ

ス
の
聖

所

の
あ

る

ム
ー

ニ

ュ
キ

ア

の
地

は
、

ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
か
ら

少

し
内
陸

に
位
置
す

る
険

し

い
丘

で
あ
る

。

前

四
九

二
年

に
ペ

イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
が

ア
テ
ナ

イ

の
海

軍
基

地

と

し

て
建

設
さ

れ

て
以
来

、

こ

の
港

町

は
人

口
と
富

に
お

い

て
大

き
く
発

展

し
、

ム
ー

ニ

ュ
キ
ア
祭
も

大
き

な
意

義
を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
祭

の
と
き

に
、
壮

丁
た

ち

(
エ
フ

ェ
ー
ボ

イ

)

の
レ
ガ

ッ
タ
競
技

、

す

な
わ

ち

ペ
イ

ラ

イ

エ
ウ

ス
港

か
ら

ム
ー

ニ

ュ
キ

ア
港
ま

で
岬

を

ま
わ

る
海

の
レ
ー

ス
が

行

わ
れ

た
。

ま
た

、
お

そ
ら

く
壮

丁

た
ち

の
海

　
　
　

戦

・
ナ
ウ

マ
キ

ア

(
昌
9◎
口
巳
P
O
7
一9
)
も

行

わ
れ

た
。

も

う

一
つ
の
祭

式

で
あ

る

ア
ル

テ
ミ

ス

へ
の
雌

山
羊

の
供
犠

に

つ
い
て
は
、

次

の
よ

う

な
伝

説

が
添

え

ら
れ

て
い
る
。

一
頭

の
雌
熊

が

ア

ル

テ
ミ

ス
神
殿

に
入

っ
た

と

こ
ろ
、

ア

テ
ナ

イ
人

に

よ

っ
て
殺

さ
れ

た
。

こ

の

行

為

は
女
神

の
怒

り
を
買

い
、
疫
病

が

も

た
ら

さ
れ

た
。

神
託

は

一
人

の
娘
が

ア
ル

テ
ミ

ス
に
捧
げ

ら

れ

る

こ
と

を
助

言
し
、

皆
が

躊
躇

し

て

い
た

と
き

、

エ
ン
バ

ロ
ス

(国
臼
び
舘

o
の
)

と

い
う

名

の
男

が
志

願

し

た
。

彼

の
条

件

は
、

彼

と

そ

の
家

系

が
女

神

の
終

身

神

官
職

を

与

え
ら

れ
る

こ

と
で
あ

っ
た
。

彼

は
自
分

の
娘

を
捧

げ

る

か

の
ご

と
く

に

し

て
神

殿

に

つ
れ

て
き

て
彼

女

を
奥

深

い
聖

所

に
隠

し
、

そ

れ

か
ら
、
彼

は

娘

の
身

代

わ
り

に
着

物

や
装

身
具

を

つ
け

た
雌

山
羊

を
供
犠

し
た
。

こ
の

ム
ー

ニ

ュ
キ

ア

の
伝

説

は
、

ア

ル

テ
ミ

ス

・
ブ

ラ
ウ

ロ
ニ
ア

の
そ
れ

と
比
較

さ

れ
る

べ
き
も

の
で
あ

ろ
う
。

次

に

、

オ

リ

ュ
ン
ピ

エ
イ

ア
祭

(
○
一図
b
P
℃
一Φ
一㊤
)

は

、

ム

ー

ニ

ュ
キ

オ

ー

ン

の

月

の

一
九

日

に

ゼ

ウ

ス

・
オ

リ

ュ
ン
ピ

オ

ス

(○
ξ
ヨ
冨
o
ω
h

オ
リ

ュ
ン
ボ

ス
に
坐

す

)

の
た

め

に
行

わ

れ

た
。

前

六
世
紀

後

半

に

ペ
イ

シ

ス
ト

ラ

ト

ス
に
よ

っ
て
、

イ
リ

ソ

ス
川

の

近

く

に
イ

オ

ニ
ア
様
式

の
巨
大

な
神

殿

が
計

画
さ

れ
た

。

そ
れ

は

こ

の
時

期

の

エ
フ

ェ
ソ

ス
、

サ

モ

ス
、

ミ

レ
ト

ス
の
大
神

殿

を
真

似
た

ス
ケ

!

ル

の
も

の

で
あ

っ
た
し
、

そ

の
た

め

に
ゼ

ウ

ス
の
祭

祀

が

エ
リ

ス
の
オ
リ

ュ
ン
ピ

ア
か

ら
直
接

輸

入

さ
れ

た
と

い
わ
れ

る
。

そ

の

造

営

は
前

五

一
〇

年

に
管
主

政
が

倒
れ

た
後

、
未
完

成

の
ま
ま

長
期

間
放

置
さ

れ
た

(
一
二
九
年

に
よ
う

や
く

、

ロ
ー

マ
皇

帝

ハ
ド

リ

ア

ヌ

ス
の
命

に
よ
り

落
成

)。

し
か

し
、

多

分
、

そ

の
創

建

を

記
念

し

て
、

オ
リ

ュ
ン
ピ

エ
イ

ア
祭

は
毎

年
祝

わ
れ

続

け
た

も

の
と
思

わ
れ

る
。

そ

の
日

に
は
、

ゼ

ゥ

ス
に
対
す

る
大

規

模

な
牡

牛

の
供

犠

が
行

わ
れ

た
。

ま

た
、
プ

ル
タ

ー
ク

「
フ

ォ
キ
オ

ン
伝
」

(
三

七
、

一
)



に
描

か
れ

て

い
る

よ

う

な

ア

テ
ナ
イ

の
騎

兵
隊

の
参

加
し

た

行

列

や
、

ヒ

ッ
ポ

ド

ロ
ム

(
馬

術
競

技

場

)

で

の

「
ア

ン

テ

ィ
パ

シ
ア
」

　タ

(k♪
昌
ひげ
一℃
b
餌
ω一9
)
と

呼
ば
れ

る
騎

馬
隊

列

の
演

示
が

見
ら

れ

た
。

ま

た
、

へ
ー
パ

イ

ス
テ
イ

ァ
祭

(閏
①
喜

鉱
。・
ぴΦ
寅
)
が

ム
ー

ニ

ュ
キ
オ

ー

ン
の
月

に
行

わ
れ

た

(
日
付

は
不

明

で
あ

る

)。

ア

テ
ナ
イ
郊

外

の

ア
カ
デ

メ
イ

ア

の
神
域

に

へ
ー
パ

イ

ス
ト

ス
の
祭
壇

が
あ

り
、

そ

こ
か
ら

ア

ク

ロ
ポ
リ

ス
ま

で

の
松

明
競
技

(
渇寝
な
§
食
窃
娼
ー
軌
為
O
鳶
へ
食
)

が
あ

っ
た

こ
と
が

知

ら
れ

て

帆
黎
。
ま

た
、

多

く

の
国
家

祭
祀

で

は
犠
牲
獣

は
首
を

切

ら
れ

る
た

め

に
、
体
ご

と
高

く
持

ち

上
げ

ら

れ

て

祭
壇

の
上

に
置

か
れ

た

(多

分
も
が

か
な

い
よ

う

に
、
木
槌

の

一
撃

で
気
絶

し

て

い
た

か
、

ロ
ー
プ

で
縛

ら
れ

て

い
た

の
で
あ

ろ
う

)
が

、

　
ゆ

　

へ
ー
パ
イ

ス
テ
イ
ア
祭

の
宴
会

で
は
、
二
百
人
も

の
ア
テ
ナ
イ
人
が
牡
牛
を

つ
り
上
げ
る
た
め
に
選
ば
れ
た
と

い
う
。

アテナイ ・ポ リスの祝祭87

注(
21
)

ユ
ダ

ヤ
人

に
と

っ
て
そ
う
で
あ

っ
た

よ
う
に
、
ギ
リ

シ
ア
人
に
と

っ
て
、

一
日
は
日
没
と
と
も

に
始
ま

っ
た
。
と
す

れ
ば
瓶

開
き
や
リ

ム
ナ
イ

へ
の
新

酒
奉

納

と
、

コ
エ
ス
の
祭

と

は
、

日
没
を
は

さ
ん

で
連

続

し
た
流
れ

の
中

に
あ

る

こ
と

に
な
る
。

亀

・
寓

時
巴
。。
o
P

o
7

。
騨
こ

b
・

思

'

℃
鋤
詩
P

o
b
●
o
詳
こ

b
b
・
一
一
〇
ー
二
一
・

な
お
、

そ

の
他

に
、

こ

の

一
二
日
と
結
び
付

い
た

二

つ
の
祭
式
が
知
ら
れ

て
い
る
。

一
つ
は
、

オ
リ

ュ
ン
ピ

エ
イ

オ

ン
付
近

(
周
壁
内

の
ゲ

ー

の
神
苑

)

の
地
面

の
裂

け
目

で
行
な

わ
れ
た
死
者

へ
の
奉
納

小
麦
粉
、
蜂
蜜
、

お
よ
び

水

の

で
あ
る
。
こ

の
祭
式
は

の
ち

に
神

話

の
デ

ウ

カ
リ

オ

ン

の
洪
水

に
よ

っ
て
説

明

さ
れ

、

そ

の
裂

け

目
は
洪

水
が

終

わ

っ
た

と
き
、

水

が
は

け

て

い

っ
た
割

れ

目
で
あ

る

と

さ
れ

た
。

勺
o
臣
9
巳
9
ρ

b
$
塁
も
識
§

焦

O
ミ
簿

、
押

一
Q。
"
刈
・

ピ
o
①
戸

ら

く
o
一ω
・

飯
尾
都

人
訳

『
ギ
リ

シ
ア
記
』
、
龍
漢

書
舎
、

一
九
九

一
年

、
三

六

頁
参
照
。

も
う

一
つ
は
、
伝
説
上
、
新

し
い
飲
物

・
葡
萄

酒
導
入

の
犠
牲
者

と
さ
れ
る
イ
カ
リ
オ

ス

(冒
胃
ご
ω
●
イ
カ
リ

ア
区

の
名
祖

)
と
彼

の
娘

工
ー

リ
ゴ
ネ

ー

(卑

一σq
8

①
)
を
、
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
と
と
も

に
祀
る
祭
式

で
、
木

に
人
形

や
仮
面

を
吊

っ
て
ゆ
す

っ
た

り
、
少
女
た
ち
が
ブ

ラ

ン

コ
を
す

る
慣
行
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

℃
㊤
蒔
ρ

o
づ
・
鼻

こ

℃
●
目
c。
●

(
22
)

O
h
・
目
言

o
旨

己
Φ
。。
"
ミ

・・妹ミ

ミ

～ミ

、
ミ
魯
§
ミ
鴇
§

き

き

坦

旨
①
・

b
O
①
げ
℃
心
く
o
一9

一
"
薯

.
曽
〒

b。
　

●

久
保
正
彰

訳

『
戦
史
』

(
上
)
、
岩
波

書
店
、

一
九

六
六
年
、

一
六
八
頁
。

ニ
ー

チ

ェ

『
ギ
リ

シ
ア
人

の
祭
祀
』

上
妻
精

訳
、

ニ
ー
チ

ェ
全
集

1
、
筑
摩
書
房

、

一
九
九

四
年
、
四

=
二
頁
。
な
お
、

エ
ル
キ
ア
暦
に
よ
れ
ば
、
デ

ィ
ア

シ
ア
祭

の
た
め

の
出
張
供
犠

(
一
ニ
ド

ラ
ク

マ
相
当

の
羊

[
の
ホ

ロ

コ
ー

ス
ト
]
、



内

臓

が
燃

焼

す

る

ま

で
葡

萄

酒

な

し

)

は
、

ア

テ
ナ

イ

の

「
ア
グ

ラ

イ

で
」

行

わ

れ

て
い

る
。

(
23

)

弓
げ
¢
畠

象
Φ
9

鰹

一
さQ
①
・

ピ
o
①
げ
曽
署

.
卜。
目
丁
曽

ピ

節

昌
o
審

b◎

(O
・
周
.
ω
白
詐
げ
)
。

ク

セ

ノ

フ

ォ
ン

の
よ

う

な

金

持

ち

の
家

系

は

、

幾

匹

か

の
豚

を

奉

納

し

て

い

た

(
×
8

0
9

0
P

ξ

§
ミ
恥
蝋曾

8

c。
"
幽
)
。

℃
鋤
鱒

ρ

8

●
o
騨
こ

b
・
一
曽

.

(
24
)

〉
蔚

8

菩

き

。
9

い
o
Φ
ρ

一
℃
b
b
.
ω
O
や

。。
O
臼

署

.
ω
濠

ゐ

合

・

『
ギ

リ

シ
ア
喜

劇

1

』

田
中

美

知

太

郎

訳

、
筑

摩

書

房

、

一
九

八

六

年

、

二

四

七
頁

、

二
七

九

頁

。

(
25

)

霊

鱒

ρ

8

.
馨

;

薯

●
匿
G。1
旨
腿
●

6
馬
・
ζ

涛
巴
ω
O
P

8

●
。
坤け
こ

薯

」

只
工

曽

.

(
26

)

℃
櫛
鱒

ρ

O
b
・
自
け
こ

薯

・
一ト。
⊂・
.

(
27
)

]≦
貯
巴
のo
P

o
b
・
o
騨
こ

b
.
匿

。。
"
b
.
這

α
●

(た

だ

し
、

パ

!

ク

は
九

日

と

し

て
い

る
。

℃
帥
詩

ρ

o
b
●
o
騨
こ

㍗

一
G。
卜。
ウ
)

(
28

)

ア

ス
ク

レ
ー
ピ

オ

ス
導

入
を

推

進

し

た

ア

テ
ナ

イ

人

の

一
人

は
劇

作

家

ソ

フ

ォ
ク

レ

ス

(当

時

六
十

歳

代

)

で

あ

っ
た

こ
と
が

知

ら

れ

て

い
る

。

℃
9
円
閃
ρ

O
b
●
o
詳
;

P

一
こQ
9

(
29

)

こ

の
祭

の
期

間

に

つ
い

て

は

、

マ
イ

カ

ル

ソ

ン

の
推

定

に
従

う

。

竃

涛
巴
の
o
戸

o
P

9
け
こ

b
・
一
。。ρ

b
.一
巽

.

パ

ー

ク
は

五
世

紀

に

は

通

常

四

日

間

、

ペ

ロ
ポ

ネ

ソ

ス
戦

争

期

に

は

三

日

間

に

切

り

詰

め

ら

れ

、

ヘ
レ

ニ
ズ

ム

期

に

は

付

加

的

日

々

に

よ

り

延

長

さ

れ

た

と

す

る

。

勺
㊤
鱒

ρ

o
℃
・
息
ひ
こ

b
」

ω
一
・

他

に
、

OQ
一巳

o
P

o
戸

9
け
こ

b
・
一
〇
卜⇒
∴

.、弓
ず
①

h霧
二
く
巴

げ
の
αq
9。
口

a

夢

侮
騨
ξ

雷

巳
ぽ
0

9

0
霊

ω
霧

o
h
巳
8

0
巳

げ
畠

。・
甲
8

§

①
器

蓉

島
醇

。
9。
ヨ
。

夢

①

8

白
①
巳
Φ
ω
旧
窪

8

h
o
ぎ

≦
巴

け
年

8

畠

冨

o
h

け雷

σq
。
&
①
の
.
.、

(
30

)

℃
o
奉

鋤
巳
器

"
ご

ω
○。
噛
c。
・

飯

尾

訳

、

七

八

頁

。

。
h
・
勺
雲

舞

巳
器

噛
ど

b。
"
α
.

邦

訳

、

六

頁

。
1

こ

の
箇

所

で

、

祭

祀

転

置

に
責

任

の

あ

る

エ
レ
ウ
テ
ラ
イ

の
ペ
ガ

ソ
ス

(℃
①
σq
9。
。。
○
ω
)
が
、

ア

テ
ナ
イ

の
初
期

の
神

話
的

王

の

一
人

ア
ン
ピ

ュ
ク

テ

ユ
オ

!
ン

(〉
白
喜

ぱ
ξ
o
コ
)
と

結
び

つ
け
ら

れ

て

い
る

の
は
、

こ

の
祭

祀
転

置

の
事

情

に
尊
ぶ

べ
き

古

さ
を
帯

び

さ
せ
る
た

め

の
潤
色

と
解

さ
れ

て
い

る
。

勺
鋤
鱒

P

o
P

O
旨
こ

b
●
H
bO
①
●

(
31

)

勺
①
鱒

ρ

○
眉
.
6
騨
こ

O
.
一
G。
ド

(
32

)

マ
イ

カ

ル

ソ

ン
は

一
七

日

と

推

定

す

る
。

]≦
錠
巴
ωo
P

o
b
●
簿

二

戸

一
G。
8

パ

ー

ク

は

正
確

な

日
付

は

不
確

か

だ

が

、

都

市

デ

ィ
オ

ニ

ュ

シ
ア
祭

の
直

後

、

か

つ
祭

の
検

討

の
た

め

の

エ
ク

レ
ー

シ

ア

の
前

日

で
あ

る
と

す

る
。

勺
9
蒔

ρ

o
b
・
鼻

こ

戸

H
。。①
.

(
33

)

勺
鷲

冨

」

げ
こ

・

セ

レ
ー
ネ

ー

(ω
Φ
冨
尾

●

月

神

)

と

ゼ

ゥ

ス

の
子

で
あ

る

パ

ン
デ

ィ

ー

ア

(℃
碧

象
9。
)

の
祭

で
、

春

の
最

初

の
満

月

を

祝

う

祭

祀

で

あ

る

と

す

る

説

が

あ

る

。

Z
o
①
一
国
o
げ
①
詳
ω
o
P

.、》
爵

①
　
鋤
.
。・

の
訂

冒

$

鋤
巳

国
①
ω
鉱
く
巴
の
冒
..
ぎ

」
①
三
な

弓

Z
亀

の

(
巴

.
γ

ミ
§

帆書

亮

》
ミ
§
『

象

§

ミ
§
ミ
亀

飾
ぎ

ミ
譜
ミ
§

、
弓
冨

¢
巳
く
Φ
邑

受

9

≦

蓉

8

ω
ぎ

甲

㊦
。。
の
"
一
㊤
㊤
◎

b
』

こ・
・

(
34

)

℃
鋤
蒔

ρ

o
b
・
9

ひ
こ

b
b
」

自

1
に

ω
●

(
35

)

ω
一
8

0
斜

o
b
.
9

ひ
こ

b
.
お

'



(
36

)

】)
雲

げ
目
①
さ

o
戸

9

け
こ

b
.
凶
O
ピ

ζ

貯

巴

。。
8

鴇

o
b
●
o
騨

こ

b
●
に

ρ

b
」

G・
O
.

(
37

)

℃
9。
蒔

P

o
b
.
Ω

け
こ

b
」

G。
ド

(
38

)

OQ
一
臼

o
P

o
b
.
9
け
こ

b
。
Q。
一
・

(
39

)

℃
餌
鱒

ρ

o
b
.
o
騨
こ

署

」

G。
Q。
1
一
。。
Φ

(
単

な

る

ス
ポ

ー

ツ

の
実

践

、

ま

た

は

青

年

の

訓

練

教

程

の
部

分

と

す

る

)
。

G。
冒

o
戸

o
b
・
葺

こ

薯

G
Q。
学

○。
爬

(
サ

ラ

ミ

ス
海

戦

の
戦

勝

記

念

の

意

味

が

あ

る

と
す

る

)。

(
40

)

℃
鋤
蒔

ρ

○
や
.
o詳
こ

b
b
」

渣

1
=

q
・

(
41
)

へ
ー

パ

イ

ス
ト

ス
の
祭

祀

は
、

前

六
〇

〇

年

頃

ア

テ
ナ

イ
が

北
東

工
ー

ゲ

海

沿

岸

の

シ
ゲ

イ

オ

ン

(○。
貫
9
8

)

を

領

有

し
た

と
き

、

そ

れ

を

祝

っ
て
導

入

さ

れ

た

と
想

定

さ
れ

る
。

国
ざ
冨

a

ω
o
戸

Φ
旨

。
葺

こ

℃
.
忠

.

(
42

)

HΩ

一
・。
鎚

冒

勺
㊤
蒔

P

8

●
a
け
こ

b
・
嵩

一

(卿

b
.
認

)
・

の
巨

o
P

o
b
●
o
騨
.
噂
b
.
窃
。。
●

アテナイ ・ポ リスの祝祭

ニ

ア
テ
ナ
イ

の
夏
の
祝
祭

(年
末
)

タ

ル
ゲ

ー

リ

オ
ー

ン
の
月

の
祝

祭

。

六

日
～

七

日
、

タ

ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

。

一
九

日
、

ベ

ン
デ

ィ
デ

ィ
ア
祭

。

二
五

日
、
プ

リ

ュ
ン
テ

ー

リ

ァ
祭

。

二

六

日

(
ま

た

は

二

七

日

)
、

カ

リ

ュ
ン
テ
ー

リ

ア

祭

。

ス
キ

ロ

フ

ォ
リ

オ

ー

ン

の
月

の
祝

祭

。
1

三

日
、

ア

レ

ー

フ
ォ
リ

ア
祭

。

一
二

日
、

ス
キ

ラ
祭

。

一
四

日
、

デ

ィ
ポ

リ

エ
イ

ァ
祭

(ブ

ー

フ

ォ

ニ

ア

)。

下
旬

(
日
付

不

明

)、

デ

ィ
イ

ソ

テ
リ

ア
祭

。

三

〇

日

、

ゼ

ウ

ス

・
ソ
ー

テ
ー

ル

へ
の
供

犠

。

89

タ

ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

(誤

舘
αq
Φ
蜜

)
は
、

ア
ポ

ロ
ー

ン
の
重
要

な
祭

祀

で
、

月

に
そ

の
名

前
を
与

え

た
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
は

タ

ル
ゲ

ー

リ

オ
ー

ン
の
月

の
六
日
～

七

日
に
行

わ
れ
、

そ

の
第

一
日
は
浄

化

の
日
、
第

二

日
は
奉
納

の
日

で
あ

っ
た
。
デ

ロ
ス
島

で
ア

ル
テ

ミ

ス
が

六

日

に
、

そ

の
双
子

の
弟

ア
ポ

ロ
ー

ン
が

七

日

に
生

ま
れ

た

と
信

じ
ら

れ

て
い
た
。

タ
ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

は
、

イ

オ

ニ
ア
人

の
多
く

の
諸

都

市

で
同

一
の

一
般

的
な

や
り
方

で
祝
賀

さ
れ

た
。

と

こ
ろ
で
、

ア

テ
ナ

イ
お

よ
び
他

の
イ
オ

ニ
ア
諸

ポ
リ

ス
で
公
的

祭

式

の
た
め

に
用

い

ら
れ

た

浄
化

方

法

は
、

フ

ァ
ル

マ

コ
ス

(欝

ミ

§

λ

11
9。

O
o
一ω
o
器

ぴ

のo
旨
2
霞

)
を
除

去

す

る

こ

と

で
あ

っ
た
。

ア

テ
ナ

イ

で
は
毎



90

年

二
人

の
男

性
が

フ

ァ
ル

マ

コ
イ

(勺
げ
9
憎日
9
叶
O
一)

に
選
ば

れ

た

が

、

そ

の
資

格

は

か
れ

ら
が

身
体

的
美

の
観

点
か

ら

し

て
醜

く

、

か

つ
自

発

的

に
そ
れ

に

同
意

す

る

ほ
ど
貧

困

で
あ

る

こ
と
で
あ

っ
た
。

か
れ
ら

は
し
ば

ら
く

の
間

、
国
費

で
養

わ

れ
た

。

そ
し

て
タ

ル
ゲ

ー

リ

ア
祭

の
初

日

に
、

ア

テ
ナ

イ
人

民

の
た

め

の

ス
ケ
…
プ

ゴ

ー

ト
と
な

る
た

め

に
外

へ
連

れ
出

さ
れ

た
。

一
人

は
男

た

ち

の
代

役

と
し

て

黒

イ

チ
ジ

ク

の
首
飾

り
を

つ
け
、
も

う

一
人

は
女

た

ち

の
代

役

と
し

て
白

イ

チ
ジ

ク

の
首
飾

り

を

つ
け
た
。

都

市
を

ま
わ

る
行

列

に
連

れ

て
い
か

れ
た

後
、

か

れ

ら
は

イ

チ
ジ

ク

の
枝

で
打

た
れ

、
海

葱

根

(
ユ
リ
科

の
薬

草

)
を
投

げ
付

け

ら
れ

、

そ

し

て
追

い
払

わ
れ

た
。

さ

て
、

タ

ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

の
他

の
主
要

行
事

は
、

七

日

の
ア
ポ

ロ
ー

ン

へ
の
初

穂
奉

納

f

タ
ル
ゲ

ロ
ス

(
夢
碧

σq
g
o
ω
)
と
呼

ば

れ
た

ー

で
あ

る

。
あ

ら

ゆ

る
種

類

の
穀

物

と

野
菜

を

鍋

で
煮

た

シ

チ

ュ
ー

を
、

初

穂

と

し

て
奉
納

し

た

の
で
あ

る
。

こ

の
時

期
は

ア

ッ
テ

ィ
カ

で
は
ま

だ
穀
物

収

穫

の
前

で
あ

る
か

ら
、

そ
れ

は
豊

か
な
実

り

で
来

た

る
べ
き

収
穫

を
祝

福
す

る

よ
う

に
と

い
う
神

に
対

す

る
予
備

的

な

訴

え

で
あ

っ
た
だ

ろ
う
。

こ

の
よ
う

に
、

少

ア
ジ

ア
か
ら
来

た

イ

オ

ニ
ア
人

の
神

と
し

て
の
ア
ポ

ロ
ー

ン
に
は
、
あ

ら
ゆ

る
植

物

の
豊
穣

の
神

と

し

て

の
側

面
が

あ
る
。

し
か

し
ま

た
、

ア
テ
ナ
イ

で
は

ア
ポ

ロ
ー

ン
は
文

化

の
神

と

し

て
発

展

し
た
。

タ
ル
ゲ

ー
リ

ア
祭

に
は
、

　
ゐ
　

ア

ル

コ
!

ン
の
司

る
音
楽

競
技

が
催

さ
れ
、

コ
レ
ー
ゴ

イ

(
合

唱
隊
奉

仕
者

)
が

任

じ
ら

れ
た

。

そ
れ
は

二

つ
の
部
門

(男

性

部
門

と
少

年
部

門

)

に
分

か

れ
、

そ
れ
ぞ

れ

五

つ
の
聖

歌
隊

(
二
部
族
毎

に
グ

ル
ー
プ

化
、

五
〇

人

の
歌

手

)
が

讃
歌

を

歌

っ
て
競

い
合

う
も

の
で

あ

っ
た
。

勝
利

チ
ー

ム
は
賞

品

と
し

て
鼎

(9

b
O
島
.
三
脚

台

)
を
受

取
り

、

イ
リ

ソ
ス
川
沿

い

の
神
殿

ピ

ュ
テ

ィ
オ

ン

の
ア
ポ

ロ
ー

ン

　
ぬ
　

に
捧
げ

た

。

次

に
、

ベ

ン
デ

ィ
デ

ィ
ア
祭

(しウ
①
昌
α
一q
一鋤
)

は
、

タ
ル
ゲ

!
リ

オ
ー

ン
の
月

の

一
九

日

と
さ
れ

た
。

ペ

ロ
ポ

ネ

ソ

ス
戦
争

開
始

後
ま

も

な

い
前

四

二
九
年

、

ト

ラ
キ

ア
人

の
女
神

ベ

ン
デ

ィ

ス

(bu
8
縁
。。
)

の
ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス

へ
の
導

入
が

公
的

に
承

認
さ

れ
た

。
当
時

ト

ラ

キ

ア
は

ア

テ
ナ

イ

の
同
盟

国

で
あ

っ
た

し
、
戦

略
的

に
大
変

重

要

で
あ

っ
た
。

ペ

イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
に
は

二
国
間

貿

易

の
結

果

と
し

て
入
植

し
た

ト

ラ
キ

ア
人

の
居

留
地

が
あ

っ
た

。

か
れ

ら

は
ベ

ン
デ

ィ

ス
の
た

め

の
聖

所
を

創
建

す

る
権
利

を
与

え
ら

れ
、

ム
ー

ニ

ュ
キ

ア

の
丘

の
ア
ル

テ
ミ

ス
神

殿

の
傍

に
神

殿
が

建

て
ら
れ

た
。

ベ

ン
デ

ィ
ス
は

ブ
リ
ギ

ア
風

の
帽

子
を

か
ぶ
り
ブ

ー

ツ
を

は
き

、
外
套

が

肩

か
ら
短
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い
ド

レ

ス
に

か
か

っ
た
姿

で
描

か
れ
、

右
手

に
長

い
槍

を
持

っ
て

い
る
。
狩

人

と
し

て
の
姿

で

示
さ
れ

た

こ

の
女
神

は
月
神

で
も
あ

り
、

ア
ル

テ
ミ

ス
と

ほ
ぼ

同
等

視

さ
れ

た
。

ベ

ン
デ

ィ
ス
導

入

に

つ
い

て
、

ア

テ
ナ
イ
人

は
戦
争

で
デ

ル

フ
ォ
イ

の
神

託

を
受

け

る

こ
と
が

困

難

で
あ

る
た

め
、
ド

ド

ナ

の
ゼ

ゥ

ス
の
神
託

を
伺

っ
て
好
ま

し

い

回
答

を
得

て

い
た

。

こ

の
ベ

ン
デ

ィ
デ

ィ
ア

の
最

初

の
祭

の
模
様

は
、

　
あ
　

プ

ラ
ト

ン
の

『
国
家

』

冒

頭

に
記

さ

れ

て

い
る
。

ベ

ン
デ

ィ

ス
の
ア

テ
ナ
イ
人

崇
拝

者

の
行
列

は

ア

テ
ナ
イ

の
プ

リ

ュ
タ
ネ

イ

オ

ン
を

出

発

し

て
ペ
イ

ラ

イ

エ
ウ

ス

の
聖

所

へ
向

か

い
、

ト

ラ
キ

ア
人

の
行
列

は

ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
自
体

か
ら

出
発

し

て
そ

こ

へ
向

か

っ
た
。

夕
方

　
あ

　

に
は
馬

に
乗

っ
た
松

明

リ

レ
ー
競

走

が
あ

っ
た

し
、
夜

通

し

の
祭

も

あ

っ
た
。

ま
た

、
プ

リ

ュ
ン

テ
ー
リ

ァ
祭

(
コ

冒

8
ユ
9
)
は
、

タ
ル
ゲ

ー
リ

オ

ー

ン

の
月

の
二

五
日

に
行

わ
れ

た

。

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ポ

リ

ア

ス

　
れ
　

(
℃
○
冨

ω
n
都
城
鎮
護

の
)
像

は
古

い
木
彫
神
像

(忽
§

ミ

)
で
あ

っ
て
、

ア
テ
ナ
イ
人
は

こ
の
日
、
木
彫
神
像

に
対

し
て
沐
浴
洗
浄

の
祭
事

を
行

っ
た
。

そ

の
祭

事

は
神

像

に
礼

服

を

着

せ

る

こ
と

を
伝

統

的

に
委

ね

ら
れ

て

い

る
家

系
プ

ラ

ク

シ

エ
ル
ギ
ダ

イ

セ

　

(
℃
冨

×
毎

αq
乙
巴
)
が
執

り
行

っ
た
。

ア
テ

ー
ナ

ー
神
像

の
洗
浄

と
衣

替

え

の
儀
式

は
、

婦

人
た

ち

に
と

っ
て
大

き
な
威

厳

の
あ

る
秘

密

の
儀
式

と

し

て
取

り
扱

わ
れ

た

そ

れ
は
無

頓
着

な
男

性

や
伝
授

を

受

け

て

い
な

い
女

性

に
開

か
れ

る
べ
き

で
な

か

っ
た

。

そ

の
儀

式

の
手

順
は
、

1
、
神
像

か
ら
装

身

具
を

取

り
除
き

衣
装

を
脱
が

せ
る

こ
と
、

2
、

裸

に
な

っ
た
神
像

に
ヴ

ェ
ー

ル
を

か
け

る

こ
と
、

3
、

衣
装

の
洗

濯
、

4
、
神

像

の
沐

浴

、

5
、
神

像

に
再
び

衣
装

を
着

せ
装

身

具
を

つ
け

る

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
よ

う
な

手

の
込

ん
だ
儀

式
的

洗
浄
は
、

ア
テ
ー
ナ
ー
女
神

1

と
く
に
共
同
体

の
守
護
神
で
あ
る
、
城
砦

の
上
に
あ
る
女
神
像

に
特
有

の
も

の
で
あ
る
。
他

の
神

々

の
像

は

さ
ま
ざ

ま
な

仕
方

で
大
切

に
さ
れ
礼

拝
を

受
け

る
が
、

し

か
し
洗
濯

や
飾
り
付

け

が

一
つ
の
全

体
的

な
祭

を

な
す

こ
と
は
な

い
。

ア

テ
ナ

イ

に
お

け

る

こ

の
洗

浄

の
祭

は

二

つ
の
段
階

、

す

な

わ

ち
プ

リ

ュ
ン

テ
ー
リ

ア

(口
渇
ミ

急

ミ

黛
・
洗

濯

の
祭

事

)

と

カ
リ

ュ
ン

　
ぬ
　

テ
ー
リ

ァ

(閤
食
鳶

ミ

息

為
ミ

.
装

飾

の
祭

事

)

か
ら
な

っ
て
い
た

。

神

話

に
お

い
て
、

ア

テ
ー

ナ

ー
が

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス

の
丘

に
植

え

た

オ
リ

ー
ヴ

の
木

の
証

言
者

と
さ
れ

る

王

ケ
ク

ロ
プ

ス
は
、

ア
グ

ラ

ウ

ロ
ス
を
嬰

り
、

ま
た

そ

の
三

王
女

の

一
人

も

ア
グ

ラ

ウ

ロ
ス
と
言

っ

た
。

こ

の

ア
グ

ラ
ウ

ロ
ス

(》
σq
冨
霞

o
。・
)

の
名

は
、
最

近

の
解
釈

で
は

祭

事

と
関

係

づ
け

ら

れ
、

彼

女

は
洗

濯

と
沐

浴

の
た

め

の

「
澄
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ん

だ
水
」

を

擬

人
化

し

て

い
る
と
さ
れ

る
。

ま

た
、

祭
事

に
お

い

て
神

像

に
専

心
す

る

二
人

一
組

の
少

女

た
ち

ー

「
洗

濯

係
」

　ヨ

(
冨
旨

け
二
q
Φ
。・
)

と

「
沐

浴

係

」

(
δ
暮

二
島
Φ
ω
)

の
存

在

が

知

ら

れ

て

い

る

。

　
ロ
　

ア

テ
ー

ナ
ー

・
ポ
リ

ア

ス
の
た
め

の
洗
浄

の
祭

事

は
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
の
北
側

中

央

に
位
置

す

る

「
旧
神
殿

(
ナ

オ

ス
)」
、

ま

た
は

そ

の
同

じ

場
所

に
立

て
ら

れ
た

「
イ
オ

ニ
ア
式
神

殿
」

自

体

の
な

か

で
行

わ
れ

た

と
推
定

さ

れ

る
。

こ

の

「
イ

オ

ニ
ア
式

神

殿
」

は

ニ
キ

ア

ス

の
平
和

で
知

ら

れ

る
前

四

二

一
年

頃
着

工
さ
れ

、
前

四
〇

六
/

五
年

頃
完

成

し
た
。

し

か
し

、
前

三

三
五
/

四
年

頃

の
パ

ン
ア

テ
ー

ナ

　
お

　

イ

ア
祭

の
法

令

碑

文

(δ

口
N
Q。
Q。ら
)

に
見

ら

れ

る
よ

う

に
、

一
般

に

"
旧
神

殿

"
と
も

呼
ば

れ

て

い
た
。

中

央

の
壁

で
仕

切

ら
れ

そ

れ
ぞ

れ
東

と

西
を
向

く

二
室

が
あ

り
、

西
向

き

の
室

は
北

と
南

に
ポ

ー

チ
を
も

つ
。
広

い
方

の
六
本

の
柱

に
囲
ま

れ
た
北

側
ポ

ー

チ
に
は
、

　
お
　

前

四
〇

九

/

八
年

の
建

築

記
録

の
碑

文

(一Ω

一
ω
ミ

ら
)

に
よ
れ

ば
、

テ

ユ
エ
ク
ー

ス
の
祭

壇

(巴
3
同
亀

夢

鴇

畠

O
o
。・
)
が
あ

る
。

ま

た
南

側
ポ

ー

チ

は
、

六
柱

の
優
雅

な
女

人
像
柱

(0
9
曼
簿

己
ω
)

で
飾

ら
れ

て
い
る
。

N

・
ロ
バ
ー

ト

ソ
ン
の
説
で

は
、

こ

の
二

つ
の
ボ

ー

　
あ
　

チ
を
備

え
た

西
向

き

の
室
が

ア

テ
ー

ナ
ー

・
ポ
リ

ア

ス
の
神
室

(
ナ
オ

ス
)

で
あ
り

、
東

向
き

の
室

は
奉

納

品

の
た
め

の
も

の
で
あ

る
。

ま

た
西
向

き

の
室

の
前
室

か
ら

は

四
本

の
小

コ
ラ

ム
を
通

し

て
庭

の
オ
リ

ー
ヴ

の
木

が
見

え
、

そ

の
先

に
パ

ン
ド

ロ
セ
イ
オ

ン
、

ケ

ク

ロ

ピ

オ

ン
が

あ

る
。

さ

て
、
プ

リ

ュ
ン

テ
ー
リ

ア
祭

は

一
般

人

の
目
を
離

れ

た
特

別
な
聖

職
者

だ

け

の
秘
密

の
祭

事

で
あ

る
。
神

殿

の
北
側

ポ

ー

チ
は
適

切

に
も

奥

へ
退

い
て

い
る

し
、

洗
濯

と
沐

浴

に
あ

つ
ら

え
向
き

の
場
所

を
提
供

す

る
。

そ
れ

は
十

分
な

広

さ
を
も

ち
、

ま
た

一
隅

に
祭
壇

を
備

え

て

い
る
。

洗
浄

の
祭

事

は

ア

テ
ー
ナ

ー
神
像

に
向

け
ら

れ

た
主
要

な
伝

統
的

儀

式

で
あ

る

の
で
、

そ
れ

は
当
初

か
ら

神

殿

の
位
置

や
そ

の
不
均

斉

な
特
殊

構
造

を

決
め

た

と
考
え

ら

れ
る
。

ま
た

、
北
側

ポ

ー

チ
か

ら
少

し

西

(
四
〇

メ
ー

ト
ル

と

五
五

メ
ー

ト

ル
離

れ

た

と

こ
ろ

)
に

二
組

の
階

段
が
発

見
さ

れ

て
お
り

、
祭
事

の
水
を
得

る
た

め
に
、

直
接

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
の
北

側

の
麓

に
あ

る
泉

へ
お
り

て

い
く

小
道

が
確

か

め
ら
れ

て
い
る
。

そ

の

一
つ
は
隠
れ

た
井

戸

へ
、
も
う

一
つ
は
バ

ー

ン
と

ア
ポ

ロ
ー

ン
の
洞
窟

へ
達

し

て
い

る

。

そ

の
少

し
先

に
は

ク

レ
プ

シ

ュ
ド

ラ

の
泉

(δ

Φ
冨
監

雷

)
が

あ

る
が
、

こ

の
泉

の
水

は

後
代

の

ア

ン
ト

ニ
ウ

ス

の
頃

に
も

入
手

可

　
あ

　

能
で
あ

っ
た
し
、
聖
な
る
水
と
さ
れ

て
い
た
。
少
女
た
ち
は
洗
浄

の
祭
事

の
た
め
に
ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
麓

か
ら
水
を
汲
ん
で
き
た
に
違

い
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な

い
し
、

神

殿
南
側

ポ

ー

チ

の
ア
ー

キ
ト

レ
ー
ヴ

を
頭

上

に
載

せ
た

六
柱

の
女

人
像

柱

(
カ
リ

ュ
ア
テ

ィ
デ

ス
)
を
、
プ

リ

ュ
ン
テ
ー
リ

ア
祭

の
た

め

の
水

瓶
を

運
ぶ

品
位

あ

る
少
女

た

ち
と

し

て
見

る

こ
と
も

可
能

で
あ

ろ

う
。

(
な
お
、

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
北
斜

面

の
発

掘

か
ら

、

ヒ

ュ
ー
ド
リ

ア

の
よ

う
な
首

部

と
注
ぎ

口
を

も

つ
特

異
な
形

の
オ
イ

ノ

コ

エ
ー
が

出

土

し

て
い
る
。

み
な
前

四

一
〇
年

頃

、

同
じ

工
房

で

　
め
　

作

ら
れ

た

ア
テ
ー
ナ

ー
を
描

い
た
壺

で
あ

る
。
)

と

こ
ろ

で
、

こ

の
プ

リ

ュ
ン
テ
ー
リ

ァ
祭

の
日
は
、
ま

た
た

い
そ

う

不
吉

な

日

で
あ

る
と

さ
れ

て
い
た

。

そ

の
日
は
都

市

の
聖
所

が

至

る
所

で
閉
ざ

さ

れ

て
い
た
。

こ
れ

は

ア

ン
テ

ス
テ
ー
リ

オ
ー

ン
の
月

の

「鍋

の
日
」

と

同
様

の
慣
行

で
あ

っ
て
、
邪

悪

な
霊

が
出

回

る
と

想

定

さ
れ

た

こ
と
を

示
唆

し

て

い
る
。

そ

の
理

由
は
、

一
般

に
は

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ポ

リ

ア

ス
の
不
在

(
ま
た

は
彼

女
が

他

の
こ
と

に
気

を

　
　

　

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
)
に
帰
さ
れ

て
お
り
、
女
神

の
加
護
が
な
い
限
り
ど
ん
な
こ
と
を
な
す

の
も
賢
明

で
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。
プ
リ

ュ

ン
テ
ー
リ
ア
祭

に
お
け
る
木
彫
神
像

の
洗
浄
は
衛
生
上

の
行
為
で
あ

る
以
上

に
、
神
像

の
力

の
再
生

の
た
め
の
行
為
で
あ
る
と
解
さ
れ
、

　
お

　

ア

テ
ー
ナ

ー
女
神

の
到

来
が

イ

メ
ー
ジ

さ

れ
た

。

　
お

　

次

に
、

カ
リ

ュ
ン
テ
ー
リ

ア
祭

(
】…《
9
一一楓
昌
けΦ
円
一鋤
)
は
、

タ
ル
ゲ

ー

リ

オ
ー

ン

の
月

の

二
六

日

(ま

た

は

二
七

日

)

に
行

わ
れ

た
。

プ

リ

ュ
ン
テ
ー
リ

ア
祭

の

一
日
か

二
日
後

、

洗
濯

し

た
衣
装

が
乾

い
た

と
き
、

ア

テ
ー
ナ

ー
女
神

像

は
ヴ

ェ
ー

ル
を

と
ら

れ

て
沐

浴

し
、

油

を

塗

る

か
、
多

少

ペ
イ

ン
ト
を

ほ
ど

こ
さ
れ
、

そ

れ
か

ら
再
び

衣
装

を
着

せ
ら

れ
、

装
身

具

を

つ
け
ら

れ
た
。

し

た
が

っ
て
、

こ

の
祭

は

　
　
　

プ

ラ

ク

シ

エ
ル
ギ
ダ

イ

に
よ

る
秘
密

の
儀

式

を
と

も
な

う
、

ア

テ
ー
ナ

ー
女

神
像

の
装
飾

の
祭

で
あ

る
。

神

像

の
装
飾

「
コ
ス
モ

ス
」

(さ

q
奄

(
)
は

主

に
衣
装

で
あ

る
が

、
黄

金

の
冠

(ミ

怨

塗

λ

)

や
首
飾

り

を

つ
け

る

こ
と
も
含

ま
れ

て
い
る
。

カ

リ

ュ
ン
テ

ー
リ

ア

祭

の

日
は
ま

た
、

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ポ

リ

ア

ス
の
傍

ら

に
常

に
灯

っ
て
い
る
有
名

な

ラ

ン
プ

が

、

オ
リ

ー
ヴ
油

で
再
び

満

た

さ
れ

て
再
点

火

　
ね
　

さ
れ

た
、

年

に

一
度

の
日
で
あ

っ
た
だ

ろ

う
。

　
お
　

次

に
、

ア

レ
ー

フ

ォ
リ

ァ
祭

(〉
霞
①喜

o
誌
㊤
)
は

ス
キ

ロ

フ
ォ
リ

オ

ー

ン

の
月

の
三

日

に
行

わ
れ

た

と
想

定

さ

れ

る
。

こ

の
祭

に

つ

い
て
パ

ウ

サ

ニ
ア

ス
は
自
分

を

「非

常

に
驚

嘆

さ
せ
た

行
事

」

で
あ

る
と

し

つ

つ
、

次

の
よ
う

に
書

い
て

い
る
が

、
祭

の
行

わ
れ

た
月

日
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を
特
定
し
て
い
な
い
。
ー

「
二
人

の
少
女
が
ポ
リ
ア

ス
の
神
殿

の
す
ぐ
近
く
で
寝
起
き
し

て
い
て
、

ア
テ
ネ

の
人
び

と
は
彼
女
ら
の
こ

と
を

『
聖
秘
物
運
び
』
(
ア
レ

フ
ォ
ロ
イ
)
と
呼
ん
で

い
る
。
彼

女
ら
は
あ
る
期
間
を
女
神

の
も
と
で
過
ご

し
、
祭
礼
当
日
が
や

っ
て
く

る
と
、
夜
中
に

つ
ぎ

の
よ
う
な
役
を
演
ず
る
。

ア
テ
ー
ナ
ー

の
女
神
官

の
授
け
る
も

の
を
頭
に
載
せ
て
運
ぶ

の
だ
が
、
授
け
る
側

の
女
神

官
も
自
分

の
授
け
る
も

の
が
何
か
を
知
ら
ず
、
運
び
役

の
少
女
た
ち
に
も
分
か

っ
て
い
な
い
。
…
…
囲
壁
を
く
ぐ

っ
て
天
然

の
地
下
道
が

下
に
通
じ
て
い
る

の
だ
が
、
実
は
こ
の
道
を
少
女
ら
は
降
り
て
い
く

の
だ
。
彼
女
ら
は
運
ん
で
き
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
置
き
去
り
に
し
て
、

代
わ
り
に
何
か
包

み
隠
さ
れ
た
も

の
を
受
け
取

っ
て
持
ち
帰
る
。

そ
こ
ま
で
で
彼
女
ら
は
お
役
ご
め
ん
と
な
り
、
人
び
と
は
こ
れ
と
交
代

　
お

　

に
別

の
少

女
た

ち

を

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
に
導

い

て
い
く

。
」

オ

ス
カ

ー

・
プ

ロ

ニ
ア
ー

は

一
九
三
〇

年
代

の
発

掘
調

査

に
よ

っ
て
、

ア
ク

ロ

　
お

　

ポ

リ

ス
の
北
壁

(
旧
神

殿

の
東
側

)
に
地

下
通
路

を
発

見

し
た
。

そ
れ

は
岩

の
間

を
通

っ
て
下
降

し
、

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー
と

エ
ロ
ー

ス

に
捧

げ

ら
れ

た
野
外

の
聖
所

に
ま

で
続

い
て

い
た
。

こ
れ

は
明
ら

か

に

ア

レ
ー

フ

ォ
ロ
イ
が

そ

の
秘

儀

的
使

命

を
帯
び

て
夜

間

に
旅
行

し

た
道
筋
で
あ

っ
た
。

そ
の
全

て
の
手
続
き

i

秘
密

の
伝
達
、
夜
中

の
行
事
、
女
性

の
み
の
神
事

1

は
、
そ
れ
が
魔
術
的
豊
穣
祭
式
で

あ

っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
大
人
で
な
く
小
さ
な
少
女
を
選
ん
だ

こ
と
は
、
多
分
、
子
供
は
祭
式
的

に
純
粋
で
あ

っ
て
儀
式
の
効
果
を

　
お
　

覆
す

こ
と
が
少

な

い
と

い
う

信
念

に
よ

っ
て
決

め
ら

れ

て

い
た
。

こ

の
儀
式

に
お

い

て
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
上

の
ア

テ
ー
ナ
!

女
神

は
、

そ

の
召
使
を

介
し

て
崖

の
す

ぐ

下

に
そ

の
聖
所

の
あ

る

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー
と
結

合

さ
れ

て
い
た
。

そ
れ

は

「庭

園

(
ケ
ー
ポ

イ

)
に
在
す

ア
。フ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー
」
、
植
物

の
生

長
と
豊

穣
を

司
る
神

性
と

し

て

の
ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー
で
あ

っ
た
。

こ
の
祭

は
原

初
的
時

期

に
ア

テ
ー

ナ
ー
が

ま

だ
あ

ら
ゆ

る

一
般
的

な
役

割

を
担

う

共
同
体

の
女
神

で
あ

っ
て
、
戦
争

・
手
芸

の
み
な
ら
ず

、

植
物

の
豊

穣

と
も
関
係

し

て
い

　
お
　

た

時
期

に
始
ま

っ
た

と
想
定

さ

れ

る
。

ま

た
、

そ
れ

は
お

そ
ら

く
聖

な

る
オ
リ

ー
ヴ
樹

の
崇

拝

か
ら
出

て
い

る
。

神

話

に
よ
れ
ば

、

ケ

ク

ロ
プ

ス
の
三

王
女

は

ア

テ
!

ナ
ー

女
神

に
仕

え
、

そ

の
三
人

の
う

ち

、
パ

ン
ド

ロ

ソ
ス
、

ヘ
ル

セ
ー

の
名

は

「露

に
み

ち
た

る
」

「
露

」

の
意

で
、

露

の
姉

妹

(α
①
≦
-
ω厨
8
窃
)
と

い
わ
れ

る
。

そ
れ

ゆ
え

、

こ

の
祭

を

ア

テ
ー

ナ

ー
が
最

初

に
植

え

た

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
上

の
オ

リ

ー
ヴ

の
木

と
関
連

づ

け
、

一
般

に
オ
リ
ー

ヴ

の
豊

穣

を
願

う
祭
式

と
す

る
解

釈

が
あ

る

(
オ
リ

ー
ヴ

の
収
穫

は
晩
秋

か
冬

で
あ

る
が
、
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れ
　

こ

の
夏

の
時
期

の
露
が

果

実

の
大
小

に
と

っ
て
決
定

的

な
作

用
を
す

る
か
ら

)。

次

に

、

ス
キ

ラ
祭

(
図
鳶
ざ
食
.
ω
匹
冨

)
は
、

ス
キ

ロ
フ

ォ
リ

オ
ー

ン
の
月

の

一
二
日

に
行

わ

れ
た

。

こ

の
祭

は

ス
キ

ロ
フ

ォ
リ

ァ
祭

(o。
鉱
困o
喜

○
円冨

)
と

も

呼
ば

れ
、

こ

の

ア

ッ
テ
イ

ヵ
暦

の
最
後

の
月

の
名

称

の
由

来

と
も

な

っ
て

い
る
。

し

か
し

、

一
二
日
が

ア

テ
ー

ナ

ー

の
祭

日
な

の
か
、
デ

ー

メ
ー

テ
ー

ル

の
祭

日
な

の
か
に

つ
い
て
は
、
す

で
に
古

代

に
お

い

て
不

一
致

が
見

ら
れ

、
近

代

の
研
究

者

の

間

で
も
見

解
が

分

か
れ

る

と
こ

ろ
で
あ
る

。
実
際

の
と

こ
ろ
、

こ

の
日

に
両
神

へ
の
幾

つ
か

の
祭

事

が
同
時

に
並
行

的

に
行

わ
れ

て
い
る
。

そ

の
際

、

ど
ち

ら

の
女

神

の
祭

式
も

豊
穣

を
促

進

す

る
と

い
う
同

一
の

一
般
的

目
的

に
使

え

て

い
た
。

そ
れ

ら

の
祭
式

と

は
、

ω
専

ら

婦

人

た

ち

に
よ

っ
て
行

わ
れ

た
秘

儀
的

祭
式

が

あ
り

、
彼

女
ら

は
お

そ

ら
く

別

々
に

テ

ス
モ

フ

ォ
リ

オ

ン
に
集

ま

り
、
デ

ー

メ
ー

テ
ー

ル
の

た

め
に
仔

豚

を

穴

に
投

じ
た

。

ま
た

ω

ア

テ
ナ

イ

の
ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
か

ら
郊

外

の

ス
キ

ー

ロ

ン

(図
ミ

も
ミ

)
ま

で

、

ア

テ
ー

ナ

ー

の
女

性

神
官

ら
都

市

の
神

官

職

の
主

要

メ

ン
バ

ー
幾

人

か
が

、

ス
キ

ロ
ン

(q
融
へ
も
O
℃
)
と

よ
ば

れ

る
白

い
大

き
な

日
傘

(天
蓋

)

に
覆

わ
れ

て

出
掛

け

て

い
き

、

そ

の
地

で
何

ら

か

の
祭
事

を
行

っ
た
。

さ

ら

に
㈲

ア

テ
ナ
イ

の
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
の
聖

所

(
お

そ
ら
く

リ

ム
ナ

イ

の
)
か

ら

、
パ

レ

ロ
ン
に
あ

る

ア

テ
ー

ナ

ー

・
ス
キ

ラ

ス

(】
ミ

b
λ

)

の
神
殿

ま

で

の

コ
ー

ス
を
、

葡
萄

の
木

の
枝

を
運
び

つ

つ
走

る

　
　
　

青

年
た
ち

の
競
技
が
あ

っ
た
。
以
上

の
よ
う
に
、

ス
キ
ラ
祭
は
秘
儀
、
行
列
、
競
走
を
含
む
複
合
的
な
祭
式
を

一
つ
の
祭

の
う
ち
に
結
合

し

て
い
た
。

そ
の
う
ち
第

一
の
も

の
に

つ
い
て
は
、

ア
リ

ス
ト
パ
ネ

ス
の
作
品
に
偶
然
的
な
暗
示
が
あ
る
。
『
女
だ
け

の
祭
』

の

一
節
で
は
、
国
家

に
と

っ
て
役
立

つ
人
間
、
隊
長

や
将
軍
を
生
ん
だ
女
性

は
ス
テ
ー

ニ
ア
祭

や
ス
キ
ラ
祭
で
上
座
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た

『
女

の
議
会
』

の
冒
頭
で
は
、

ス
キ
ラ
祭

の
折
り
に
女
性
た
ち
だ
け
で
話
し
合
い
、
彼
女
ら
が
男
装
し
て
民
会
に
出
席

し
政
治
を
乗

っ
取

　
お
　

る
計

画

を
立

て
た

こ
と

に

な

っ
て

い
る
。

ま

た
、
仔

豚

を

テ

ス
モ

フ

ォ
リ

オ

ン
の
地
下

の

「
室

」

(な
②

暑

ミ

)

に
投
入

す

る

こ
と

は
、

豊

穣
神

デ

ー

メ
ー

テ
ー

ル

へ
の
典

型
的

な

供
犠

で
あ

り
、
後

に

こ

の
祭
式

の
説

明

の
た
め

に
豚

飼

い

エ
ウ
ブ

ー

レ
ウ

ス
が

ペ
ル

セ
ポ

ネ

ー

　
ゆ
　

の
略
奪

の
際

に

一
緒

に

「
割
れ
目
」
に
飲

み
込
ま
れ
た
と
い
う
神
話
が
作
ら
れ
た
。
第

二
の
祭
式
に

つ
い
て
は
、
注
意
深
い
辞
書
編
集
者



ハ
ル
ポ

ク

ラ

テ

ィ
オ

ン

(<
巴
①
二
塁

=
餌
愚
o
。
蚕

自
o
P

o
h
>
一Φ×
き

q
ユ
㊤
・
年

代

不
詳

)

に
よ

る

ス
キ

ラ
祭

の
説

明

に

次

の
よ

う

に
あ

る
。

「
ア

テ
ナ
イ

に
お

け

る
月

や
祭

に

つ
い
て
書

い
て
き
た

人

々

(
そ

の
中

の

一
人

は
リ

ュ
シ

マ
キ

デ

ス

[ピ
網
巴
日
鋤
〇
三
島
①
ω
・
ア
ウ

グ

ス
ト

ゥ

ス
時

代

の
作
家

]

で
あ

る

)
は
、

ス
キ

ロ
ン
と
は
大

き
な

日
傘

で
あ

る
と

い
う
。

そ
れ
が
運
ば

れ

る
と
き

、

そ
れ

に
覆

わ
れ

て
、

ア

テ
ー
ナ

ー

の
女

性

神
官

、
ポ

セ
イ

ド

ー

ン
の
神

官
、

お

よ
び

へ
!
リ

オ

ス
の
神
官

が
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
か
ら

ス
キ
ー

ロ
ン
と
呼

ば
れ

る

　
れ
　

場

所
ま

で
歩

い
た

。

エ
テ
オ
ブ

ー

タ
ダ

イ

(国
夢

Φo
げ
暮

巴

巴
)
が

そ

れ
を

運

ん

だ
。

…

…
」

ス
キ

ー

ロ
ン

の
場

所

は

不
明

で
あ

る
が
、

ア

テ
ナ

イ

の
デ

ィ
ピ

ュ
ロ
ン
門

を
で

て

エ
レ
ウ

シ

ス
街

道

に
沿

っ
て
進

み

、

ケ

フ
ィ
ソ

ス
川

の
渡

し

の
前

の
あ

た
り

で
あ

る

と
す
れ

ば
、

　
ヨ

ア

テ
ナ
イ
か
ら
お
よ
そ
三

マ
イ
ル

(心
・Q。
閃
8
)
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。

日
傘
は
暑
い
日
照
り

の
日
の
徒
歩
旅
行

と
い
う
実
際
的
な
目
的

か

ら

用
い
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
や
が

て
威
厳

の
あ
る
印
象
的
な
も

の

少
な
く
と
も

四
人

の
随
行
員
が
そ
の
支
柱
を
運
ぶ
大
き
な
天

　
お
　

蓋

へ
と
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
ア
テ
ナ
イ

の

「
エ
レ
ク
テ
イ
オ
ン
」

に
お
け
る
最
古
の
祭
祀

の
女
性
神
官

と
神
官
、
そ
れ

に
古
い
誓
約

　
れ
　

の
神

へ
ー
リ
オ

ス
の
神
官
は
、
ブ
ー
タ
ダ

イ
家

に
属
し

て
い
た
。

ス
キ
ー

ロ
ン
で
の
祭
事
も
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
は
麦

の
収
穫
期

で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く

一
般
的
な
意
味

で
の
作
物
成
熟

の
祝
福
、
あ
る
い
は
聖
な
る
穀
物

の
形
式
的
な
収
穫
儀
礼

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

ハ
た
　
る

。
ま

た
、
第

三

の
競
走

に

つ
い
て
は
、

あ

る

ヘ
レ

ニ
ズ

ム
期

の
註

釈
者

に
よ

れ
ば

、
ピ

ュ
ア
ノ
ブ

シ
オ
ー

ン
の
月

の
オ

ス

コ
フ

ォ
リ

ア

祭

に
ア

テ
ナ
イ

か
ら
パ

レ

ロ
ン
ま

で
葡

萄

の
房

つ
き

の
葡
萄

の
木

の
枝

を

運
ぶ

行
列

が
あ

っ
た

が
、

そ

の
行

列

と

同
じ

コ
!

ス
を
葡

萄

の

枝

を
も

っ
て
走

る
競

走

が

ス
キ

ラ
祭

の
日
に
行

わ
れ

た
。

(秋

の
オ

ス

コ
フ
ォ
リ

ア
祭

が
葡

萄

の
収
穫

の
時

期

に
当

た

る
と

す
れ

ば
、

夏

の

ス
キ

ラ
祭

は
葡

萄

の
最
初

の
枝

の
前
刀
定

の
時
期

に
当

た

っ
て
い
た
。
)
各

部

族

か
ら

選
ば

れ

た
青
年

た

ち
が

参

加

し
、

そ

の
数

は

一
〇

人

ま

た

は

一
〇

の
倍

数

で
あ

り
、

勝
利

者

は

ペ

ン
タ
プ

ロ
ア

(℃
8

$
昆
§

)
と
よ
ば

れ

る
五

つ
の
成

分

ー

葡

萄

酒
、

蜂

蜜
、

チ
ー
ズ

、

そ
れ

に
少

し

の
穀
物

と

オ
リ

ー
ヴ
油

を
含

む
飲

物

を
与

え
ら

れ
た
。

そ
れ

は
女
神

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ス
キ

ラ

ス
に
対
す

る

、
あ

ら
ゆ

る

　　

果

実

の
献

酒

で
あ

っ
て
、

勝

利
者

は

そ
れ
を
女

神

と
分

か
ち
も

つ
こ
と

を
許

さ
れ

た
。

次

に
、

デ

ィ
ポ

リ

エ
イ

ア
祭

(
U
号
o
一一Φ寅
)

は
、

ス
キ

ロ

フ

ォ
リ

オ
ー

ン

の
月

の

一
四

日
に
行

わ
れ

た

。

こ
れ

は

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
の
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上

に
祭

壇

を

も

つ
ゼ

ウ

ス

・
ポ

リ

エ
ウ

ス
の
た

め

の
祭

で
あ

っ
て
、

極

め

て
特

異
な

「
ブ

ー

フ

ォ

ニ
ア
」

(しご
o
⊆
喜

o
議
9
)

の
儀

式

が
催

さ

れ
た

こ
と

で
知

ら
れ

る
。
ブ

ー

フ
ォ

ニ
ア
と

い
う
言
葉

は

「
牛
」

(も
亀

A
)

十

「
人

殺

し
」

(愚

ミ

寝
)
で
、

人
間

殺

し
に
使

用

さ
れ

る

語
が

不

吉

に
も

動
物

殺

し

に
適

用
さ
れ

て

い
る
。

そ

し

て
、

讐
刃

の
斧

(§

N
雲

呉

)

が
牡

牛

殺
害

の
か
ど

で
裁
判

に

か
け

ら

れ

る

の
で

あ

る
。

パ

ウ

サ

ニ
ア

ス
は

こ

の
祭
式

縁

起

の
伝

承

は
筆

に

し
な

い
と
し

つ

つ
、

そ

の
仕

来

り

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
記

し

て
い
る
。

【
先

ず

、
ゼ

ウ

ス

・
ポ

リ

エ
ウ

ス
の
祭

壇

に
小
麦

と
混
ぜ
合

わ

せ
た
大

麦

を
供

え

て
、

見

張
り

は

一
切

つ
け
な

い
で
お
く
。

つ
ぎ

に
、
犠

牲

の
た

め

の
身

支
度

が
整

え
ら

れ

た
ま

ま

囲
わ

れ

て
い
た
牡

牛

が
、
祭

壇

に
近
寄

っ
て
播

種
用

の
麦

に

口
を

つ
け

る
。
す

る

と
、

人
び

と

は
神

官

の
誰

か

ひ
と
り

の
こ
と
を

『
ブ

ー

フ
ォ
ノ

ス

(牛

を
屠

る
者

)』

と

呼

ん
で
囎

し
た

て
、

〈
当

の
者

は
牡

牛
を

屠
殺

し

て
か

ら
〉

そ

の
場

に
斧
を
投
げ
出
し

て
ー

そ
う
す

る
の
が
彼

の
き
ま
り

ー

逃
げ
去

っ
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
人
び
と
は
屠
殺
行
為
を
演
じ
た
男
な

　
り
　

ど
ま

る

で
見

な

か

っ
た

か

の
よ
う

に
、

そ

の
斧

を
裁

判

に

か
け

る

の
だ

。
」

同

じ
く

パ

ウ

サ

ニ
ア

ス
は

、

ア

テ
ナ

イ

の
諸

法

廷
を

説

明
す

る
際

に
、

エ
ン

・
プ

リ

ュ
タ
ネ

イ

オ

ン
と
呼

ば
れ

る
法

廷

で
鉄

器

や
無

生
物

に
対
す

る
裁
判

が

開

か
れ

る

こ
と
を
紹

介

し

つ

つ
、

こ
う
書

い
て

い
る
。

「
エ
レ

ク

テ
ウ

ス
が

ア

テ
ナ

イ

の
王
だ

っ
た

と
き

、

初

め

て

『
ブ

ー

フ
ォ
ノ

ス
』

が

ゼ

ウ

ス

・
ポ

リ

エ
ウ

ス

の
祭
壇

で

牛

を
屠

殺

し
た
。
彼

は
そ

の
場
で
斧
を
残

し

て
、

国
か
ら
立
ち
去

っ
て
し
ま
う
が
、
斧

の
方

は
審
判

を
受

け

て
、
直

ち

に
無

罪
放
免

に
な

っ

　
ゆ
レ

た
と

い
う
故
事
が
あ
る
わ
け
で
、
い
ま

で
も
毎
年
、
斧

の
審
判
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
」
プ
ー

フ
ォ
ニ
ア
は
、
前

五
世
紀
後
半

に
は
す

で

に
古

色

蒼

然

た

る
時

代

遅

れ

の
儀

式

と

な

っ
て
い
た

こ

と
は

、

ア
リ

ス
ト
パ

ネ

ス
の

『
雲
』

の
な

か

の
例

示

か

ら
知

ら
れ

る

　
ゆ

　

(Z
Φ
℃
プ
①
一㊤
廿

㊤
QO
ω
)
。
し

か
し
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
上

の
ゼ

ウ

ス

・
ポ
リ

エ
ウ

ス
に
対
す

る
牡
牛

の
奉
納

が
、
通
常

の
供

犠
式

の
ル
ー

テ

ィ
ー

ン
と

異
な

り
、

道
徳

的

な
含

み

を
伴

う
事
件

と
見

な
さ

れ
、
裁

判

の
形
式

を
伴

っ
た

の
は
ど

う

し

て
か
、

と

い
う
問
題

が
あ

る
。

斧

の
よ

う
な
無
生
物

を
裁
く
こ
と
自
体
は

現
代

の
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
て
異
常
な
司
法
手
続
き
で
あ
る
と
し

て
も

i

厳
密
に
古
代

の
ア
テ
ナ

イ
法

の
諸

原

則

に

}
致

し
た
も

の
で
あ

り
、

プ

ラ
ト

ン
の

『
法

律
』

(
園

埴
c。
刈
。。
国

1

◎。
謹

〉
)
も

そ
れ

を

認
め

て

い
る
。

ま
た

例
え
ば

、

ア

エ
ス
キ

ネ

ス

(k♪
①qD
Oげ
一口
①
o自
)
は
陪

審
員

に
次

の
よ

う

に
演
説

し

て

い
る
。

「
木
、

石
、

そ
し

て
鉄

は
、
声

も

理
性

も
持

た
な

い
け
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れ
ど
も
、
も
し
そ
れ
ら
が

人
間

の
上
に
落
ち

て
人
間
を
殺
害
す

る
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
は
国
境

の
外

へ
追
放
さ
れ
る
。
」
他
方
、
供
犠

に
お

け
る
牡
牛

の
屠
殺
が
罪
あ
る
も

の
と
し
て
裁
か
れ
る
理
由
は
何
な
の
か
。
パ

ウ
サ
ニ
ア
ス
に
知
ら
れ

て
い
た
伝
説
で
は
、

エ
レ
ク
テ
ゥ

ス

王

の
と
き

に
初
め

て
牡
牛

の
供
犠

と
讐

刃
の
斧

の
審
判
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
毎
年
こ
の
行
事
が
繰

り
返
さ
れ

て
い
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
に
は
、
流
血
の
供
犠
が
最
初

の
祭
式
で
あ

っ
た

の
で
は
な
く
、
原
初

の
時
代

の
無
垢
に
し

て
単
純
な
祭
式

の
存
在

が
含
意
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
は
別
の
ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
神
話
に
よ
れ
ば
、
ア
テ
ー
ナ
ー
と
ポ

セ
イ
ド
ー

ン
の
ア

ッ
テ

ィ
カ
領
有
争
い
の

と
き
、

ア
テ
ー
ナ
ー
は
ゼ
ウ

ス
の
支
持
を
求
め
、
そ
の
返
礼

に
最
初

の
犠
牲
は
ポ
リ

エ
ウ

ス
と
し
て
の
彼

の
祭
壇

で
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
を

約
束
し
た
。

こ
う
し
て
ゼ
ウ

ス
の
祭
壇
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

ミ

ュ
ケ
ー
ナ
イ
の
宮
殿

の
女
神

と
し
て
の
ア
テ
ー
ナ
ー
は

-
-
そ

の
ラ
イ
バ

ル
に
ポ

セ
イ
ド
ー

ン
が

い
た

か
も

し
れ
な

い
が

、
ゼ

ウ

ス
の
先
行
者
で
あ

っ
た
。
ゼ
ウ

ス
と
ア
テ
ー
ナ
ー
の
お
そ

ら
く
衝
突
す
る
要
求
は
、
彼
女
が
神

々
の
王
ゼ
ウ

ス
の
前
頭
部

か
ら
直
接
完
成
さ
れ
た
姿
で
飛
び
出
し
て
き
た
と
い
う
特
別
な
関
係

の
承

認
に
よ

っ
て
調
停
さ
れ
た
。
ま
た
、
ゼ
ウ

ス
に
捧
げ
ら
れ
た
牛
が
普
通
に
飼
わ
れ

て
い
る
群
れ
か
ら

の

一
頭
で
な
く
、
翠
を
引
き
農
業

の

仕
事
に
従
事
す
る
牛

農
夫

の
伴
侶
と
し
て
特
別

の
愛
着
を
も
た
れ

て
い
た

"
黎
牛

"
1

の
意
義
を
帯
び

て
い
た
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ブ

ー

フ
ォ
ニ
ア
は
収
穫

の
時
期
に
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
牡
牛

の
労
働

の
終
わ
り
で
あ
り
、
ま
た
神

へ
の
特
別

の
奉
納
を
必
要
と

す

る
時
期

で
も
あ

っ
た
。
選
ば
れ
た
牡
牛
が
聖
な
る
穀
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ

の
屠
殺
に
同
意
し
た

こ
と
に
擬
せ
ら
れ
た
に
し

　
れ

　

て
も
、

黎

牛
殺

し

の
罪

の
感
情

が

残

り
、

そ
れ
を
斧

に
責
任

転
嫁

す

る
儀
礼

が

行
な

わ
れ

た
と

解
さ

れ

る
。

次

に
、
デ

ィ
イ

ソ
テ
リ

ア
祭

(一)
一一◎D
O
け①
円一9
)
が

、

ス
キ

ロ

フ
ォ
リ

オ

ー

ン

の
月

の
下

旬

(
日
付

不

明

)
に

ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
で
催

さ

れ
た

。

こ

の
ゼ

ゥ

ス

・
ソ
!

テ
ー

ル

(
の
o
け霞

11
安

泰
加

護

の
)

の
祭

は
、

前

四
九

二
年

の
ペ

イ

ラ
イ

エ
ゥ

ス
建

設

よ
り

古
く

な

か

っ
た

と
想
定

さ
れ

、
他

の
よ
り

近
年

に
創

設
さ

れ
た
祭

祀

に

つ
い
て
と

同
様

に

ア
ル

コ
ー

ン
の
管
理

下

に
あ

っ
た
。
救

助
者

・
救

い
主

(q
§

書

)

と

い
う
称

号

は
、
特

別

な
場

合

に
神
名

に
添

え

ら
れ

る
も

の
な

の
で
、

ペ
ル

シ
ア
戦
争

後
、

敵

の
手

か
ら

ア

テ
ナ

イ

の
港

を
取

り
戻

し
た

と
き

に
、

そ

の
最
初

の
基
礎
づ

け
が

な

さ
れ
た

か
も

し
れ

な

い

(
サ
ラ

ミ

ス
の
海
戦

は
前

四
八
〇
年

)。
列

柱
を

そ
な
え

た
ゼ

ウ

ス

・
ソ
ー
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テ
ー

ル

の
神

殿

は

ペ

イ

ラ
イ

エ
ウ

ス

の
主
要

な
聖
所

で
あ

り

、

そ

こ
で

は

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ソ
ー

テ
イ

ラ

(
ω
o
け
Φ一蜜

)

の
崇

拝
も

行

わ

れ

た

。
聖

な

る
篭

を
運

ぶ

一
人

の
少

女
を

伴
う
、

市
街

地

を
通

る
行

列
が

あ
り

、
ま

た
少

な
く

と
も

ヘ
レ

ニ
ズ

ム
期

に
は
、

エ
フ

ェ
ー
ボ

イ

に
よ
る

レ
ガ

ッ
タ
競

技
が
催

さ
れ
た
。

ゼ

ゥ

ス
、

ア
テ
ー
ナ
ー
、

そ
れ

に
ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
で
崇

拝
さ
れ

て
い
る
他

の
神

々

(
ア

ス
ク

レ
ー

ピ

オ

ス
を
含

む

)
に
対
す

る
供
犠
が

行

わ
れ

、
神

々
の
宴

会

の
た
め

の
寝

イ

ス
や
食
卓

が
供

え
ら

れ

た
。
前

四
世
紀

に

は
、

牡
牛

の
大

量

　
お
　

の
供
犠

が
見

ら

れ
、

ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
に
お

け

る
例
年
祭

の
最
大

の
も

の
と
し

て
描
く

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、
ゼ

ウ

ス

・
ソ
ー

テ
ー

ル

へ
の
供
犠

(
恥
¢
q
馬黛
)
が
、

ス
キ

ロ

フ

ォ
リ

オ
ー

ン
の
月

の
三
〇

口
、

ア

ッ
テ

ィ
カ
暦

の

一
年

の
最

後

　
お

　

の
日

に
開
催

さ
れ

る

「
民
会

に
先
立

っ
て
」

ア
ゴ

ラ
で
行

わ
れ
た
。

バ

シ
レ
ウ

ス
に
導

か
れ

て
、

ア
ル

コ
ー

ン
た

ち
や
評
議
会

の
メ

ン
バ

ー

が
参

加
し
、

リ

ュ
シ
ア

ス
に
よ
れ
ば

「
父
祖

の
供
犠

」

で
あ

る

こ
の
儀

式
を

執

り
行

っ
た
。

そ

の
目
的

は
、

新

し

い
ア

ル

コ
ー

ン
た

ち
と

新

し

い
評
議

会
が

就

任
す

る
新

年

へ
の
導

入

的
奉
仕

を
行

う

こ
と

で
あ

り
、

主

に
職
務

を
離

れ
た

り
、

職
務

に
就

い
た
り
す

る
役

人

た

ち

　　

　

に
関
係

す

る
行
事

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

そ
れ

は
過
ぎ

し

一
年

を
通

し

て

の
、

国
家

の
保

存

に
対
す

る
神

々

へ
の
感

謝

で
あ

る
と

同
時

に
、

こ
れ

か
ら
始

ま
ろ
う
と
し

て
い
る
年

に
お
け

る
神

々
の
保
護

を
求

め
る
哀
願

で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
も
ゼ

ウ

ス

・
ソ
ー

テ
ー

ル
は

ア
テ
ー
ナ
ー

・

ソ
ー

テ
イ

ラ
と
結

び

つ
い

て

い
た
。

こ

の
儀

式

は
古

い
年

の
終

わ
り

と
新
年

の
始

め
を

特
色

づ
け

る
、

ア

テ
ナ
イ

の
唯

一
の
祭
式

で
あ

っ

た
。

な

お
、

ギ

リ

シ
ア
人
は
年

の
経

過

に
月

の
経
過

以

上

の
注
意

を
払

わ
な

か

っ
た

か
ら
、

私
的

な
行

事

と
し

て
も

年
末
、

年

始

に
特

別

　
お

　

な

こ
と
を

し
な

か

っ
た
。
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ゲ
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リ
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十

五

日

に

プ

ラ

ク

シ

エ
ル

ギ

ダ

イ

が

秘

密

の
儀

式

を

行

な

い
、

女

神

の

衣

装

を

脱

が

せ

て
そ

の
像

を
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う
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詳
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胃
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b
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Q。
ム

㊤
・

9
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勺
震

犀
ρ

8

。
9
け
こ

薯

」

α
卜。
1
顧
G。
●

ア

テ

ー

ナ

ー

女
神

の
洗

浄

の
祭

は
、

ア

ッ
テ

ィ
カ

の

他

の
所

や

ギ

リ

シ

ア

の
他

の
地

方

に

も

存

在

し

た

。

ト

リ

コ
ス
区

と

エ
ル
キ

ア
区

は

各

自

の
プ

リ

ュ
ン

テ
ー
リ

ア
祭

を

も

っ
て

い
た

。

ト
リ

コ
ス

区

の
祭

暦

で

は
プ

リ

ュ
ン

テ
ー

リ

ア

の
名
が

ス
キ

ロ

フ

ォ
リ

オ

ー

ン

の
月

(
た

ぶ

ん

初

旬

)

に
記

さ

れ

て

い

る
し

、

エ
ル
キ

ア
区

の
祭

暦

で

は
祭

名

は

な

い
が

同

じ
月

の
三

日
に
行

な

わ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の
ど

ち

ら

の
場

合

に
も

、

ア

テ
ー

ナ

ー

は

ア
グ

ラ

ウ

ロ

ス
と

と

も

に
供

犠

を

受

け

て

い

る

。

ま

た

、

エ
ー

ゲ

海

の

イ

オ

ニ
ア

人

の
島

イ

オ

ス

(
δ
。α
)
、

パ

ロ
ス

(
勺
舘

o
ω
)
、

タ

ソ

ス

(弓
冨

。。
畠

)
、

キ

オ

ス

(
〇
三
〇
。。
)

は

、

洗

浄

の
祭

に
由
来

す

る
月

名
プ

リ

ュ
ン

テ
ー

リ

オ

ー

ン

(
勺
一葦

8
ほ
o
昌
)

を
も

ち

、

タ

ソ

ス
と

パ

ロ

ス
で

は

そ

の
月
は

ア

ッ
テ

ィ
カ

暦

の

ス
キ

ロ
フ

ォ

リ

オ

ー

ン
の
月

に
対

応

す

る
。

。悟

閑
o
げ
Φ
暮

。。o
P

舘

『

o
律
・
矯
b
。
腿
P

b
●
こ。
一
●

(
50

)

卜
b
O
一一〇
画
o
霊

。・
"
日

"
H
♪

P

高

津

春
繁

訳

『
ギ

リ

シ

ア
神

話

』

岩

波

書

店

、

一
九

五

三

年

、

一
六

五
頁

Q

切
o
げ
霞
駐
o
P

鐙

け
.
o
一け
こ

b
・

蟄

"
鱒

P

刈
ド

昌
0
9

置

●
ー

ア

テ
ー
ナ
ー

の
女
性
神
官
と
し

て
の
ア
グ

ラ
ウ

ロ
ス
は
、
神

々
に
装
飾

し
た
最
初

の
人

で
あ

っ
た
。
彼
女

の
死

後

一
年

間

、

衣

装

は

洗

濯

さ

れ

ず

、

そ

こ

か
ら

プ

リ

ュ
ン
テ

ー
リ

ア
祭

が

生

じ

た

(勺
ゲ
〇
二
〇
。。
。。
●
<
・
冨

ξ

暮

㈲
国寅

閃
巴

b
ζ
暮

卿
芭

。

(
51

)

前

四

八

五
/

四
年

の

ヘ
カ
ト

ン
ペ

ド

ン
碑

文

に

お

い

て
ネ

オ

ー

ス

(
蕊

唐

)

と

呼

ば

れ

て

い
る

も

の
。

国
o
げ
Φ
暮
ω0
9

鉾

け
・
o
帥け
こ

b
.
躍

'

U
Φ
〉
円8

>
け
げ
①
巳
Φ
昌
ω
ご
日

"
一Ω

一ω
心

(
鋭

ぎ

①
δ

馴
炉

ぎ

Φ
。。
㊤

即

δ

)
暦

(
52

)

∪
①
自
。
ε

日

》
け
二
8

ヨ

号

勺
き

讐

げ
①
霊

Φ
δ

o
』

・
ω
G。
⑰
＼
♪

δ

口
・,
ω
c。
心

(
=
口
①

同
9

魯

[奏

隔§

幕

○
へ
)
.

≦

。
9

暮
8

ぴ
①
お

Φ
♪

亀

§

題

壽

ミ
冒

斡ミ
§
ミ

O
ミ
偽
§
ミ

ミ
℃
GQ
血

①
α
こ

鵠
謡

"
一
⑩
①
ρ

<
O
「

一
}
b
.
昏
QQ
O
・

(
53

)

O
ξ

餌
8

霊
白

国
①
8
塁

器

α
Φ

日
Φ
日
O
出

9

ζ

①
8
専

o
把

ヨ

O
o
巳

惹

o
昌
ρ

δ

H
、
腿
謹

(
崔
器

お

ぎ

曾

曾

忌

℃

N
d

鳥
日
」
叢

創

卸

=
器

図
O
卜。
)
.

亀

●
菊
o
げ
①
詳
ω
o
P

舘

け
.
9
σ
こ

薯

。
。。
鱒
1
。。
。。

(
テ

ユ

エ
ク
ー

ス
を

≦
鉾

9

霞

o
h

爵

①

ぴ
霞

暮

o
鴫
Φ
円
ぎ
αq
博
○
目
。。
Φ
霞

と

解

す

る

)。

q
①
庸
鵠
図

ζ

・
=
自
ヨ

罫

寒

鳴

』
ミ
§
焼§

卜
§

篭
ミ
費

0
9。
日
専

己
σq
Φ
d
昌
ぞ
①
屋
騨
緊

勺
お
ω
。。
噂
お
⑩
ρ

眉
.
帥
O
心

(
そ

れ

を

℃
o
ξ

霞

o
h

O
鴇
①
二
昌
σq
。。



アテナイ ・ポ リスの祝祭101

と

す

る

)。

(
54

)

こ

の
神

殿

は

今

日

通
称

(
誤

っ
て

)
"
エ

レ

ク

テ
イ

オ

ン
"

と

言

わ

れ

て

い

る
。

切
o
げ
Φ
答
ω
O
P

碧

壁

鼻

こ

b
づ
.
ω
マ
G。
卜。
、

ま

た

、

基

本

的

に
従

来

の
説

を
継

承

す

る
解

釈

と

し

て
、
9

出
霞

惹

∬

o
b
・
9
竺

も

b
。
図
8

幽

O
㊤
●

(
55

)

℃
一暮

p。
容
貫

諺
p
8

昌
ざ

。。
倉

一
.

邦

訳

(
十

一
)
、

一
〇

八

頁

。

b
密

8

喜

き

$

一
↓
ミ

bu
鴨ミ

も。
、

一
①
⑩
臼

い
o
。
戸

戸

b
』

c。
幽
・

国
o
げ
①
詳
の
o
P

9。
詳

.
葺

こ

b
.
G。
ω
.

そ

れ

ゆ

え

、

神

像

の
沐

浴

に

つ
い

て

の
、

次

の
よ

う

な

従

来

の
説

は

訂

正

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
だ

ろ

う
。
-

当
日
早
朝
、
先
ず
神
像
は
衣
服
と
装
身
具
を
取
除
か
れ
、
包
装
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
浄
化

の
入
浴

の
た
め
に
海

へ
運
ば
れ
た
。

一
般
に

ギ
リ

シ
ア
人
は
流
水

の
浄
化
作

用
を
重

ん
じ
た
が

、
こ

の
時

期

の
ア

ッ
テ

ィ
カ

の
川
は

ケ

フ
ィ
ソ
ス
も
イ
リ

ソ
ス
も
水
量
を
減

じ
て
細
流
と
な

っ

た
は
ず

で
あ
り
、

そ
れ
に
比
し

て
塩
水

の
海
は
最
も
確
実

な
浄
化

作
用
を
も

つ
も

の
と
見
な
さ
れ
た
。

ア
テ
!
ナ
ー

の
神
像

は
包
装

さ
れ
公
衆

か

ら
隠

さ
れ
た
形

で
、
行

列
を
な
し

て
パ

レ

ロ
ン

へ
運
ば
れ
る
習
わ
し
だ

っ
た
。
前

四
世
紀

に
は
、

そ
れ
は

エ
フ

ェ
ー
ボ

イ

(軍
事

訓
練

中

の
若
者

た
ち
)
に
よ
る
護

送
を
伴
う
儀
式
的
パ

レ
ー
ド

で
あ

っ
た
。
行
列
は
イ

チ
ジ

ク

の
砂
糖
菓
子
を

入
れ
た
籠
を
も

つ
婦

人
に
よ

っ
て
率

い
ら
れ

て
い

た

(ピ

ク

ニ

ッ
ク
に
際
し
女
神

の
気
晴

ら
し

の
た
め

の
茶
菓

か
)
。
海

へ
到
着

し
た
と
き
、
包
装

は
解
か
れ
神
像

は
入
浴
係
ま
た

は
洗
濯
係

と
呼

ば
れ
る

二
人

の
若

い
婦
人

に
よ

っ
て
洗
浄

さ
れ

た
。
夕
方

に
な

っ
て
再
び

包
装

さ
れ
た
神
像

は
、

エ
フ

ェ
ー
ボ
イ

の
持

つ
松
明

の
明
か
り

に
照
ら

さ
れ

て
行

列
を
な

し

て
帰
還

し
た
。

℃
節
蒔

ρ

o
b
・
簿

こ

薯

」

q
。。
ー
H
恕

.

9
●
U
o
⊆
げ
口
Φ
び

o
b
・
9
け
こ

b
・
嵩
幽
P

ω
ぎ

o
ρ

o
b
・
。
一け
こ

P

斜
○。
.

ロ
バ

ー
ト

ソ
ン
に
よ
れ
ば

、
海
岸

へ
運
ば
れ
た

の
は

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
神
像

で
な
く
、

ア

テ
ナ
イ
南
東

部

の
パ

ラ
デ

ィ
オ

ン
像

(
】～
餌
=
9
0
一〇
口
)

で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
神

像

の
入
浴
が

目
的
な

の
で
な
く
、
砂

の
平
洲

の
ヒ

ッ
ポ
ド

ロ
ム
で
行

な
わ
れ
る

ア

テ
ナ
イ
海
軍

の
模
擬
戦

闘
を
そ

の
像

の

前

で
展
開

す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
パ

ラ
デ

ィ
オ

ン
像
は

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
楽

し
ん
だ

し
、
魔
術

的
に
再
び
力

を
強

化
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
劇
場

に
お
け
る
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
と
同
様

で
あ

っ
て
、
パ

ラ

ス

・
ア

テ
ー
ナ
ー

の
護
送

と
デ

ィ
オ

ニ

ュ
ー

ソ
ス
の
護

送
と

い
う

二

つ
の
儀
式
は
、

エ

フ
ェ
ー
ボ
イ

の
碑
文

に

一
緒

に
記
載

さ
れ

て
い
る
。

閑
o
げ
嘆
箭
o
P

9。
暮

●
o
詳
こ

b
●
刈
b。
"
昌
0
9

謡

・

(
56
)

切
O
げ
⑦
詳
の
O
口
"
9δ
冠
け
●
O
詫
こ

b
.
GQ
ら
●

(
57
)

勺
o
降
ρ

o
b
.
鼻

こ

箸

.
μ
置
-
嶺
勢

プ

ユ
ン
テ
ー
リ

ァ
祭
が

不
吉

な
日
と
考
え

ら
れ
た

こ
と
を

示
す
事

例

に
次

の
よ
う
な

こ
と
が
あ

る
。

ー

前
四
〇
八
年
に
ア
ル
キ
ビ
ア
デ

ス
が
七
年
間

の
亡
命

の
後
、

つ
い
に
勝
利
し
た
将
軍
と
し
て
祖
国
に
戻

っ
て
き
た
と
き
、
彼
は
た
ま
た
ま
プ

リ

ュ
ン
テ
ー
リ

ア
祭

の
日
に
ペ
イ

ラ
イ

エ
ウ

ス
に
到
着

し
た
。

「
あ
る
人

々
は
そ
れ
を
彼

の
た
め
に
も
都

市

の
た

め
に
も

よ
く
な

い
前
兆

で
あ

る

と
解

し

た

。

な

ぜ

な

ら

、

い

か

な

る

ア

テ
ナ

イ

人
も

そ

の
日

に
は

敢

え

て
ど

ん

な

重

要

な

仕

事

に
も

手

を

触

れ

な

い

だ

ろ

う

か

ら
」

(×
8

0
喜

O
P

ミ

N、§
§

、
一
"
倉

一
ト。
)
。

こ
の
日
、

女
神

の
像

は
衣
替

え

の
た
め

に
覆

わ
れ
て

い
る
。

「
そ
こ
か
ら

ア

テ
ナ
イ

の
人

々
は

こ
の

日
を
大
凶

の
日
の
う
ち

に
数
え

て
い
る
。

そ

こ
で
こ
の
女
神

は
ア

ル
キ
ビ

ア
デ

ス
を
迎
え
る

こ
と
を
喜
ば
ず
、
顔
を
隠

し
て
近
づ
け

な
か

っ
た

の



102

だ
と
思
わ
れ
た
」

(
コ
暮
碧
o『

≧
9
玄
o
α
①
ω
"
G。
幽
)
。
当
座

は
ア
ル
キ
ビ
ア
デ

ス
は
波

頭

の
上

に

の

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
が
、
し

か
し
数

カ

月
以
内

に
彼

の
計
画
は
挫
折
し
、
彼
は
決
し

て
そ

の
地
位
を

回
復

し
え

な
か

っ
た
。

(
58

)

∪
2

ぎ

①
さ

8

.
簿

こ

℃
』

b。
●

切
。
げ
。
請

。
P

舘

『

葺

こ

冒
.
G。
一
…
、、冨

①
冒

9
σq
①
を
器

。
冨

駐

げ
巴

薯
導

ヨ
鋤
σq
甘

暮

Φ
ω

鉾

夢

。

§

爵

・・

。
p

冨

嘱
8

同
:

:

.、"
卸

b
・
。。
α
…
、、臣

畠

冨

①

9

暮

巴

。・
§

Φ
。。
」

邑

σ・
暮

§

ω
g

g

§

。
蕾

・
ω
話

h
聾

ぎ

朗

肖

景

の

冨
器

ミ
9。
一
〇
h
夢

Φ

一白
鋤
σq
①
謹
零
①

一ヨ
9
σq
ぎ
9

霧

窪

①
巴

く
Φ
暮

o
h

§
①

σq
o
&

$
。。
㌔
.

(
59

)

国
o
げ
霧
冨
O
P

o
詳

・
9
け
こ

℃
・
お

(
二

六

日

か

二

七

日

)。

亀

。
]≦
貯
9。
『
o
P

o
b
●
9
壁

"
b
」

鐙

(
二

四

日
か

ら

二

八

日

の
間

)
。

(
60

)

従

来

の
説

で

は
、

こ

の
祭

は

ア

テ
ー

ナ

ー

・
ポ

リ

ア

ス

の
神

殿

の
春

季

大

清

掃

掃

い
た

り

磨

い
た

り

し

て
美

化
す

る

こ
と

の
機

会

で

あ

る

と

さ

れ

、

日
付

も
プ

リ

ュ
ン

テ
ー

リ

ァ

祭

以

前

と

さ

れ

て

い
た

。

勺
帥
蒔

ρ

o
b
』

一け
こ

b
」

詔

●

U
窪

げ
常

さ

o
b
』

一け
こ

P

嵩

馬h
●

の
一日
o
P

O
O
.
6騨
こ

℃
.
ら
①
.

(
61

)

旧

神

殿

の

場
所

に

「
イ

オ

ニ
ア
式

神

殿

」

が

再

建

さ

れ

た

と

き

、

ア

テ

ナ

イ

の
彫

刻

家

・
金

属

職

人

カ
リ

マ

コ
ス

(O
鋤
臣

き
9
魯

器

)
が

黄

金

の
ラ

ン
プ

を

作

っ
た

。

そ

れ

は

キ
プ

ロ
ス
産

の
丈

夫

な

灯

心

を

使

い
、

十

二
ヵ

月

間

昼

夜

燃

え

る

の
に
十

分

な
油

を

保

つ
こ
と

が

で
き

た

。

ラ

ン

プ

の
真

上

に

屋

根

ま

で

届

く
ブ

ロ
ン
ズ

製

の

ナ

ッ

メ
ヤ

シ

の
樹

が

あ

っ
て
、

煙

を

上

方

に

吸

い
上

げ

る

工
夫

が

し

て
あ

っ
た

。

油

は

毎

年

、

同

じ

日

に
補

充

さ

れ

た

。

勺
窪

鈴

巳
霧
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鵠
ρ

刈
・

馬

場

恵

二
訳

『
ギ

リ

シ

ア
案

内

記
』

上

、

岩

波

書

店

、

一
九

九

一
年

、

一
二

五
頁

。

(
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)
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詳
こ
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O
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⇒
○
ひ
餌
ひ
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O
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O
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ω
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o
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●
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b
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⑩

(
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Φ
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Φ
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63

)

℃
鋤
ロ
器

巳
⇔
9

押

卜。
8

。。
.

馬

場

訳

、

上

、

一
二

七

頁
。

(
64

)

○
ω
。
碧

しu
り
8

$
さ

、、穿

8
〈
豊

o
霧

8

窪

①

ヒ
。
詳
げ

9
0
冨

。
h
夢

Φ
〉
。
δ

b
o
房

一昌

》
爵

8

～

、.
ミ

妬鷺

§

ド

一
⑩
ω
ρ

薯

◆
ω
凶
㌣

駆
一
刈
.

ω
一8
0
P

O
戸

o
群
こ

℃
b
・
良
Y
自

●

℃
曽
鱒
ρ

o
b
・
自
ひ
こ

b
b
」

自
-
崔
bΩ
.

(
65
)

ア
レ
ー

フ
ォ
ロ
イ

は
名
門

の
出

の
七
歳
か
ら
十

}
歳
ま
で

の
少

女
た
ち
の
中
か
ら
、
毎
年

四
人
、
選
ば
れ
た
。
ま
た
彼
女
ら

の
う
ち

の
二
人
は
、

カ

ル

ケ
イ

ァ
祭

(
ピ

ュ
ア
ノ
ブ

シ
オ

ー

ン
の
月

の
三
〇

日

)

に
ア

テ
ー

ナ
ー

の
衣
装

(
ペ
プ

ロ
ス
)
を
織

り

始
め

る
儀

式

に
参

加

し

た
。

勺
9
鱒
P

o
b
◎
o
詳
こ

P

置
一
●

な
お
、
若

い
女
性
が

そ

の
成
長
段
階

に
応

じ

て
演
じ
た
宗
教
的
祭

典
に
お
け
る

四

つ
の
役
割
を
、

ア
リ

ス
ト
パ

ネ

ス
は

『
女

の
平
和

』
に
興
味

深
く
描

い
て
い
る
。
ー

「
七

つ
に
な

っ
て
、
す

ぐ
さ
ま

に
わ
た
し

は
聖

函
棒

持

の
童
女

の
役

[
ア
レ
ー

フ
ォ

ロ

ス
]

次

に
十

で
は
、

聖
臼
を
女
神

さ
ま

の
た
め

に
挽

く
役

目

[
ア

レ
ト
リ

ス
]
、

そ
れ

か
ら
次
に
ブ

ラ
ウ
ド

ニ
ア
の
お
祭
り

に
、
黄
色

い
衣

の
熊

乙
女

[
ア
ル

ク
ト

ス
]
、

つ
い

で
見

事

な

乙
女

に
な

っ
て
、

無

花
果

の
飾

り
頸

に
か
け
、

聖
籠

棒
持

の
晴
れ

の
役

[
カ
ネ

!

フ
ォ

ロ
ス
]
。
」

〉
円
δ
8
喜

㊤
⇔
①
。。
"
『
遂

δ
#
9。
$

一
①
自
⊥
逡
○。
脚
ピ
o
Φ
互

日

"
b
・
①
①
.

『
ギ

リ

シ
ア
喜
劇

H
』
高
津
春
繁

訳
、

一
六
八
頁

(
た
だ
し
、

[
]
内

は



アテナ イ ・ポ リスの祝祭103

筆
者

の
挿
入

)。

(
66

)

℃
⇔
蒔

ρ

o
b
.
簿

こ

b
●
置
ド

ジ

ョ
ー
ジ

・
ト

ム
ソ

ン

『
ギ

リ

シ
ア
古
代
社
会

研
究

-

先

史
時
代

の
エ
ー
ゲ
海

ー

』

上
、

池

田
薫
訳
、

岩

波
書
店
、

一
九
五
四
年
、

二
五
三
頁
。
「
そ

の
蛇

と
聖
木

オ
リ
ー
ヴ
、

そ

の
地
下

の

。・
9。
。
冨

[聖
物
]

を
運

び
彼
女

の
た

め
に
ボ
ー

ル
遊
び

を

す

る
と

こ
ろ

の
・
露

に
ち
な
ん

で
名
づ
け
ら
れ
た

そ
の
処
女
僧

た
ち
を

み
れ
ば
、
先
史
時
代

の
ア
テ
ー
ナ
ー
は
ミ
ノ

ア
の
母
性
神
と
ほ
と
ん
ど
区

別
す
る

こ
と
が

で
き
な

い
」

(
同
書

、
二
五

八
頁
)
。
ま

た
、

ア

レ
ー

フ
ォ
リ
ァ
祭

と

テ
ス
モ

フ
ォ
リ

ァ
祭

と

の
平
行
関
係

の
指
摘
、
そ
れ
ぞ
れ

の

う
ち

に
同

一
の
原
初
的
祭
式

の
、
異

な

っ
た
発

展
を
見
る
解

釈
が
あ

る
。

ア

レ
ー

フ

ォ
リ

ア
祭
は
、

エ
レ
ー

フ
ォ
リ

ア
祭

(
国
旨
①
冨

o
ユ
9。
)
と
か

エ
ル
セ
ー

フ

ォ
リ

ァ
祭

(
甲

。・①
嘗

o
ユ
9
)
と
も

呼
ば

れ

た
ら

し
く

、
後

者

の
場

合
は

た

し

か
に

「
露

を

運
ぶ

」

の
意

に
な

る
。

Z
出
。。
。,
o
ロ
・

O
傍

ら
ミ

ら
ミ

偽

織
ミ

鵯

龍
6
ミ

寒

ミ

ミ

凝
讐

§

b

ぎ

山

o
創
こ

く
o
一
]

"

b

・
ら
自

・

℃
Φ
蒔

㊦
・

旨

置

・

(
67

)

Q。
冒

o
P

o
b
●
9
け
こ

b
●
島

・

∪
Φ
コ
ぴ
器

5

0
b
●
自
け
こ

b
.
崔

●

な

お

、

パ

ウ

サ

ニ

ア

ス
は

ア

テ
ナ

イ

王

エ
リ

ク
ト

ニ
オ

ス
の
神

話

(蛇

子

)

に

つ
い

て
、

次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
1

「
伝

承

に
よ

る
と
、

こ

の
ア
グ

ラ
ウ

ロ
ス
と
彼

女

の
姉
妹

の

ヘ
ル

セ
と
パ

ン
ド

ロ
ソ
ス
に

ア
テ
ー

ナ

ー

女
神

が

・

エ
リ

ク

ト

ニ
オ

ス
を
中

に
詰

め

た
箱

を

授

け

、

付

託

さ

れ

た
も

の

に

つ
い

て

い
た

ず

ら

な

好
奇

心
を

働

か
さ

な

い
よ

う

警

告

し

た
。

パ

ン
ド

ロ

ソ

ス
は

そ

の
言
葉

に

し

た
が

っ
た

が

、

ふ

た

り

の
姉

妹

の
ほ

う

は

、

い
か

ん

せ

ん

箱

を

開

け

て

し
ま

っ
た

も

の
だ

か
ら

、

エ
リ

ス
ト

ニ

オ

ス

の
姿

を

見

て

た

ち

ま

ち

狂
気

に
襲

わ

れ

、

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス

の
も

っ
と
も

切

り

立

っ
た

場

所

か

ら

身

を

投
げ

た

と

い

う
」

(
℃
9。
¢
の
9
昌
一餌
ω
"
潤

一
〇。
思
P

馬

場

訳

、

上

、

八

四
頁

)
。

9

・
冨

口

q
8

匡

累

導
き

偽

、
蟄
ミ
壽
§

§

ミ

暗
N
食

しu
暮

♂
げ

寓

賃
ω
①
β
日

勺
目
①
。。
ω
"
H
⑩
⑩
♪

薯

●
自

ム

曽

、、≧

爵

o
品

げ

冨

≦
器

げ
。
旨

o
h

ひ
プ
Φ

国
⇔
詳
互

爵

雪
無
。
同
p

国
ユ
。
ゴ
昏

§

貯
ω

≦
霧

巴
ω
0

9

。
巨

山

。
h

≧

冨

コ
9。

9
口
◎

出
Φ
嘗

9
㊦
ω
け
信
。α
・

.
:

(
日
冨

α
巴

轟

菖
8

0
h
ほ
の

ロ
9
日
Φ

冒

口
の
轟

ξ

αq
ぞ
8

器

§

§

℃
≦
8

ご

鋤
巳

§

§

、
夢

㊦
Φ
舘

ひ『

)
・
:
℃
9
昌
山
。
噌
㊤

一ω

h
。
『
σq
㊦
島

ξ

。。9

零

§

壽
ミ

M
9

①
6
轟

津
ω
日
9。
p
.
ω
玲

筥

甲
国
旨

げ
誓

8

三
。・
"
げ
網

8

暮

罠

ωダ

置

窪

①

魯

ま

o
h

冨

隆

8

・
、.

切
o
げ
Φ
『
け
。D
。
ロ
・
鋤
『
け
・
。
　げ
こ

b
●
①
曽

、、匪

㊦

舜

ヨ
①

国
蔚

げ
夢

。
巳

。
9

、.出
①
δ

h
1
9

曾

<
Φ
q

i
①
9。
詳
げ
.、
(
霞
ゴ

昌

暮

3

γ

ω
三
け
ω

9

ω
コ
餌
犀
①

昌
。

一①
。,
の

誓

p
ロ

爵

。

コ
9。
臼
Φ

国
Φ
ζ

。
冨

旧
h
。
円

普

鴇

Φ
ω

8

日
①

。
暮

亀

昏

。

$

答
貫

自

舘

⑦

の
。
品

暮

冒

昌
巳

①
贔

『
8

己

冨

ω
。。
　。
σq
①
。。
・

穿

目
。Q

夢

①

の
け
。
円
蟹

穿

。

些

Φ

碁

巴

§

σq
Φ
の

節

藝

げ
g
≦
§

叶
冨

蛍

冨

。・
雲

①

・
≧

げ
⑦
晋

§

冨

閑
霞

§

』

昌
侮

爵

。

一昌
h
9
暮

・。
昌
-。
吋
①

一昌

ω
。
=
窪

①
節
¢
け

　

ロ

と

〉

ぴ
げ
①
昌
ρ

国
コ
O
げ
σ
O
昌
H
O
qα
●

(
68

)

勺
餌
円
閃
ρ

O
b
・
O
騨

こ

b
.
ド
①
ピ

(
69

)

〉
冨

8

冨

彗

①
。。
"
日
冨

ω
ヨ
8

げ
。
ユ
器

o
岳

鉾

○。
。。
卜。
舶
国
葵

}㊦
。・
冨
N
O
屋

鉾

昌◎。
・

い
8

戸

。。

<
○
一。。
し

戸

署

』

O
午

図
8

唄
薯

・
卜。
㎝
O
山

蟄

・

『
ギ

リ

シ

ア
喜

劇

H
』
、

二
七

六
頁

、

四

三

〇

頁
。

(
70

)

∪
Φ
昌

器
さ

8

G
暮

こ

b
・
腿
O

塗

勺
鋤
蒔

P

8

●
葺

こ

冒
」

α
㊤

(
ω9

呂

8

8

い
目
9
き

)
・

。
h
・
G。
巨

○
⇔
・
。
娼
・
。言

・
薯

」

㌣

8

・

(
71

)

出
㊤
愚

o
自
9。
江
8

。。
.
<
』

甑

も
ミ

"
b
暗
ぎ

窒

§

欝

織
ミ

O
ミ

§

恥魯
§

§

、§

浮
§

巴

こ

勾
Φ
穿

q
鋤
。
。
げ
ざ

。。
①
①

悶
ω
・

頃
節
円
犀
①
・
。
b
・



104

O
旨

こ

娼

.
一
笥
↓
◎

(
72
)

勺
p
同
閃
の
噂
。
b
.
暮

こ

b
」

盟

・

ス
キ
!

ロ
ン
の
地

は
、

か

つ
て
ア
テ
ナ
イ
と

エ
レ
ウ

シ
ス
の
戦
争

の
と
き
、
ド
ド

ナ

の
預

言
者

ス
キ
ー

ロ
ス

(図
融
ミ
λ

)
が
落
命
し
た
場
所

で
あ

っ
て
、
彼

は
水
勢

は
げ

し

い
川

の
ほ
と
り

に
葬
ら
れ

た
。

地
名
は
こ

の
英
雄

に
因

む
も

の
で
あ

る
と
い
う
・

ア
テ
ナ
イ
か
ら

エ
レ
ウ

シ
ス

へ
向

か
う
聖
道

に
沿

っ
た

こ
の
近
辺

に
は
、
ケ

フ
ィ
ソ
ス
川

の
手
前
に
ラ
キ
ア
ダ
イ
区
が
あ
り
、

そ
こ
に
西
風
ゼ

フ

ユ

ロ
ス
の
祭
壇

や
、
デ

ー
メ
ー

テ
ー

ル
と

コ
レ
ー

の
神
域

(
両
神
と
並

ん
で
ア

テ
ー
ナ
!
と
ポ

セ
イ
ド

ー

ン
が
祀

っ
て
あ
る
)
や
英
雄

フ

ユ
タ

ロ
ス

の
墓

(デ
ー

メ
ー

テ
ー
ル
か
ら
イ

チ
ジ

ク
を
も
ら

っ
た
と
い
う
)
が
あ

る
。
そ
し

て
川
を
渡
る
と
、
ゼ
ゥ

ス

・
メ
イ
リ

キ
オ

ス
の
古
い
祭
壇

(
テ
ー

セ
ウ

ス
が
汚
れ
を
浄
め
た

と
い
う

)
が
あ
る
。

勺
碧

器

巳
器

鴇
押

9

G。
①
1
曽

・

飯
尾
訳
、

七

四
ー

七
六
頁
。

(
73
)

そ

の
ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
上

の
位
置

に

つ
い
て
、
最
近

の

ロ
バ

ー
ト

ソ
ン
の
研
究

は

「
エ
レ
ク
テ
イ
オ

ン
」

が
ア

ク

ロ
ポ
リ

ス
の
東
端
に
あ
り
、
古

い

ア
テ
ナ

イ

の
中

心
部

.
南

東
地

区

の
上

方

に
讐
え

て
い
た

と
す

る
。
ま

た
、

そ

の
建
物

(o
貯
①
8
餌
)

の
屋

根

は
、

吹
抜

け

で
あ

っ
た
。

国
。
げ
①
詳
ω
。
昌
℃
餌
『
⇔
.
。
貯

"
薯

.
ω
刈
-
置

.

9
.
口
霞
ξ
一ゴ

o
b
'
9
け
こ

署

曾
一
◎。
Q。
山
○。
㊤
・

パ

ウ
サ

ニ
ア

ス
の
記
述

で
は
、
そ

の
入

口
前

に
ゼ

ウ

ス

.
ヒ

ュ
パ

ト

ス
の
祭
壇
が
あ

り
、
「
エ
レ
ク
テ
イ
オ

ン
」
内

に
入
る
と
、
最
初

の
室

に
は
ポ

セ
イ
ド

ー

ン

・
エ
レ
ク

テ
ゥ

ス
・
ブ

ー

テ
ー

ス
・

へ
ー
パ
イ

ス
ト

ス
の
た
め

の
三
基

の
祭
壇
が

並
ぶ
。
ま
た
内
側

の
第

二
室
に
は
海

水
を
入
れ
た
水
盤
が
あ
り
、
南
風
が
吹

く
と
波
音
を
響
か
せ
る
。

勺
き

鶏
巳
餌
の
飼

鵠
ρ

野

飯
尾
訳
、

五
二
頁
。

(
74
)

へ
ー
リ
オ

ス
は
天
体
と
し

て
の
太
陽

の
擬
人
化

で
あ
る
が
、
ギ
リ

シ
ア
で
は
彼

の
崇
拝

は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。

た
だ
し
・

例
外

的
に

ロ
ド

ス

島

で
は
主
神

で
あ

っ
た

(
高
津
春
繁

『
ギ
リ

シ
ア

・
ロ
!

マ
神
話
辞

典
』

二
四
八
ー

二
四
九
頁
参

照
)
。

ま
た
、
プ

ラ
ト

ン
の
作
品
で
は

ヘ
ー
リ

オ

ス
は
、

他

の
天
体

と
と
も

に
神

と
さ
れ

て
い
る

(
『
ソ
ク

ラ

テ

ス
の
弁
明
』
図
①

げ
、

『
国
家
』
<
ど

⊆η
O
Q。

餌
、

『
法
律
』

×
"
Q。
Q。
①
血
」
Q。
○。
刈
虫

×
戸

⑩
ま

9
i
㊤
ミ

㊤
)
。

し
か
し
、
古
拙
期

な
い
し
古
典
期

の
ア
テ
ナ
イ

で

ヘ
ー
リ

オ

ス
は
崇

拝
さ
れ

て
い
な

か

っ
た

か
ら
、

ヘ
ー
リ
オ

ス
の
神

官

の
存
在
を
疑

問
視
す

る
見
方
が
あ

る

(℃
p
蒔
ρ

o
や

暮

こ

℃
.
崩
c。
)
。

こ
れ

に
対
し

て
、

へ
ー
リ

オ

ス
尊
崇

は

ミ

ュ
ケ
!
ナ
イ
時
代

か
ら
古

典
期
に
至
る
ま

で
貴
族

的
氏
族

の
中

に
生
き

な
が
ら
え

て
き
た

1

例
え
ば

『
イ
ー
リ

ア

ス
』
目

b
謡

や

『
オ
デ

ュ
ッ
セ
イ

ァ
』
×
自
で
神

と
さ

れ
て
い
る

ー

と
し
、

へ
ー
リ

オ

ス
の
神
官

の
同
行
は

ア
テ
ナ
イ
ー

エ
レ
ウ

シ
ス
問

の
宗
教
的
契
約
を
毎
年
更
新
す
る
誓
約

の
た

め
に
必
要
で
あ

っ

た
と
す

る
解
釈
が
あ

る

(
ω
冒

o
P

8

.
。
一け
こ

薯

』

。。
ー
b。
蒔

)。
他

に
、

ロ
バ
ー

ト

ソ
ン
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
で

の

へ
ー
リ
オ

ス
は
正
確

に
は

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
に
祭
壇
を
も

つ
ゼ
ウ

ス

.
ヒ

ュ
パ

ト

ス

(
h
至
高

の
座

に
坐
す
)

の
こ
と
で
、
そ

の
形
容
辞
は
、
晴
天

の
空

の
太
陽

の
位
置
を
示
す
と

い
う
。

図
○
げ
o
言
ω
O
P

母
戸

鼻

こ

b
'
詔

・

(
75

)

℃
鋤
居
評
Φ
・
。
P

。
貯

・
薯

・
嶺
c。
1
一
紹

・

プ

ル

タ

ー

ク

に

よ

れ
ば

、

ア

テ
ナ

イ
人

は

三

つ
の
聖

な

る
耕

作

を

実

践

す

る
・

i

第

位

置

に

ス
キ

ー

ロ

ン
で

、

第

二

に

エ
レ

ウ

シ

ス
付

近

の

ラ
リ

オ

ン
平

野

で
、

第

三

に

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス

の

下

の

「
牛

の
く

び

き

」

と

呼

ば

れ

る

場

所

で

(四
暮
鉾
。
互

さ

ミ

§

置
ら
〉
)
。
ま
た
、

ス
キ
ラ
祭
は
本
来
、
脱
穀
祭

(
ス
キ

ラ
ー1
白

い
も

の
、
脱
穀

さ
れ
た
大
麦

)
で
あ

り
、
王

エ
レ
ク
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テ
ウ

ス

〈
そ

の
名

は

「
脱

穀

者

」

の
意

)

に

よ

っ
て
、

ア

ク

ロ
ポ

リ

ス
上

の
ア

テ

ー

ナ

ー

と

ア

テ
ナ

イ

西
方

の
耕
地

ス
キ

ー

ロ
ン
は
結

び

つ
け

ら

れ

て

い

る

、

と

す

る
最

近

の
解

釈

が

あ

る

。

閑
o
げ
賃
$
o
P

胃

↑
.
簿

こ

b
b
・
総
凸

①
。

(
76

)

〉
激

8

α
Φ
日
o
。。
<
8

爵

Φげ
碧

噂
窮

}ま

望

ω
。。
こ。
周
㊤
.

霊

蒔

9

8

.
6
貯

℃
b
」

①
O
・

(
77

)

℃
p
ロ
ω
p
巳
器

"
押

漣

"
幽
・

馬

場

訳

、

上

、

一

一
二
頁
ー

=

三
頁

。

(
78

)

℃
き

ω
p
巳
簿
9

押

鵠

"
一
〇
・

馬

場

訳

、

上

、

=

二
六

頁
。

(
79
)

〉
蔚

8

喜

き

Φ
。・
噂
目
o
①戸

押

b
b
●
ω
置

山

闘

●

『
ギ

リ

シ

ア
喜

劇

1
』
、

二

八

六

頁
。

(
な

お

、

ア
リ

ス
ト
パ

ネ

ス

の

『
雲

』

は
前

四

二
三

年

、

都

市

デ

ィ
オ

ニ

ュ
シ

ア
祭

初

演

で

あ

る
。
)

(
80

)

b
①
の
o
置
器
。・
鴇
。。
"
睦

…
い
o
①
げ
"
P

鋤
8

・

勺
舘

評
P

o
b
・
葺

こ

b
」

①
。。
曾

(
通

常

用

い
ら

れ

た

方

法

は
、

そ
れ

ら

を

海

に
投

げ

捨

て
る

こ

と

で
あ

っ
た
。
)

(
81
)

U
①
g
び
昌
①
び

o
b
.
9
け
こ

薯

`
一
伽
○。
論
●

℃
簿
蒔
ρ

O
b
.
息
け
こ

冒
b
」

①
ω
山
①
q
●

ブ

ー

フ
ォ

ニ
ア

に

つ
い
て
は
、
パ

ウ
サ

ニ
ア
ス
の
記
事

の
他

に
、
ポ

ル

フ

ユ
リ

オ

ス

(
℃
o
壱
ξ

ユ
o
。。
堕
ρ

鱒
G。
甲

o
●
c。
8

)

の
記
事

が

あ

り
、

両
者

の
間

に
若

干

食

い
違

う
点

が

あ

る
。

こ

の
点

、
9

'

勺
鋤
蒔
P

O
b
.
o
騨
こ

b
b
り
一
罐
山
①
刈
・

以
前

に
は
、
ト
ー

テ
ム
理
論
を
使

っ
た
次

の
よ
う
な
説

明
が
行
わ
れ

た
。

「
ア

ッ
テ

ィ
カ

の
大
氏
族
は
す

べ

て
そ

の
先
祖

の
標
識
を
持

っ
て

い

て
、

こ
れ
を
彼
ら

は

ス
パ

ル
ト
イ
と
同

じ
よ

う
に
彼

ら

の
楯

に
示
し
た
…
…
。
牡
牛

の
頭
は
ブ

ー
タ
ダ

イ

の
政
治
的
勢

力
が
全
盛

期

に
あ

っ
た
頃

の
鋳
貨

に
そ
れ
が
現
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
確

か
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

の

『
牛
飼

い

(げ
o
評
Φ
。。
)

の
息

子
た
ち
』

が

ア
テ
ネ

の
ブ
ー

フ
ォ
ニ

ア
しu
O
§

げ
o
巳
㊤
に
世
襲

的

に
参
加

し
て

い
た

こ
と
は
、
全

く
確
実

と
は

い
え
な

い
ま

で
も

、
あ

り

そ
う
な
事

で
あ

る
。

そ
し

て
こ
の
ブ

ー

フ
ォ

ニ
ァ
は
共
同
体
的
氏
族
祭
典
を
型
ど

っ
た
跡
を

明
白

に
示
し
て
い
る
祝
祭

で
あ
る
。

そ
れ

は
牡
牛

の
犠
牲

よ
り
成
り
、
ト
ー

テ
ム
の
タ
ブ

ー

の
違

反

の
た
め

に
普
通

に
用

い
ら
れ
る

よ
う
な
罪

亡
ぼ
し

の
儀
式

を
と
も
な

っ
て
い
た
」

(
ト

ム

ソ
ン
、
前
掲
、
上
、

一
〇

九
-

一
一
〇
頁

)。

「
牡

牛

を
選

ぶ
習
慣

は

1

牡
牛

は
祭

壇

の
上
に

の
せ

て
あ

る
麦

を
食

べ
る
よ

う
に
誘
わ

れ
た

の
で
あ

る
が

(
℃
9
=
ロα
.
一
。
bO
蔭
.
蔭
)

責
任

を

こ

の
牛

に
着

せ
る
た
め

の
も

の
で
あ

っ
た
…

…
。
そ

の
皮

は
あ

と

で
藁
を

つ
め

て
鋤
に

つ
な
が
れ
た

(勺
o
円
℃
げ
。
L♪
げ
Qα
.
卜o
・
図
⑩
1
こQ
O
)
、
そ
し

て
こ
の
事

は

破

ら
れ

た

タ
ブ

ー
が
黎

牛

の
屠
殺
を
禁
じ
た
古

い
規
則

で
あ

っ
た

こ
と
を
暗

示
し

て
い
る
」

(
同
書

、
三
〇

四
頁
、
註
九
〇

)。

し
か
し
、
パ

ー

ク

に
よ
れ
ば

、

ア

ッ
テ

ィ
カ
で
牛
が

ト
ー

テ
ム

の
動
物

と
し

て
扱
わ
れ
た

こ
と
を
示
唆
す

る
も

の
は
何
も

な

い
と

い
う
。

℃
9
蒔
ρ

o
b
.
簿

こ

b
・

一
①
伽
.

(
82

)

勺
鋤
葵

P

o
b
.
o
騨
こ

b
」

$

●

(
83

)

]≦

犀
9D
Hω
o
P

8

.
o
騨
こ

b
」

Q。
O
●

(
84

)

ア

ル

コ
ー

ン

の
就

任

式

に
関

し

て

は
、
ア
ゴ

ラ

の

西
北

隅

に
あ

る
列

柱

館

「
ス
ト

ア

・バ

シ

レ
イ

オ

ス
」
の
前

に
宣

誓

の
た

め

の
「
石
」
(
ミ

魅
。
A
)
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i

幅

一
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
三

メ
ー
ト

ル
、
高
さ
○

・
四
メ
ー
ト
ル
の
ポ

ロ
ス

(
ミ

ュ
ケ
ー

ナ
イ
時
代

の
ト

ロ
ス
墳
墓

の
ま
ぐ
さ

石
か
ら
採

ら
れ

た
も

の
か
)
が

置
か
れ

て
い
た
。

ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、

九
人

の
ア
ル

コ
ー

ン
は
評
議
会

で

の
資
格
審
査

の
後
、
「
切
り
刻
ま
れ

た
犠

牲

獣

の
横
た

わ
る
石

の
前

に
進
」

み

(届
黛
勲

曾

ξ

へ
こ

融

嫡
曾

熱

偽
ミ

書

、
&

鈷

ご

ミ

、
伽
ミ

遷
)
、

こ

の
石

の
上

に
登

っ
て
、
正
し
く

法
律
に
従

っ
て
治
め
、
収
賄
し
な

い
こ
と
を
誓

う
。
そ

の
後

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
に
進

み
、

そ
こ
で
再
び

同
じ
誓

い
を
な

し
、

し
か
る
後

に
任
務

に

つ

く

の
で
あ
る
。

山
ミ
鳴
§
蝋§

、
o
ミ
禽
3

い
<
"
臼

く
月

一
●

ピ
o
①
ρ

b
.
嵩
曽

b
・
b。
㊦
●

邦

訳
、
九
ニ
ー

九
四
頁
、
お
よ
び

一
四
四
頁
訳
註

。

即
げ
o
画
①
9

0
0
ミ
ミ
§
ミ
謎
b
薯

●
一。。
㎝
1
μ
G。
①
●

な
お
、
パ

ー
ク
に
よ
れ
ば
、
そ

の
供
犠

の
場
所

は
ア
ゴ
ラ
に
あ
る
列
柱
館

「
ゼ
ウ

ス
の

ス
ト
ア
」

の
前
で
、

ゼ
ウ

ス
像
が
建

っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
と

い
う
。

℃
餌
蒔
ρ

o
戸

葺

こ

b
」

紹

・

∪
①
昌

器
さ

o
b
・
鼻

こ

b
・
H
胡

'

し
か

し
、

パ
ウ

サ

ニ
ウ

ス
に
よ
れ
ば
、

こ
れ

は
ゼ

ウ

ス

・
エ
レ
ウ

テ
リ
オ

ス

(
田
雲

夢
㊦
臥
o
ω
H
自
由
護
持

の
)

の
像

で
あ

っ
た
。

℃
碧

。。
9。
巳
餌
9

押

。。
博

一幽

・

飯
尾
訳
、

八
頁
。

プ

ラ
ト

ン

『
テ
ア
ゲ

ス
』
匿
一
》
や

『
エ
リ

ュ
ク
シ
ア
ス
』
G。
凹
⑩

〉
に
も
、
解
放

の
神
ゼ

ゥ

ス
の
柱
廊

と
し

て
で

て
い

る
。
プ

ラ
ト

ン
全
集

七
、

四
頁
、

同
十
五
、

一
一
四
頁
。

(
85
)

ξ

ω
寅
ρ

図
◎

9

い
o
Φ
戸

b
.
窃
2

.

勺
餌
蒔
9

0
b
。
鉱
け
こ

b
b
」
密
1
一①
Φ
.

「
ア
テ
ナ
イ
人
が

元
旦
の
た
め
に
国
家

の
祭
を
何
ら
も
た
な

か

っ

た

こ
と

は
注

目

に
値

す

る
。

か

れ
ら

に

と

っ
て
は
、

他

の
ギ

リ

シ
ア
人

同
様

、
年

よ

り
も

む

し
ろ
月

が
意

義

深

い
宗

教

的
単

位

で
あ

っ
た
」

(
勺
㊤
美
ρ

o
宰

o
害
こ

b
』

⑩
)。

三

ア
テ
ナ
イ

の
夏

の
祝
祭

(年
始
)

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ

!

ン

の
月

の
祝
祭

。

四

日

、

ア

フ

ロ
デ

ィ
シ

ア
祭

。

七

日

、

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

ァ
祭

。

一
二

日

、

ク

ロ

ニ
ア
祭

。

一
五

日
～

一

六

日
、

シ

ュ
ノ

イ

キ

ア
祭

。

一
六

日
、

エ
イ

レ
ー

ネ

ー
祭

。

二
三

日
～

三

〇

日
、
パ

ン

ア

テ
ー

ナ

イ

ァ
祭

(
二

八

日
、

「
ペ
プ

ロ

ス
奉

納

」
)。

メ
タ
ゲ

イ
ト

ニ
オ

ー
ン

の
月

の
祝
祭
。
ー

七
日
、

メ
タ
ゲ

イ
ト

ニ
ア
祭
。

一
五
日
～

一
八
日

(
ま
た

は

=
二
日
～

二
〇

日

の
間

の
四
日
間

)
、

エ

レ
ウ

シ

ニ
ア
祭

。

日
付

不

明
、

キ

ュ
ノ

サ

ル
ゲ

ス

で

の

へ
ー

ラ

ク

レ
イ

ア
祭

。

ま

ず

、

ア

フ

ロ
デ

ィ
シ
ア
祭

(>
b
ぼ

o
象
ω
冨
)
が
多

分

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ

!

ン
の
月

の
四

日
に
行

わ

れ

た
。

そ
れ

は

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー

・
パ

ン
デ

ー

モ

ス

(℃
碧

α
Φ日
○
。。
握
全

市

区

で
祀

る

)
と
説
得

の
擬

人
化

さ

れ
た

女
神

ペ
イ

ト
ー

(
勺
Φ
一夢
o
)
と

の
祭

祀

で
あ

っ
て
、
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両
神
を
た
た
え
る
行
列
が
あ

っ
た
。
前

二
八
七
年
頃

の
碑
文

に
よ
れ
ば
、
祭
式

と
し
て

「
父
祖
伝
来

の
仕
来
り

に
よ

っ
て
」
(養

建

ミ

蝕

是

§

)
聖
所
を
鳩

の
血
で
浄
化
す

る
こ
と
や
、
祭
壇

に
石
灰
塗
料
を
塗
る

こ
と
や
、
祭
神
像
が
そ

の
洗
浄

の
場
所
ま
で
行
列
を
な
し

ハ
　

て
運

ば

れ

る

こ
と
が

記
さ

れ

て
い

る
。

ま

た
、
パ

ウ

サ

ニ
ア

ス
は
次

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

ア
プ

ロ
デ

ィ
ー

テ
ー

・
パ

ン
デ

ー

モ

ス
の
祭

祀

は
、

テ
ー

セ
ウ

ス
が

ア
テ
ナ
イ

の
人

々
を

田
園
諸

集
落

(デ

ー

モ
イ

)
か
ら
、

た

っ
た

一
つ
の
中

心
市

に
移

ら

せ
た

と
き

に
、

説
得

女

神

ペ
イ

ト
ー

の
祭

祀

と

合
わ

せ

て
定

め
た
も

の
で
あ

る
。

古

来

の
祭
神

像

は
両
女

神

と
も
私

の
と
き

に
は
す

で

に
な

か

っ
た
。

し

　
　
　

か
し
、

私

の
見
た

現
在

の
像

も

、
全

く

の
無
名

と

は
言
え

な

い
工
匠

た

ち

の
作

品

で
あ

る
。

次

に
、

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

ァ
祭

(=
①評
鋤
け
○
日
げ
節
一節
)
が

か

つ
て

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ
ー

ン
の
月

の
七

日

に
行
わ

れ

た

。

そ
れ

は

百
頭

(
ヘ

カ
ト

ン
)

の
犠

牲
獣

(
ボ

ウ

ス
)が

供

え

ら
れ

た
神

、

ア
ポ

ロ
ー

ン

・
ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

ア

の
祭

祀

で
あ

っ
た
。

し

か

し
、

こ

の
祭

は
、

古

　　

典

期

に
な

る
前

に
重
要

性

を
失

っ
て
し
ま

い
、
た
だ

月

の
名

の
み
を

そ

の
残
存

物

と

し

て
残

し
た

。

次

に
、

ク

ロ

ニ
ア
祭

(訳
8

巳
帥
)
が

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ
ー

ン
の
月

の

一
二

日
に
行

わ

れ
た

。

そ
れ

は

テ

ィ
タ

ー

ン
神
族

の
神

ク

ロ
ノ

ス

(区
8

昌
o
ω
)
に
捧

げ

ら
れ

た
祭

日

で
あ

っ
た
。

ア

テ
ナ

イ

に
は

オ
リ

ュ
ン
ピ

エ
イ

オ

ン
の
ゼ

ウ

ス
神

殿

の
傍

に
、

ク

ロ
ノ

ス
の
聖

域

が

あ

っ
た
。

ク

ロ
ノ

ス
は

元
来

、
穀

物
収

穫

の
神

で
、
刈

入
れ

用

の
鎌

を

そ

の

シ
ン
ボ

ル
と
し

て
も

つ
。
彼

の
地

位

が
他

の
神

々
に
取

っ

て
代

わ
ら

れ
た
後

は
、

神

話

に
従

っ
て
ゼ

ウ

ス

の
父
と

し

て
残

存

し

た
。

初

期

の
時
代

に
、

こ

の
祭
は

月

に
名

を
与

え

て

ク

ロ
ニ
オ
ー

ン

の
月

と
呼
ば

れ

て
い
た
が

、
後

に

ヘ
カ
ト

ン
バ
イ

オ

ー

ン
の
月

と
な

っ
た
。

古
典

期

ま

で
に

こ

の
日

の
祭
式

と

し

て
残
存

し
た

唯

一
の
特

徴

は

、
農

場

で
働

く
全

て

の
者

が
参

加
す

る

一
種

の
収
穫

の
食

事

が
あ

っ
た

こ
と
で
あ

る
。

デ

モ

ス
テ
ネ

ス
や
プ

ル

タ
ー

ク
に
よ
れ

ば
、

　
お
　

奴

隷

も

こ

の
日
ば

か
り

は
主

人

と
と
も

に
食

事

(
ク

ロ

ニ
ア

の
食

事

)
を

と

っ
た
後
、

自
分

た

ち

の
休

日
を
楽

し
む

こ
と
が

で
き
た

。

次

に
、

シ

ュ
ノ
イ
キ

ア
祭

(○。
旨

o
匿

9
)
は

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ
ー

ン
の
月

の

一
五
日
～

一
六
日

に
行

わ
れ

た
。

そ
れ

は

テ
ー

セ
ゥ

ス
に

帰

さ

れ

て

い
る

シ

ュ
ノ
イ
キ

ス
モ

ス
、
す

な

わ

ち

ア

ッ
テ
イ

ヵ

の
人

々
の

一
共

同
体

へ
の
統

合
を

祝
う

祭

で
あ

っ
て
、

ト

ゥ
キ

ュ
デ

ィ
デ

　
　

　

ス

の
時

代

に

は

ア

テ

ー

ナ

ー

・
ポ

リ

ア

ス

の
た

め

の
国

家

祭

祀

と

な

っ
た

。

前

五

世

紀

後

半

(
ら
O
。。
＼
卜。
1
鼻
O
O
＼
G。
㊤
㊤

しu
畢
○
●
)

の
国

家

供

犠



log

暦

の

「
隔
年
祭
」
に
記
さ
れ
た
祭

-

そ

の
名
前

は
現
わ
れ

て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に

シ

ュ
ノ
イ
キ
ア
祭
で
あ
る

は

一
五
日
と

一
六

日

の

二
日
間

に
わ

た

る
。

そ

の
最
初

の
日

に
は
若

い
羊

一
頭

の
供

犠
、

次

の
日
に
は
ゼ

ウ

ス

・
フ
ラ
ト
リ

オ

ス
と

ア

テ
!

ナ

ー

・
フ
ラ
ト

リ

ア
に
対
す

る
若

い
牛

二
頭

の
供
犠

が
行

わ
れ

る
。

こ

の
祭

は

ア

ル
カ
イ

ッ
ク
な

、
ま

た
貴

族
制

的
な

性
格

を
も

つ
も

の
で
、

イ

オ

ニ
ア

人

の
四
部
族

の
長

で
あ

る

フ
ィ

ロ
バ

シ
レ
イ

ス
に

因
む
基

金

(
紳

N
§

魯

ご

も

§

島
へ
謹

冥

そ
れ

か
ら

祭

の
費

用
を
支
払

う

)

へ
の

言

及

や
、
ゲ

レ
オ

ン
テ

ス
部
族

(ま

た
、

そ

の

一
ト
リ

ッ
テ

ユ
ス

「
白

い

ヘ
ッ
ド
バ

ン
ド

の
人

々
」

)

へ
の
特
別

の
言

及
が

な
さ

れ

て

い

　
の
　
る
。

シ

ュ
ノ
イ

キ

ア
祭

に
は
、

テ
ー

セ
ウ

ス
伝
説

と
結

び

つ
い
た
他

の
祝
祭

と
同
様

に

「
例
年

祭
」

が

あ
り

、
そ

れ
は

一
六
日

に
行

わ

れ

　
　
　

た

と
推
定

さ
れ

る
。

次

に
、

エ
イ

レ
ー
ネ

ー
祭

(国
一お
昌
Φ
)
が

ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ
ー

ン
の
月

の

一
六

日
に
行

わ

れ
た
。

そ
れ

は
平
和

の
擬

人
化

さ
れ

た

女
神

エ
イ

レ
ー
ネ

ー

(国
号

営

郎
)

の
祭

で
あ

っ
て
、
前

四
世
紀

に

ス
パ

ル
タ
と

の
間

に
よ

う
や
く

休
戦

が

成
立

し

た

と
き

(。。
置

しo
●
O
●
)、

平
和

を

願

っ
て
制

定

さ
れ

た

新

し

い
祭

祀

で

あ

っ
た

(
シ

ュ
ノ
イ

キ

ア
祭

と

同
じ

日

に
行
わ

れ

た

)。

エ
イ

レ
ー
ネ

ー

は
、

ア
ゴ

ラ

の
祭

壇

で
公

的
崇

拝

を

受

け
た

。

ケ

フ
ィ

ソ
ド

ト

ス

(○
魯

三
ω
o
α
○
ε

ω
.
プ

ラ

ク

シ

テ
レ

ス
の
父
)

に

よ

っ
て
作

ら
れ

た

エ
イ

レ
ー

ネ

ー

の

崇

拝
彫

像

は
傑

作

で
あ

り
、

そ

の
子
プ

ル
ー

ト

ス

(富

を
擬

人
化

し
た

神

)
を
抱

く
姿

で

示
さ
れ

た
。

ス
パ

ル
タ
と

の
平
和

は

一
年

ほ
ど

し
か
続

か
な
か

っ
た

が
、

こ

の
崇
拝

は
存
続

し
た

し
、
前

三

三

三
年

に
は
将

軍
た

ち
が

こ

の
日

に
か
な

り

の
犠
牲

を
捧
げ

た

こ
と
が
確

か

　
　

　

め

ら
れ

る
。

次

に
、
パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ア
祭

(℃
餌
昌
餌
けげ
①昌
9
一9
)
が

ヘ
カ
ト

ン
バ
イ

オ
ー

ン

の
月

の
二
三

日
～

三
〇

日

に
行
わ

れ
た

。

そ

の
祭

の
中

日
は

ア

テ
ー
ナ

ー

・
ポ
リ

ア

ス
の
た

め

の

「
ペ
プ

ロ
ス
奉

納
」

の
行

わ
れ

る

二
八

日
で
、

こ
の

日
を

中

心

に
前

後

四

日
以
上
続

く

ア

テ
ナ

　
が
　

イ

の
最

大

の
祭

典

で
あ

っ
た
。
年

ご

と

の
パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ア
祭

(口
§

黛
S

遷

ミ

鈷

ミ

N
.
伽
ミ

き

ご

ヒ
)
と

四
年

に

一
度

(
オ
リ

ュ

ン
ピ

ア
期

の
第

三
年

)

の
大
パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ァ
祭

(口
§

ミ

営

ミ

黛

鈷

§

誌

討

)
が

あ

っ
た
。

す

で
に

ホ

メ
ー

ロ
ス

の

『
イ

ー
リ

ア

ス
』

に
記

さ
れ

て
い
る
よ

う

に
、

ア

テ
ー
ナ
ー

へ
奉

献
す

る
例
年

の
祭

は
古
く

か
ら

行

わ
れ

て
い
(煙
。

そ

し

て
、

古
典

期

に
は

こ

の
祭
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は
真
に
ア

ッ
テ
ィ
カ
の
全
住
民
、
そ
れ
に
ア
テ
ナ
イ
帝
国

の
住
民
す
ら
も
、
都
市

の
偉
大
な
女
神
に
敬
意
を
表
す
た
め
に
結
集
す

る
大
式

典
と
な

っ
た
。
と

こ
ろ
で
、

ア
テ
ー
ナ
ー
に
奉
納
さ
れ
る
女
神

の
礼
服
ペ
プ

ロ
ス

(誌

註

λ

)
は
、

ア
テ
ナ
イ

の
貴
族

の
家
系

か
ら
選

ば
れ
た
少
女
た
ち

の

一
団

エ
ル
ガ

ス
テ

ィ
ナ
イ

(伽
ミ

§

鳥

て
ミ

)
に
よ

っ
て
織
ら
れ
た
。
お
よ
そ
九
ヵ
月
前

の
カ
ル
ケ
イ
ァ
祭

の
と
き
、

ア
ク
ロ
ポ
リ

ス
の
上
で
ア
テ
ー
ナ
ー
の
神
官

と
ア
レ
ー

フ
ォ
ロ
イ
役

の
二
人

の
少
女
に
よ

っ
て
織
機

に
縦
糸
が
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
後

エ

ル
ガ

ス
テ

ィ
ナ
イ
は
ウ
ー
ル
の
布
を
織
り
す
す

み
、
と
く
に
装
飾
に

つ
い
て
は

つ
づ
れ
織

り
の
様
式

で
そ
れ
を
衣
装
に
織
り
込
ん
だ
。

ペ

プ

ロ
ス
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
巨
人
族
と
の
戦

い
に
お
け
る
ア
テ
ー
ナ
ー

の
偉
業

の
よ
う
な
伝
統
的
主
題
が
用
い
ら
れ
、
黄
色
や
青
色

の
よ
う

な
鮮
や
か
な
色
彩
で
実
施
さ
托
煙
・
初
期

の
ペ
プ

ロ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
な
か

っ
た
が
、
少
な
く
と
も
前
五
世
紀
後
半
ま
で
に
、

そ
れ

は
船

の
帆
ほ
ど

の
大
き
さ

の
も

の
と
な

っ
た
。
聖
衣
を
風

に
な
び

か
せ
た
祭
礼
行
列
の
船
は
、

ケ
ラ
メ
イ

コ
ス
か
ら
ア
ゴ
ラ
経
由
で

ア
ク
ロ
ポ
リ

ス
斜
面

の

エ
レ
ウ
シ

ニ
オ

ン
ま
で
牽
引
さ
れ
た

(
こ
の
船
に
は
黄
金
色
そ

の
他

の
色
彩
豊
か
な
衣
装
を
着
た
神
官

や
女
性
神

官
が
乗

っ
て
い
た
)。

そ
の
先

の
プ

ロ
ピ

ュ
ラ
イ

ア
の
上
り
坂
は
あ
ま
り
に
も
大
変
だ

っ
た

の
で
、
ペ
プ

ロ
ス
は
取
り
外
さ
れ
て
ア
ク

ロ

ポ
リ

ス
上

へ
運
ば

托
拶
。

と
こ
ろ
で
、

ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
は

『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』

(第

六
〇
章

一
)
に

「
競
技
委
員
を
各
部
族
か
ら

一
名
ず

つ
、
都
合
十
名
を
抽
籔
す
る
。
彼
ら
は
資
格
審
査
を
受
け
た
後

四
年
間
在
任
し
、
パ

ン
ア
テ
ー
ナ
イ
ア
祭

の
祭
列
や
音
楽
競
技
や

体
育
競
技
や
競
馬
を
監
督
し
、
ア
テ
ー
ナ
ー
女
神

の
衣
装
を
作
ら
せ
、
評
議
会
と
協
力
し
て
両
手
壺
を
作
ら
せ
競
技

[優
勝
]
者

に
油
を

贈
る
」
。
ま
た

「
競
技
委
員

は
パ

ン
ア
テ
ー
ナ
イ
ァ
祭

の
行
な
わ
れ
る

ヘ
カ
ト

ン
バ
イ
オ
ー
ン
の
月
に
は
月

の
第

四
日
か
ら
プ
リ

ュ
タ
ネ

　
ふ

　

イ
オ

ン
で
食
事
す
る
」

(第

六
二
章

二
)
と
書

い
て
い
る
。

こ
の
競
技
委
員

(題

ご

象

焼
ミ

)
は
四
年
間
パ

ン
ア
テ
ー
ナ
イ
ア
祭
を
専
門

に
司
る
役
人
た
ち
で
、
祭

の
直
前
に
は
二
十

日
間
以
上

の
継
続
的
な
会
合
を
も

っ
て
準
備
に
当
た

っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
名
称
か
ら
す
れ

ば
、
当
初

の
任
務
は
こ
の
祭

の
諸
種
の
競
技
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
や
が

て
大
行
列
を
含
め
大
パ

ン
ア
テ
ー

　　

ナ

イ

ア
祭

全

体

の
責

任

を

も

つ
よ

う

に

な

っ
た

も

の
と

推

測

さ

れ

る

。

こ

れ

に

対

し

て

、

年

毎

の

(

}

噌

,

む
霞
N

O
℃
へ
9
q
N
O
ヒ
)

十

人

の
犠

牲

委

員

(
爾

、

へ
0
も
O
O
へ
O
へ
)

の
役

割

は

、

大

パ

ン

ア

テ

ー

ナ

イ

ア
祭

に

は

犠

牲

獣

を

供

え

る

の

み

で

あ

っ
た

が

、

大

パ

ン

ア

テ

ー

ナ

イ

ア
祭

を

除



X10

く

全

て

の
四
年

毎

の
祭

デ

ロ
ス

の
祭

へ
の
派
遣

、
ブ

ラ
ウ

ロ

ニ
ア
、

へ
ー

ラ

ク

レ
イ

ア
、

エ
レ
ウ

シ

ニ
ア

、

へ
ー
パ

イ

ス
テ
イ

ア

(
oD

)

(
01

)

…

を
担
当
し
だ

。
彼
ら
は
ま
た
例
年

の
パ

ン
ア
テ
ー
ナ
イ
ア
祭
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
パ

ン
ア

テ
ー
ナ

イ

ア
祭

の
初

め

の
数

日
は
、

馬
術

や
体

育
競

技

や
、

音
楽

の
競

演
が

行
わ
れ

た
。

パ

ン
ア

テ
ー

ナ
イ

ア

の
祭

日
や

ペ

プ

ロ
ス
奉

納

は
少

な
く

と
も

前

七
世
紀

か
ら

存
在

し

て

い
た

。

し
か

し
、
祭

の
大
衆

的
関

心
を
大

い
に
高

め
た

要
素

は
、

前

六
世
紀

に
加

え

ら
れ

た

ス
ポ

ー

ツ
競
技

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
で
あ

っ
た
。

ア

テ
ナ
イ

の
貴

族

ヒ

ッ
ポ

ク

レ
イ
デ

ス

(霞

窓

0
9
Φ乙
Φ
。。
)

は
前

五
六

六
/

五
年

に

ア
ル

コ
!

ン
と
な

り
、

オ
リ

ュ
ン
ピ

ア
を

始
め

と
す

る
幾

つ
か

の
パ

ン

ヘ
レ

ニ

ッ
ク
な
ゲ

ー
ム
に
な

ら

っ
て
、

ス
ポ

ー

ツ
競
技

会

を
創

(
皿

)

設

し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
れ
を
暦

主

ペ
イ

シ
ス
ト

ラ
ト

ス
が
発
展

さ

せ
、
さ
ら

に
パ

ン
ア

テ
ー
ナ
イ

ア
祭

独
自

の
も

の
と
し

て
、

ホ
メ
ー

ロ
ス
の
作

品

の
吟

唱

(
ラ
プ

ソ
ー
デ

ィ
ア
)

の
競
技

を
行

っ
た
。

そ

の
後

、

ペ
リ

ク

レ

ス
の
時
ま

で

に
さ
ま

ざ

ま
音
楽

的

コ
ン

テ
ス
ト
が

加
え

ら
れ

、

コ
ン
サ

ー
ト

・
ホ

ー

ル
と

し

て
オ
デ

オ

ン
が

建

て
ら

れ
た
。

音
楽

競

技

に
は
、

叙
事
詩

吟

唱

の
ほ

か
、

竪
琴

キ

タ
ラ
や
笛

に

合
わ

せ

た
歌

曲
、

キ

タ

ラ
や
笛

の

ソ

ロ
演

奏
が

あ

っ
た

。

ス
ポ

ー

ツ
競
技

に
は
、

徒

競
走

(
ス
タ
デ

ィ
オ

ン

)、

五
種

競
技

(
ペ

ン
タ
ト

ロ
ン
。

徒

競
走

、

幅

跳

び
、

円
盤

投
げ
、

槍

投
げ

、

レ

ス
リ

ン
グ

の
五
種

)、

レ

ス
リ

ン
グ
、

ボ

ク

シ

ン
グ

、

パ

ン
ク
ラ

テ

ィ
オ

ン

が
あ
り
、
競
技
者
は
年
齢

に
よ

っ
て
三
階
級

少
年
、

ヒ
ゲ

の
な

い
青
年
、
お
よ
び
壮
年

1

に
分
か
れ

て
い
た
。
馬
術
に
は
た
ん
な

る
乗

馬

の
他
、

四
頭

立

て

チ

ャ
リ

オ

ッ
ト

・
レ
ー

ス
、

二
頭
立

て
チ

ャ
リ

オ

ッ
ト

・
レ
ー

ス
、

馬
上

か
ら

の
槍

投
げ

な

ど
が
あ

っ
た

。

団

体

競
技

に
は
、

武
装

し

て
演

じ
ら

れ

る
ピ

ュ
リ

ッ
ク

●
ダ

ン

ス
・

男

ら

し
さ

の
徳

の
競

技

(
エ
ゥ

ア

ン
ド

廠

廻

)・

ペ
イ

ラ
イ

エ
ゥ

ス
に

(璽

(唖

お

け

る
船

の
レ
ー

ス
が

あ

っ
た
。

そ
れ
か

ら
、
大

行
列

の
日

の
前

日
夕
方

に
は

、
松

明
競
技

(
ラ

ン
パ

デ

ー
ド

ロ
ミ

ア
)
が
行

わ
れ

た
。

供

犠

の
た

め

の
ア

テ
ー
ナ

ー

の
祭

壇

の
火

は
、
デ

ィ
ピ

ュ
リ

ン
門

の
外

側

の
ア
カ
デ

メ
イ

ア
に
あ

る

エ
ロ
ー

ス
の
祭
壇

か
ら
採

ら
れ

た
。

そ
し

て
松

明
を
も

っ
て
走

る
個

人
的

レ
ー

ス
の
勝

者
、

つ
ま

り
松

明

の
火

を
消

さ
ず

に
到
着

し
た
最
初

の
走

者

の
松

明

に
よ

っ
て
点
火

さ

懇

・
人

々
は
こ
の
レ
ー

ス
を
観
戦
し
た
後
・
そ
の
ま
ま
少
女
中
心

の
夜
祭
り

(
パ

ン
ニ

ュ
ー
キ
ス
)
を
催
し

て
翌
朝
を
迎

愈

・

さ

て
、

パ

ン
ア

テ
ー
ナ

イ

ァ
祭

の
大

行
列

は
、

彫
刻
家

ペ
イ
デ

ィ
ア

ス
に
よ

っ
て
理

想
化

さ
れ

た
形

で
パ

ル

テ
ノ

ン

・
フ
リ

ー
ズ

の
な
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か

に
表

現

さ
れ

た
・

そ

の
た

め

に
パ

ル

テ

ノ

ン
の
本

堂

(
図
漬

λ

)
の
四
面
を

巡

る
、
高

さ

一
メ
ー

ト

ル
、

長
さ

一
六
〇

メ
ー
ト

ル

の

ブ

リ
ー
ズ

に
・
数
多
く

の
群
像

-

動
物

は
別
と
し
て
約
三
六
〇
人
の
人
物

を
描
き
、

こ
れ
ら
を

一
定

の
秩
序

の
中
に
統
率
す
る
必
要

が
あ

っ
た
・
西
側
か
ら

フ
リ
ー
ズ
を
見
始
め
る
と
、
北
側
あ
る
い
は
南
側
で
と
も
に
行
列

の
展
開
が
継
続
し
て
東
側

フ
ァ
サ
ー
ド
に
向
か

っ

て
進
ん
で
行
く
光
景
が
見
ら
れ
る
。
西
側

フ
リ
ー
ズ
で
は
、
最
後

の
騎
士
が
侍
者

の
手
を

か
り
て
出
発

の
準
備
を
し
て
い
る
。

そ
の
先

の

南
北

の
両

フ
リ
ー
ズ

に
は
、
パ

ン
ア
テ
ー
ナ
イ
ア
祭

の
不
滅

の
騎
馬
行
列
が
あ
る
。
1

調
和

の
あ
る
整

っ
た
隊
列
、
機
渕
と
し
た
躍
動

観

・

リ
ズ

ミ
カ

ル
な

馬

の
足
並

み
、

そ
し

て
騎

士
た

ち

は
若
く

、
慎

み
あ

る
気

品
を

そ
な

え

て

い
る
。
騎

馬

の
前

に
は
、
競

技

用

の
四
頭

立

て

の
チ

ャ
リ

オ

ッ
ト

と
甲
冑

を
着

た

そ

の
乗
員

・
ア
ポ

バ

テ
ー

ス

(p
℃
o
げ
讐
㈲
ω
11

「
降

り

る
人

」

の
意

)
が

描

か
れ

て
い

る
。

さ

ら

に
行

列

の
先

に
は

オ
リ

ー

ヴ

の
若
枝

を

持

つ
老

人

(
タ

ロ

フ
ォ

ロ
イ

)、

キ

タ
ラ
奏
者

と
笛

吹
き

、
片

手

で

水
瓶

を

か

つ
ぐ

四
人

の
若

者

(
ス
ポ

ン
ド

フ

ォ

。
イ

)・

金
属

製

の
盆

の
供

物

入
れ

を
運

ぶ

居
留

外

国
人

(
ス
カ

フ

・
フ

ォ
・
イ

)
が

進

む
。

そ

の
前

は
、

若

い
役

人

た
ち
と
犠
牲
獣

(
南
側
に
十
頭

の
牛
、
北
側

に
牛
と
羊

)
が
占
め
て
い
る
。
東
側

の

フ
リ
ー
ズ

の
左
右

の
隅
か
ら
は
、
中
央
に
向

っ
て
淑

や
か
な
女
性
た
ち

の
行
列
が
進

む
。
先
ず
最
初

に
、
献
酒
用

の
盃

(
フ
ィ
ア
レ
ー
)
や
取

手
付
き
壺

(
オ
イ
ノ

コ
エ
ー
)
や
香
炉
を
も

つ

着
飾

っ
た
少
女
た
ち
、
次
に
行
列

の
先
頭

に
は
空
手
で
歩
む
少
女
た
ち
、
そ
れ
は
右
側
で
は
指
揮
者

に
分
た
れ
て
二
人
ず

つ
と
な

っ
て
い

樋
・

こ
の

一
列

目
の
少
女
た
ち
は
ペ
プ

ロ
ス
を
織

っ
た

エ
ル
ガ

ス
テ
ィ
ナ
イ
、
ま
た
は
聖
籠
を
運
ぶ
ヵ
ネ
ー

フ
ォ
ロ
イ
で
あ
る
と
解

さ
れ

麺

・

フ
リ

ー
ズ

で
は

・
行

列

は
堂

の
内

部

に
お

い

て
・

折
り

畳

ん
だ

ペ
プ

・

ス
の
奉

納

で
終

っ
て

康

。

次

に
、

メ

タ
ゲ

イ

ト

ニ
ア
祭

(]≦
Φ
富
σq
①
騨
巳
餌
)
が

メ

タ
ゲ

イ
ト

ニ
オ

ー

ン

の
月

の
七

日
に
行

わ
れ

た
。

そ
れ

は

ア
ポ

ロ
ー

ン

.
メ

タ

ゲ

イ

ト

ニ
オ

ス

の
祭

で
あ

り
、

月

の
名

と

な

っ
た
も

の
で
あ

る

が
、

古

典
期

ま

で

に
は
重

要
性

が

失

わ
れ

て
い

た
。

こ

の
語

は

「
隣

人
」

(
N
O
へN
e
ヒ
)

を

「
変

え

る

こ
と
」

(鳶

ミ

ー
)

の
意
味

で
あ
る

の
で
、
引

越

、

あ
る

い
は

近

隣

の
人

々
と

の

つ
き

あ

い
を
含

む

何
ら

か

の

祭

で

あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

な

お

、

ア

ッ
テ

ィ
ヵ

の
サ

ラ

ミ

ニ
オ

イ

・
ゲ

ノ

ス
は
、

こ

の

日
、

ア
ポ

ロ
ー

ン

.
バ

ト

ロ
ー

イ

オ

ス

(勺
帥
訂
o
δ
。・
n
父

祖
伝

来

の
神

)
、

レ

ー
ト

ー
、

ア
ル

テ
ミ

ス
、

お
よ

び

ア

テ
ー

ナ
ー

に
対

す

る
供
犠

を
行

っ
た

。

ま

た
イ

オ

ニ
ア

の
ミ
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〔
m
)

レ
ト

ス
で
は
、
祭

日
と

し

て
祝

わ
れ

て
い
た

。

次

に
、

エ
レ
ウ

シ

ニ
ア
祭

(国
一Φ
蕊

一巳
曽
)
が

メ

タ
ゲ

イ
ト

ニ
オ
ー

ン

の
月

の

一
五

日
～

一
八

日
に
行

わ
れ

た

(
ま

た

は

=

二
日
～

二

〇

日

の
間

の
四

齢

)
・

エ
レ
ウ

シ
ニ
ア
祭

は

エ
レ
ウ

シ

ス
中

心

の
デ

ー

メ
]

テ
ー

ル

の
祭

で
・

そ

の
例

年

の
祭

は
収

穫
祭

(
供

犠

と
初

穂
奉

納

が

行

わ
れ

る

)
、
数

年

毎

の
祭

は
競

技
会

で
あ

っ
た

と

い
麺
・

後

者

に

は

四
年

に

一
度

(
オ
リ

ュ
ン
ピ

ア
期

の
第

二
年

)

の
大

エ

レ
ウ

シ

ニ
ア
祭

と
、

二
年

に

一
度

(
オ
リ

ュ
ン
ピ

ア
期

の
第

一
年

と
第

三
年

)

の
小

エ
レ
ウ

シ

ニ
ァ
祭
が

あ

つ
(濯
・

次

に
、

キ

ュ
ノ

サ

ル
ゲ

ス
で

の

へ
ー

ラ

ク
レ
イ

ア
祭

(鵠
Φ
冨
竃
①
冨

鉾

内
旨

o
。。
震
σq
Φ
の
)
が

、

メ
タ
ゲ

イ

ト

ニ
オ

!

ン
の
月

に

(
日
付

不

明

)
行

わ
れ

た

。

へ
!

ラ

ク

レ
ー

ス
は

運
動
競

技

の
守
護

神

性

で
あ

り
、

そ

の
民

衆
的

描
写

に
よ
れ
ば

大

い
に
飲
食

に
耽

っ
た

英
雄

で

あ

る
。

キ

ュ
ノ

サ
ル
ゲ

ス
の
体

育
場

の
ク
ラ
ブ

は
特

別

に
非
市

民

に
開

か
れ

て
お
り

ア

テ
ナ
イ
人

と
外

国
人

妻

と

の
問

に
生
ま

れ

た

子
供

が
多

か

っ
た

ー

、

へ
ー

ラ

ク

レ
!

ス
崇
拝

の
役
人

た

ち
も

そ

の
階
層

か
ら
選

出

さ
れ

て
い
た
。

そ
し

て
、
彼

の
食
事

に
対
す

る
神

の
同
席

を

保
証

す

る
た

め

に
、

十

二
人

の

「食

客

」

(℃
餌
円
曽
ω一ひ○
一)
が

選

ぼ

れ

た
。

ま

た
、

テ
オ

フ
ラ

ス
ト

ス
著

『
人

さ

ま
ざ

ま
』

の

一
年
寄

り

の
冷

水

」

に
、

こ

の
祭

の
宴
会

に

つ
い
て

の
次

の
よ
う
な

言

及
が

あ

る
。

こ
れ
も

彼
な

ら

で
は

の
し
ぐ

さ
だ
が

、

へ
ー

ラ

ク

レ
ー

ス
の
祭

に
招

か
れ

で
も
す

る

と
、

犠
牲

に
牡
牛

を
選
び

、
上

衣
を
脱

ぎ
す

て
、

牛

の
首

を
牛

切
り

人

の
方

へ
ね

じ
向

け

て
み
ぜ
響
・

注(86
)

回O

印
・。
①
α
⑩
・

ω
巨

o
P

o
b
●
葺

こ

署

.
ら
○。
-
α
O
・

ジ

!

モ

ン
は

こ

の
祭

を

集

住

祭

・
シ

ノ
イ

キ

ス
モ

ス
に

由
来

す

る

も

の
で

あ

る

と

す

る

。

な
お

、

勺
ゆ
鱒

①
や
竃

貯
巴
の○
口
に
は

、

こ

の
祭

へ
の
言

及

が

見

ら

れ

な

い
。

(
87

)

℃
ゆ
岳

節
巳
⑳
9

畑

卜。
ド

c。
・

馬

場

訳

、

上

、

一
〇

二
頁

。

(
。。oo
)

頃
鋤
鱒

ρ

○
℃
●
簿

こ

b
・
卜。
㊤
.

寓

貯
巴
ω
o
P

O
戸

簿

こ

b
・
鉢。
①
.

「
ヘ
カ

ト

ン
バ

イ

オ

ー

ン
と

呼

ば

れ

る

ア

ッ
テ

ィ
カ

暦

の
第

一
月

は

、

真

夏

の

こ

ろ
、

夏

至

の
前

の
新

月

を

も

っ
て
始

ま

っ
た
」

(
℃
9◎
円
閃
Φ
鴇
一σ
一α
.)
。

(
89

)

U

①
日

。
。。
夢

Φ
器

。。
る

倉

・。
9

い
8

ρ

b
,
・。
。。
。。
.

コ

暮

碧

。
互

弓
冨

。・
①
岳

"

一
ド

一
'

℃
Φ
鱒

ρ

8

.
簿

;

b
・
G。
o
.

ζ

貯

巴

。・
・
P

8

.
9

⇔
こ

b

』

c。
・
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(
90

)

目
冨

o
琶

達

0
9

戸

嵩

・

(
9

.

コ

暮

鶏

o
『

日
冨

ω
豊

。。
℃

鍾

讐

戯
●
)

(
91

)

q
・
即

9

ぞ

Φ
さ

恕

愚

ミ

ド

心
"

一
㊤
G。
9

も
』

ど

P

b。
①
●

霊

蒔

ρ

o
P

葺

こ

薯

.
ω
マ

。。
b。
.

(
92

)

竃

貯

巴

ω
o
P

8

●
息

ひ
こ

b
.
c。
H
●

(
93

)

H
8

9

鉾

①
。。
"

一
9

一
8

…

ピ
o
①
げ
鴇

戸

弓
』

&

●

剛Ω

聞
・。
一
お

①
.

雷

鱒

ρ

薯

。
ω
b。
l
G。
G。
曾

(
94
)

7
{
節
9。
尻
o
P

o
P

9
ひ
こ

b
.
G。
軽
●

(
95
)

「
ア
テ
ー

ナ
イ

の
、

よ
く
築

か
れ
た
城

市

(し

ろ
ま
ち

)
を
領
す
る
人

々
、

そ
れ
は
心

の
大
き

な

エ
レ
テ
ゥ

ス
の
邑

(
さ

と
)
で
あ
る
、
そ

の

人
を
む
か

し
ゼ

ウ

ス
の
娘

ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
が
養

い
育

て
た
、
生
み

の
親
は
、
麦
を
実
ら
す
畑
土
だ

っ
た
、
そ
れ
を

(
女
神
が
)

ア
テ
ー
ナ

イ

へ

と
、
ご

自
分

の
豊

か
な
社
殿

に
お
坐

ら
せ
に
な

っ
た
、
そ

の
場
所
で
、

ア
テ
ー
ナ
イ
人

の
若
者
ど
も
が
、
め
ぐ

っ
て
く
る
年
ご
と

に
、
牡
牛
だ

の

小
羊

だ

の
を
女
神

に
献

じ
て
、
祭

を

し
神
意

を
な
だ
め
ま

つ
る
習
わ
し
で
あ

る
。
」
国
o
日
Φ
さ

旨
ミ

℃
戸

置
①
h
悟

『
ホ
メ
ー

ロ
ス
』

[イ
!
リ

ア

ス

・
オ
デ

ュ
ッ
セ
イ

ア
]
、
呉
茂

一
⊥
局
津
春
繁
訳
、
筑
摩
書
房
、

一
九
七

一
年
、

二
七
頁
。

以
前

に
は

ア
テ
ー
ナ
ー

の
奉
納

の
祭
列

は
、

イ
リ

ソ
ス
川

の
土
手

か
ら
市

の
中
心
部

で
あ

っ
た
南
東

地
区

の
諸
神
殿

を
巡

っ
て
ア

ク

ロ
ポ
リ

ス

へ
向
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し

て
、
あ

る
早
い
時
期

か
ら
ピ

ュ
リ

ッ
ク

・
ダ

ン

ス
と
四
頭
立

て
チ

ャ
リ

オ

ッ
ト

の
ア
ポ
バ

テ
ー

ス
の
競
技

は
行

わ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
市

の
北
西
地
区

の
発
展
に
伴

い
、

ア
ク

ロ
ポ
リ

ス
の
北

西
に
新

ア
ゴ

ラ
を
中

心
と
す

る
市

の
新

し
い
中

心
が

で
き
、
パ

ン
ア

テ
ー
ナ
イ

ア
の
祭
列
も

ケ
ラ
メ
イ

コ
ス
か
ら

ア
ゴ
ラ
を
通

っ
て
ア
ク

ロ
ポ
リ

ス

へ
向

か
う

コ
ー

ス
を
辿
る
よ
う
に
な

っ
た
。
前

六
〇
〇
年
頃
、

北
東

工
ー
ゲ
海
地
方

か
ら

へ
ー
パ

イ

ス
ト

ス
の
祭
祀
が

ア
テ
ナ
イ

に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を

ア
テ
ー
ナ

ー
の
祭
祀
と
関
連
づ
け
る
た

め
の
神

話

の
改

訂
作
業
が

行
わ
れ

(
へ
ー
パ

イ

ス
ト

ス
の
欲
情
か
ら
生
じ
た
子
が

エ
リ

ク
ト

ニ
オ
ス
で
、

そ
れ
を

ア
テ
!
ナ

!
が
育

て
た
と
す
る

)
、
パ

ン
ア

テ
ー
ナ
イ

ア
祭

の
行
事

に
も
新
た

な
形
式
と
意
義
が
も

た
ら

さ
れ
た
。

そ
し
て
祭

日

の
夕
方
、

へ
ー
パ
イ

ス
ト
ス
に
由
来
す
る
松

明
競
技
を

ア
カ
デ

メ
イ

ア
の

エ
ロ
ー

ス
の
祭
壇
を
起
点

と
し
て
行

い
、

ア
ク

ロ
ポ

リ

ス
で

の
少
女
た

ち

の
夜
祭

り
を
経

て
、

早
朝

に
始
ま
る
大
行

列
で
は

ペ

プ

ロ
ス
を
翻

し
た
船

型

の
車

を
牽
引
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。

図
o
げ
①
詳
ω
o
P

舘
け
●
鼻

こ

薯

●
U
①
よ
9

(
96
)

ペ
プ

ロ
ス
の
図
案

は

ア
テ
ー
ナ
ー

の
武
勇
を
賛

え
る
伝
統
的
主
題

で
あ

っ
た

こ
と
、
そ

の
デ
ザ

イ
ナ
ー
は

コ
ン
テ
ス
ト
を
経

て
評
議
会
、
後

に

は
陪

審
法
廷

に
よ

っ
て
決

め
ら
れ
た

こ
と
は
、

次

の
よ
う
な

一
節

か
ら

も
う
か
が
え

る
。
1

「
で
は
君
は
、

ほ
ん
と
う

に
戦
争

と
い
う
も

の
も

あ

る
と
考
え

て
い
る

の
か
ね
、
神

々
の
間
で
お
互
い
に
対
し

て
ね
?
…
…
と
り
わ
け
ま
た
パ

ン
ア
ー

テ
ー
ナ
イ

ア
大
祭

に
は
、

そ
の
よ
う
な
刺
繍

を

}
面

に
ほ
ど

こ
し
た
礼
服
が

フ
ク

ロ
ポ
リ

ス
に
運
び
上

げ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、

そ
う

い

っ
た
多
く

の
事
柄
も
ね
」

(
プ
ラ
ト

ン

『
エ
ゥ

テ

ユ
プ

ロ
ン
』
①
じo
⊥
Q
。
プ

ラ
ト

ン
全
集

一
、
今
林

万
里
子

訳
、

「
六
頁

)。

「
評
議
会

は
以
前

は
公
共
建
築
物

の
模
型

や

ア
テ
ー
ナ
ー
女
神

の
衣
装

を
も

判

定
し
た
が
、
今

で
は
当
籔

し
た
陪
審
廷
が

こ
れ

に
当
た

る
。
何
と
な
れ
ば
評
議
員
た
ち

は
選
定

に
当
た

っ
て
情
実

に
捉
わ
れ

る
と
思

わ
れ
た
か

ら

」

(
エ

ミ

§

ミ

§

、
o
ミ

ミ
3

×
ピ

"

G。
.

邦

訳

、

八

四

ー

八

五

頁

。

亀

・

寄

o
畠
o
。。
"

0
9
ミ

ミ

謡
ミ

遣

、

薯

.
G。
$

1
⑳
①
㊤
●
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パ

ウ
サ

ニ
ア

ス
は

次

の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。
ー

「
ア

レ
イ
オ

ス

・
パ
ゴ

ス
の
近
く

に
、
パ

ン
ア

テ
ー
ナ
イ
ァ
祭

の
行
列

用

に
作

っ
た
船
が

展

示
し
て
あ

る
。

こ
れ

を
追
い
越
す

ほ
ど

の
船

は
す

で
に
あ

ろ
う
が
、

甲
板

か
ら
下

に
九
層

に
も
及
ぶ
槽
手
座
を
そ
な
え
た
デ

ロ
ス
の
軍
船

に
、

打

ち
勝

っ
た
船
造

り
が

こ
れ
ま

で

に
い
た

こ
と
を
知
ら
な

い
。
」

℃
豊

鋸
巳
霧

℃
賢

鱒
曾

ド

飯
尾
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頁
。
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》
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ミ
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竃
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樽
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邦

訳

、

九

一
-

九

二
頁

。
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ε
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窪

白
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①
℃
彗
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冨

霊
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目
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切
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唱
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霊
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b
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心
刈
ム
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ま

た

、

第

一
回

の
大

祭

は
、

前

五

六

六

年

で

あ

る

と

さ

れ

る

。
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ρ
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騨
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℃
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這
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嵩
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邦

訳
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八
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九
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頁
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内

容

不

明

で
あ

る

が

、

合

唱

コ

ン

テ

ス
ト

(
o

身

畠

o

鼻

o
歪

。。
)

で

あ

る

と
す

る

解

釈

が

あ

る

。
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晋

目
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げ
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皇
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円
o
暮

餌
巳

の
冒
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冨
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鉱
鉱
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誓

①
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鉾
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Φ
昌
巴
辞
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言

Z
巴
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α
・
と

o
P

Ω
営

一
薯

●
雪

山

O
心
.

ま

た

、

優

勝

チ

ー

ム

へ
の
賞

品

は

、

ア

リ

ス
ト

テ

レ

ス
に

よ

れ

ば

楯

(
噂

、

食
q
ミ

(
)

で
あ

る
。

山
ミ
帖
§

帖§

、
o
ミ
籍
&

目
×
"
ω
●

い
o
Φ
げ
"
薯

.
H
罐

山
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q
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邦

訳
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(
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評

鱒

ρ

o
b
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鼻

こ

薯

.
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(
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ヘ
ブ

ラ
イ

の
祭

と

同

様

、

ギ

リ

シ

ア
人

と

ロ
ー

マ
人

の
祭

は

、

厳

密

に
は

日
没

に

始
ま

る

と
見

な

さ

れ

う

る
。

そ

の
意

味

で

は
、

松

明
競

技

、

夜
祭

り
、

そ

れ

に

大

行

列

と

供

犠

は

同

日

の

行

事

で

あ

る

。

勺
餌
蒔

①

o
b
・
鼻

こ

b
・
お

.

9

●
ζ

涛
巴
ω
o
P

O
b
・
葺

こ

b
』

昏
導
b
.
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(
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℃
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蒔

ρ

o
b
.
9
け
こ

P

膳
G・1
腿
①
麟

虫
臼
o
P

o
P

簿

こ

づ
・
罐

・

o
h
●
国

旨

碧

o
互

G。
9
0
P

一
・

邦

訳
⇔

、

八

頁

。
1

松

明
競

技

は

ア

カ

デ

メ
イ

ア
の

エ
ロ
ー

ス
の
祭
壇
か
ら
採
火
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
パ

ウ
サ

ニ
ア

ス
は
、
松

明
競
技

の
起
点
を

ア
カ
デ

メ
イ
ア
に
古
く

か
ら
祀
ら
れ

て

い
た
プ

ロ
メ
ー

テ
ゥ

ス
の
祭
壇
と
す

る
。

勺
窪

。。
Φ
巳
器

"
拶

ω
P

ド

飯
尾

訳
、
六
三
頁
。
他

に
、

ア
リ

ス
ト
パ
ネ

ス

『
蛙
』

一
〇

八
九
-

一

一
〇
〇
。

『
ギ
リ

シ
ア
喜
劇
H
』
、
三
七

四
頁
。
太

田
秀
通

『
ポ
リ

ス
の
市

民
生
活
』
河
出
書
房
新
社
、

一
九
七
五
年
、

七
四
-

七
六
頁

(
エ
フ
ェ
ー

ボ
イ
に
よ
る
、
リ

レ
i
式
松
明
競
技

で
あ

っ
た
と
す
る

)。

　
(
10

)

エ
ウ
リ
ピ
デ

ス

『
ヘ
ラ
ク
レ

ス
の
子
供
た
ち
』

の

一
節

に
夜
祭

り

の
舞
踏

の
模
様

が
で

て
い
る
。

「
お
ん
前

に

あ

ま
た
な
る

捧
げ
物

し
て
、
/

た
た
え
ま

つ
る

い

つ
の
日
も

畏

み
て
こ
そ
。
/
よ
も

や
忘
れ

じ

月

々
の

お
わ
り

の
日
に
も
。
/
若
き
子
ら

は

声

を
あ
わ

せ

歌
を
あ
わ
せ
、
/

乙
女

子
は

風

さ
や
ぐ

丘

に
の
ぼ
り

て
、
/
夜
を

こ
め
て

足
拍
子

踏

み
な
ら

し

つ
つ
、
/
喜
び

み
ち
て
、
高

ら
か
に

歌

い
ま

つ
ら
ん
。
」

『
ギ
リ

シ
ア
悲
劇

m
』
柳
沼
重
剛
訳
、

一
八

六
頁
。
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M

・
コ
リ

ニ

ョ
ン

『
パ

ル

テ

ノ

ン
』

嘗
甲
氷
惣

一
訳

、

岩
波

書

店

、

一
九

七

八

年

、

一
八

九
-

一
九

九

頁

。

」
8
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屋

噛
o
℃
.
簿

こ

b
』
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ユ
(
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一
列
目

の
少

女
た
ち
を
ペ
プ

ロ
ス
を
織
り
終
え
た

エ
ル
ガ

ス
テ

ィ
ナ
イ
と
す

る
説
は
、

コ
リ

ニ

ョ
ン
や
パ

ー
ク
に
見

ら
れ
る
。
パ

ー
ク
に
よ
れ

ば
、

エ
ル
ガ

ス
テ
ィ
ナ
イ
は

一
年
間

に
少
な

く
と
も
百
名

ほ
ど
選
ば
れ

て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、
パ

ル
テ
ノ

ン

・
フ
リ

ー
ズ

で
は
左

右

の
行
列

の
先

頭

に

二
人

人

組

で
表

わ

さ

れ

た

。

勺
鋤
鱒
ρ

o
℃
.
o
一け
こ

P

こ。
Q。
矯
冒
b
・
お

止

●

し

か

し

、

彼

女

た

ち
を

供

犠

用

の
大

麦

を

入

れ

た
聖

籠

(む
§

。
q

、
℃
)
を
頭
上

に

の
せ
て
運
ぶ
カ
ネ
ー

フ
ォ
ロ
イ
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力

で
あ
る
。

ジ
ー

モ
ン
に
よ
れ
ば
、
彼
女
た
ち
は
到
着

し

て
向

か
い
合

っ

て
い
る
指
揮
官

に
聖
籠
を
渡
し
終

え
た
た

め
に
空
手

で
あ

る
。

ハ
リ

ソ
ン
に
よ

れ
ば
、
む
し

ろ
資
格
審
査

に
と
お

っ
て
聖
籠

を
渡

さ
れ
よ

う
と
す

る

少

女

た

ち

が

描

か

れ

て

い

る

Q

の
ぎ

o
戸

薯

・
①
霧

一
・

国
く
巴
憲

じo
◎
出
餌
三

。。
o
P

、、弓
冨
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げ
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ω
8
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冒

Z
①
貯
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o
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。
罫
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b
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一
〇
●

も

っ
と

も

、

エ
ル

ガ

ス

テ

ィ
ナ

イ

は

ま

た

ヵ

ネ

ー

フ

ォ

ロ
イ

と

し

て
奉

仕

し

た

か
も

し

れ

な

い

と

い
う

説

も

あ

る

。
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こ

の
東

側

フ
リ

ー

ズ

の
中

央

に

は
、

折

り

畳
ん

だ

ペ
プ

ロ

ス
を

も

つ
バ

シ
レ

ウ

ス
と

少

年

、

ま

た

ス
ト

ゥ
ー

ル
を

運

ぶ

二

人

の
少

女

と

そ

れ

を

手

伝

っ
て

い

る

ア

テ

ー

ナ

ー

の
女

性

神

官

が

描

か

れ

て

い
る

。

た

だ

し

、

こ

の
中

央

場

面

の
解

釈

に

は

諸

説

が

あ

る
。
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エ
レ

ウ

シ

ス

の
祭

儀

と

ア

テ
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イ

民

主

政

の
進

展
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、
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誌
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編

一
〇

号

、

一

九
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年

、
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四

頁
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